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はじめに

　水戸城跡第 88 次調査 ( 朝比奈邸跡 ) 区は，坂下門と千波沼に挟まれた低地に立地する。

今回の発掘調査からは，種実遺体や木質遺物および白銀粒などが出土し，造成跡などの遺

構も検出されている。

　本報告では，出土した大型植物遺体の種類を明らかにするために種実分析を，出土した

白銀粒について鉱物分析を，遺構周辺の植生や栽培植物に関する情報を得るために珪藻分

析，花粉分析，植物珪酸体分析を，木質遺物の種類を明らかにするために材同定をそれぞ

れ実施した。

第 4 節　自然科学分析
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１. 試料

　分析試料および分析項目の一覧を表 1 に示す。

種実分析に用いる試料は，Ⅱ区 3BMD( 試料番号 1)，Ⅲ区造成遺構 E4Z 4C 層 ( 試料番号 2)

より出土した種実遺体 2 点，Ⅲ区造成遺構 ( 試料番号 6) より採取された植物遺体混じり

土壌 1 点の，計 3 点である。

　鉱物分析に用いる試料は，Ⅱ区 4CBMD( 試料番号 3)，Ⅱ区 3BMD( 試料番号 4) の，計 2

点である。いずれの試料も外見は黒褐色を呈する砂混じりのシルトであり，試料 4 には

礫が多く混じる。なお，2 点とも調査時には白銀粒のように輝いていたとされるが，分析

時の観察ではそのような状況は認められない ( 図版 2 参照 )。

　微化石分析に用いる試料は，鉱物分析でも対象としたⅡ区 3BMD( 試料番号 4) の他，Ⅲ

区 1EMS の樽の底板上に認められた土壌 ( 試料番号 5)，水戸城が築城された際に湧水対策

としてロームと砂利混じりの土層を交互に造成した中に見られた葉が付いたままの小枝を

笧状に敷くⅢ区 E4 区造成遺構の土壌 ( 試料番号 6) の，計 3 点である。これら 3 点について，

珪藻分析，花粉分析，植物珪酸体分析を実施する。なお，Ⅱ区 1KHD より出土した石炭塊

( 試料番号 19) は，黒色で強い光沢を有し，炭化が進んでおり，瀝青炭に分類される。こ

の石炭塊については，常磐炭田の分析例 ( 徳永・尾上 ,1964) で用いられている分類体系

を 参 考 に し て， 花

粉 分 析 の 手 法 を 試

みる。

　 樹 種 同 定 に 用 い

る 試 料 は， 出 土 木

製品 12 点 (No.7 ～

18) と， Ⅲ 区 の 造

成 遺 構 (No.6) よ り

検 出 さ れ た 粗 朶 の

う ち， 形 状 の 違 う

採 取 し た 2 点 の 計

14 点である。試料

の 詳 細 は 結 果 と と

もに表に示す。

２. 分析方法

(1) 種実分析

　 Ⅲ 区 造 成 遺 構

( 試 料 番 号 6) は，

土 壌 試 料 を 水 に 浸

し，粒径 0.5mm の

篩 を 通 し て 水 洗 す

る。 水 洗 後 の 試 料

試料
番号 区 遺構・

層位
試料
の質

分析項目
備考

S M D P Po W

1 Ⅲ区 3BMD 種子
( 単体 ) ●

2 Ⅲ区 造成遺構
E4Z 4C 層

種子
( 単体 ) ●

3 Ⅱ区 4CBMD 鉱物
（土壌） ● 調査区内で白銀粒を

含む
4 Ⅱ区 3BMD 鉱物

（土壌） ● ● ● ● 調査区内で白銀粒を
含む

5 Ⅲ区 1EMS
樽の底板上 土壌 ● ● ●

6 Ⅲ区 造成遺構 土壌
( 植物遺体混じり ) ● ● ● ● 葉が付いたままの

小枝を笧状に敷く？
7 Ⅱ区 8BMD 箸 ● 子供用

8 Ⅱ区 7BBMD 漆器椀 ●

9 Ⅱ区 8BMD 漆器椀 ●

10 Ⅰ区 一括 漆器椀 ●

11 Ⅱ区 1KHD そろばん玉 ●

12 Ⅱ区 8BMD 樽の注口 ●

13 Ⅱ区 8BMD 日傘の軸 ●

14 Ⅱ区 8BMD 下駄 ●

15 Ⅲ区 1E4Z 下駄 ●

16 Ⅱ区 1EMS 円形版 ●

17 Ⅲ区 1KMS 円形版 ●

18 Ⅲ区 1EMS 桶底板 ●

19 Ⅱ区 1KHD 石炭塊 ●
合計
点数 3 2 3 4 3 12

1)S：種実同定，M：鉱物分析，D：珪藻分析，P：花粉分析，Po：植物珪酸体分析，W：樹種同定。

表 1.　分析試料および分析項目一覧
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を粒径別に双眼実体顕微鏡下で観察し，ピンセットを用いて，同定が可能な種実や葉など

の大型植物遺体の他，主に径 2mm 以上の木材や炭化材を抽出する。

　大型植物遺体の同定は，現生標本や中山ほか (2010)，鈴木ほか (2018) 等を参考に実施

する。マツ属複維管束亜属の葉は，一部の横断面の切片を剃刀で採取し，ガム・クロラー

ル ( 抱水クロラール，アラビアゴム粉末，グリセリン，蒸留水の混合液 ) で封入したプレ

パラートを実体顕微鏡とマイクロスコープ (KEYENCE 社製 ,VHX-1000) で観察し，樹種を

同定する。結果は，部位 ･ 状態別の個数を一覧表で示し，各分類群の写真を添付して同定

根拠とする。また，保存状態が良好な栽培種等を対象として，デジタルノギスを用いて長

さ，幅，厚さを計測し，結果を一覧表に併記する。大型植物遺体以外の分析残渣は，一覧

表の下部に定性的な量比をプラス「+」で示す。分析後は，大型植物遺体を分類群別に容

器に入れ，約 70% のエタノール溶液で液浸保存する。

(2) 鉱物分析

　「白銀色に輝く」鉱物粒の含有を確認するため，試料の主体をなす泥分を除去する。そ

の際，試料に水を加えた泥水を超音波洗浄装置にかけ，上澄みを繰り返し流し去る。

残存した砂分を実体顕微鏡下で観察，砂分中に含まれる鉱物粒や岩石片を確認する。

(3) 珪藻分析

　湿重約 5g をビーカーに計り取り，過酸化水素水と塩酸を加えて試料の泥化と有機物の

分解・漂白を行う。次に，分散剤を加えた後，蒸留水を満たし放置する。その後，上澄み

液中に浮遊した粘土分を除去し，珪藻殻の濃縮を行う。この操作を 4 ～ 5 回繰り返す。次に，

自然沈降法による砂質分の除去を行い，検鏡し易い濃度に希釈し，カバ－ガラス上に滴下

して乾燥させる。乾燥した試料上に封入剤のプリュウラックスを滴下し，スライドガラス

に貼り付け永久プレパラ－トを作製する。

　検鏡は，油浸 600 倍または 1000 倍で行い，メカニカルステ－ジを用い任意に出現する

珪藻化石が 200 個体以上になるまで同定・計数する ( 化石の少ない場合は，この限りでは

ない )。なお，原則として，珪藻殻が半分以上破損したものについては，誤同定を避ける

ため同定・計数は行わない。200 個体が検出できた後は，示準種などの重要な種類の見落

としがないように，全体を精査し，含まれる種群すべてが把握できるように努める。

　 珪 藻 の 同 定 と 種 の 生 態 性 に つ い て は，Hustedt(1930-1966)，Krammer and Lange-

Bertalot(1985-1991)，Desikachiary(1987)，Lange-Bertalot(2000) などを参考にする。群集解

析にあたり個々の産出化石は，まず塩分濃度に対する適応性により，海水生，海水～汽水

生，汽水生，淡水生に生態分類し，さらにその中の淡水生種は，塩分，pH，水の流動性

の 3 適応性についても生態分類し表に示す。

　堆積環境の変遷を考察するために，珪藻化石が 100 個体以上検出された試料について

珪藻化石群集変遷図を作成する。出現率は化石総数を基数とした百分率で表し，1% 以上

の出現率を示す分類群についてのみ表示する ( 図中の●印は，総数が 100 個体以上産出

した試料うち 1% 未満の種を，+ 印は総数 100 個体未満の場合の産出を示す )。図中には，

海水生・汽水生・淡水生種の相対頻度と淡水生種を基数とした塩分・pH・流水の相対頻

度について図示する。

　塩分に対する適応性とは，淡水中の塩類濃度の違いにより区分したもので，ある程度の
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塩分が含まれた方がよく生育する種類は好塩性種とし，少量の塩分が含まれていても生育

できるものを不定性種，塩分が存在する水中では生育できないものを嫌塩性種として区分

している。これは，主に水域の化学的な特性を知る手がかりとなるが，単に塩類濃度が高

いか低いかといったことが分かるだけでなく，塩類濃度が高い水域というのは概して閉鎖

水域である場合が多いことから，景観を推定する上でも重要な要素である。

　pH に対する適応性とは，アルカリ性の水域に特徴的に認められる種群を好アルカリ性

種，逆に酸性水域に生育する種群を好酸性種，中性の水域に生育する種を不定性種として

いる。これも，単に水の酸性・アルカリ性のいずれかがわかるだけでなく，酸性の場合は

湿地であることが多いなど，間接的には水域の状況を考察する上で必要不可欠である。

流水に対する適応性とは，流れのある水域の基物 ( 岩石・大型の藻類・水生植物など ) に

付着生育する種群であり，特に常時，流れのあるような水域でなければ生育出来ない種群

を好流水性種，逆に流れのない水域に生育する種群を好止水性種として区分している。流

水不定は，どちらにでも生育できる可能性もあるが，それらの大半は止水域に多い種群で

ある。なお，好流水性種と流水不定性種の多くは付着性種であるが，好止水性種には水塊

中を浮遊生活する浮遊性種も存在する。浮遊性種は，池沼あるいは湖沼の環境を指標する。

なお，淡水生種の中には，水中から出て陸域の乾いた環境下でも生育する種群が存在し，

これらを陸生珪藻と呼んで，水中で生育する種群と区分している。陸生珪藻は，陸域の乾

いた環境を指標することから，古環境を推定する上で極めて重要な種群である。

(4) 花粉分析

　土壌試料については，約 10g につき水酸化カリウムによる泥化，篩別，重液 ( 臭化亜鉛，

比重 2.2) による有機物の分離，フッ化水素酸による鉱物質の除去，アセトリシス ( 無水

酢酸 9：濃硫酸 1 の混合液 ) 処理による植物遺体中のセルロースの分解を行い，物理・化

学的処理を施して花粉を濃集する。残渣をグリセリンで封入してプレパラートを作製し，

400 倍の光学顕微鏡下でプレパラート全面を走査し，出現する全ての種類について同定・

計数する。同定は，当社保有の現生標本や島倉 (1973)，中村 (1980a)，藤木・小澤 (2007)，

三好ほか (2011) 等を参考にする。結果は同定・計数結果の一覧表，及び花粉化石群集の

分布図として表示する。図表中で複数の種類をハイフォンで結んだものは，種類間の区別

が困難なものを示す。図中の木本花粉は木本花粉総数を，草本花粉・シダ類胞子は総数か

ら不明花粉を除いた数をそれぞれ基数として，百分率で出現率を算出し，図示する。

　また，石炭塊 ( 試料番号 19) については，以下の方法を用いる。試料の状態から，珪酸

分がほとんど含まれていないと思われるので，フッ化水素酸処理は行わず，シュルツェ法

とアルカリ法を用いて花粉化石を取り出す。試料 0.3g を秤量し，1g の塩素酸カリウムを

加える。突沸や爆発に注意しながら 5cc の濃硝酸を少しずつ加え，室温中で一昼夜放置す

る。この処理は，強力な酸化剤によって有機物を分解するとともに，アルカリ溶液下での

分解を容易にさせるために行う。水洗後，0.25mm の篩を通して，分解されなかった大型

の植物遺体を除去する。10% の水酸化カリウムを加えて一昼夜放置し，アルカリによる

有機物の分解を行う。残渣をグリセリンでゼリー封入してプレパラートを作成し，400 倍

の光学顕微鏡下で，出現する全ての種類について同定・計数する。結果は同定・計数結果
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の一覧表として示す。

(5) 植物珪酸体分析

　各試料について過酸化水素水・塩酸処理，沈定法，重液分離法 ( ポリタングステン酸ナ

トリウム，比重 2.5) の順に物理・化学処理を行い，植物珪酸体を分離・濃集する。これ

をカバーガラス上に滴下・乾燥させる。乾燥後，プリュウラックスで封入してプレパラー

トを作製する。400 倍の光学顕微鏡下で全面を走査し，その間に出現するイネ科葉部 ( 葉

身と葉鞘 ) の葉部短細胞に由来した植物珪酸体 ( 以下，短細胞珪酸体と呼ぶ ) と葉身機動

細胞に由来した植物珪酸体 ( 以下，機動細胞珪酸体と呼ぶ ) およびこれらを含む珪化組織

片を，近藤 (2010) の分類を参考に同定し，計数する。

　分析の際には，分析試料の乾燥重量，プレパラート作成に用いた分析残渣量を正確に計

量し，乾土 1g あたりの植物珪酸体含量 ( 同定した数を乾土 1g あたりの個数に換算 ) を求

める。

　結果は，植物珪酸体含量の一覧表で示す。その際，100 個 /g 未満は「<100」で表示する。

各分類群の含量は 10 の位で丸めている (100 単位にする )。また，各分類群の植物珪酸体

含量を図示する。

(6) 樹種同定

　剃刀を用いて，生材の木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目（接線断面）の 3 断面

の切片を作成する。ガムクロラールで封入，光学顕微鏡で木材組織の種類や配列を観察す

る。材組織の特徴を現生標本および独立行政法人森林総合研究所の日本産木材識別デー

ターベースと比較して種類 ( 分類群 ) を同定する。

　 な お 木 材 組 織 の 名 称 や 特 徴 は， 島 地・ 伊 東 (1982)，Wheeler 他 (1998)，Richter

他 (2006) を 参 考 に す る。 ま た， 日 本 産 木 材 の 組 織 配 列 は， 林 (1991) や 伊 東

(1995,1996,1997,1998,1999) を参考にする。

3. 結果

(1) 種実分析

　結果を表 2 に示す。3 点を通じて，裸子植物 1 分類群 ( クロマツ ) の葉 1 個，被子植物

22 分類群 ( モモ，メヒシバ類，エノコログサ属，イネ，イネ科，ヌカスゲ類，カヤツリ

グサ属，スベリヒユ，ミドリハコベ近似種，ナデシコ科 A，ナデシコ科 B，アカザ属，ヒ

ユ属，イノコズチ属 ?，キジムシロ類，カタバミ属，ワタ属，ニホンカボチャ近似種，ア

リノトウグサ， シソ属 - イヌコウジュ属， イヌコウジュ近似種， タカサブロウ ) の種実

626 個の合計 627 個に同定される。 この他， 針葉樹の花， 広葉樹の葉， 木材， 炭化材，

植物片，虫類，岩片などが確認される。

　大型植物遺体の保存状態は，比較的良好である。この中で，モモの一部には果皮が残存

し，イネの一部とワタ属には炭化が見られる。栽培種として，モモ，イネ，ワタ属，ニホ

ンカボチャ近似種が認められる。

　以下に，試料別の状況を記す。

・試料番号 1( Ⅱ区 3BMD)

　栽培種のニホンカボチャ近似種 91 個， イネ炭化籾 46 個と， 草本のスベリヒユ 1 個，
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試料
番号 区 遺構・層位 試料の質 分類群 部位 状態 個数 No. 長さ

(mm)
幅

(mm)
厚さ
(mm) 備考

1 Ⅱ区 3BMD 単体 イネ 籾 ( 基部 ) 破片 炭化 12 - 2.30 - - 残存長
籾 破片 炭化 34 - - - -

スベリヒユ 種子 完形 1 - - - -
アリノトウグサ 核 完形 1 - - - -
ニホンカボチャ近似種 種子 完形 4 1 16.07 8.17 1.31

- 2 14.81 7.35 1.01
- 3 15.27 8.72 0.96
- 4 14.61 8.20 1.39

完形未満 7 - - - -
破片 80 - - - - 2mm 以上 , 約 3cc

2 Ⅲ区
造成遺構

E4Z
4C 層

単体 モモ 果実 ･ 核 完形 7 1 29.39 23.16 19.81 果皮厚 0.1mm, 核頂部尖る

- 2 29.10 22.58 19.52
- 3 25.87 20.10 17.35
- 4 26.56 22.24 18.87
- 5 28.32 22.01 18.86
- 6 25.82 20.12 16.84
- 7 25.32 19.14 16.09

完形未満 1 - - - -
半分 1 - 26.26 22.23 -

核 完形 3 1 27.57 21.18 19.15
- 2 26.56 22.00 18.73
- 3 26.48 20.01 17.34

完形未満 2 - - - -
半分 2 - 29.52 23.12 21.82 接合し完形 1 個 , 頂部尖る
破片 1 - - - -

メヒシバ類 果実 完形 4 - - - -
イネ 籾 破片 10 - 3.10 - - 残存長
アカザ属 種子 完形 1 - - - -

6 Ⅲ区 造成遺構 土壌 50cc
(84.3g) クロマツ 葉 破片 1 - 14.88 - -

針葉樹 雄花 完形 1 - - - -
広葉樹 葉 ( 頂部 ) 破片 1 - 25.91 - - 落葉樹の可能性

葉 ( 基部 ) 破片 2 - - - -
葉 破片 7 - - - -

木本類 木材 破片 4.0cc - - - - 2mm 以上抽出 , 樹種同定中
炭化材 破片 炭化 0.5cc - - - - 1mm 以上 , 樹種同定中

メヒシバ類 果実 完形 2 - - - -
破片 2 - - - -

エノコログサ属 果実 完形 2 - - - -
破片 7 - - - -

イネ 籾 ( 基部 ) 破片 17 - - - -
破片 炭化 3 - - - -

籾 破片 136 - - - -
破片 炭化 12 - - - -

イネ科 果実 破片 3 - - - - 果皮平滑 , イヌビエ属 ?
ヌカスゲ類 果実 完形 1 - - - -
カヤツリグサ属 果実 完形 1 - - - -
スベリヒユ 種子 完形 28 - - - -

破片 1 - - - -
ミドリハコベ近似種 種子 完形 2 - - - -
ナデシコ科 A 種子 完形 14 - - - - ウシハコベ近似

破片 2 - - - -
ナデシコ科 B 種子 完形 5 - - - - 小型
アカザ属 種子 完形 36 - - - -

破片 6 - - - -
ヒユ属 果苞 完形 1 - - - -

果苞 ･ 種子 完形 5 - - - -
種子 完形 70 - - - -

破片 44 - - - -
イノコズチ属 ? 果実 ? 完形 1 - - - -
キジムシロ類 核 完形 1 - - - - 隆条斜上

破片 2 - - - - 隆条点在 , 粗面
カタバミ属 種子 完形 5 - - - -
ワタ属 種子 破片 炭化 1 - 4.50 3.14 - 残存長 , 残存径 , 種皮断面柵状
シソ属 - イヌコウジュ属果実 破片 1 - 1.10 - - 残存長
イヌコウジュ近似種 果実 完形 1 - 0.98 - -
タカサブロウ 果実 完形 28 - - - -
不明 種実 ? 破片 炭化 1 - 2.35 - - 残存長
植物片 ++ - - - - 中量 ( 抽出対象外 )
昆虫類 + - - - - 少量 ( 抽出対象外 )
岩片 ++ - - - - 中量 ( 抽出対象外 )

1) 計測はデジタルノギスを使用。

表 2.　種実同定結果

アリノトウグサ 1 個の合計 139 個が確認される。ニホンカボチャ近似種が最も多く，完

形 4 個，完形未満 7 個，破片 80 個 ( 約 3cc) の種子から成る。

・試料番号 2( Ⅲ区造成遺構 E4Z 4C 層 )

　栽培種のモモ 17 個，イネ籾 10 個，草本のメヒシバ類 4 個，アカザ属 1 個の合計 32 個

が認められる。モモが最も多く，半数以上 (9 個 ) の核表面に果皮の残存が確認される。

・試料番号 6 ( Ⅲ区造成遺構 )

　試料 50cc(84.3g) より， 栽培種のイネ籾 153 個， 炭化籾 15 個， ワタ属炭化種子 1 個，
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針葉樹のクロマツ葉 1 個， 草本のメヒシバ類 4 個， エノコログサ属 9 個， イネ科 3 個，

ヌカスゲ類 1 個，カヤツリグサ属 1 個，スベリヒユ 29 個，ミドリハコベ近似種 2 個，ナ

デシコ科 A16 個，ナデシコ科 B5 個，アカザ属 42 個，ヒユ属 120 個，イノコズチ属 ?1 個，

キジムシロ類 3 個，カタバミ属 5 個，シソ属 - イヌコウジュ属 1 個，イヌコウジュ近似種

1 個，タカサブロウ 43 個の合計 456 個が見られる。この他に不明炭化物 1 個，針葉樹の

雄花 1 個，広葉樹の葉 11 個，木材 4cc，炭化材 0.5cc，植物片，虫類，岩片などが確認さ

れる。

＜主な種実遺体の記載＞

・モモ (Prunus persica Batsch)　バラ科サクラ属

　 果 実 は 黒 褐 色， 核 ( 内 果 皮 ) は 灰 褐 色。 長 さ 25.3 ～ 29.5mm， 幅 19.1 ～ 23.2mm， 厚

さ 16.1 ～ 21.8mm のやや偏平な広楕円体で頂部は尖る。表面には縦に流れる不規則な線

状の深い窪みがあり，粗いしわ状にみえる。縫合線に沿って半分に割れた内面には種子 1

個が入る広卵状の窪みがある。核表面に残る果皮 ( 外果皮 + 中果皮 ) は，厚さ 0.1mm 程度

で表面は平滑。

・ワタ属 (Gossypium sp.)　アオイ科ワタ属

　種子は炭化しており黒色，完形ならば歪な広倒卵体で頂部は鈍形，背面は丸みを帯びる。

腹面はやや偏平で正中線上に縫合線の鈍稜があり，基部は種皮が伸びて臍部突起の鞘とな

る。柄がわずかに残存する個体もみられる。種皮表面には粗い毛 ( 綿毛 ; 基毛 ) が密生す

るが，殆ど磨耗欠損しており，粗面で縦長の粗い編目模様がある。出土種子は破片で残存

長 4.5mm，残存径 3.1mm，種皮厚 0.2mm を測る。種皮断面は柵状で，内部に子葉が確認

される。

　ワタ属は，繊維，搾油を目的として世界各地の暖地で栽培される植物で，アジアワタ

系統のキダチワタやシロバナワタ，南米やアフリカを起源とするカイトウメンやリクチ

メン， エジプトメンなどの多くの系統が存在する ( 星川 ,1995)。 日本には， 古代にイン

ドから伝わり，中世末に中国から種子が輸入されて本格的な栽培が始まったとされる ( 星

川 ,1987)。現時点では，種子の形態から系統を区別する情報が得られていないため，出土

種子は属までの同定にとどめている。

・ニホンカボチャ近似種 (Cucurbita cf. moschata Duch.)　ウリ科カボチャ属

　種子は淡灰褐色， 長さ 14.6 ～ 16.1mm， 幅 7.4 ～ 8.7mm， 厚さ 1.0 ～ 1.4mm の偏平な

倒狭卵体。基部は突出し発芽孔がある。両面全周に走る縁は明瞭で，段差があり薄くなる。

種皮表面は平滑。

　カボチャ ( 属 ) は，栽培のために持ち込まれた渡来種で，日本で栽培しているカボチャ

は 16 世紀に渡来したニホンカボチャ，19 世紀に渡来したセイヨウカボチャ (C. maxima 

Duch.)，セイヨウカボチャよりさらに後れて渡来したペポカボチャ (C. pepo L.) の 3 種があ

る。ただし，山形県小山崎遺跡からは，縄文時代前期前葉の年代値 (5,578 ± 24y BP) が

得られたカボチャ近似種の種子が出土しており ( 吉川 ,2015)，渡来時期には議論の余地が

ある。出土種子はニホンカボチャの形状に似るため，近似種を付している。

(2) 鉱物分析

以下に，試料別の状況を記す。
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種　　　　　類 生態性 環境
Ⅱ区 Ⅲ区 Ⅲ区

3BMD 1EMS 造成遺構
塩分 pH 流水 指標種 試料 4 試料 5 試料 6

Nitzschia palea (Kuetz.) W.Smith Ogh-Meh ind ind S 1 1 2
Amphora montana Krasske Ogh-ind ind ind RA 3 1 1
Hantzschia amphioxys (Ehr.) Grunow Ogh-ind al-il ind RA,U 7 3 2
Luticola mutica (Kuetz.)D.G.Mann Ogh-ind al-il ind RA,S 1 3 2
Pinnularia subcapitata Gregory Ogh-ind ac-il ind RB,S 4 1 1
海水生種 0 0 0
海水～汽水生種 0 0 0
汽水生種 0 0 0
淡水～汽水生種 1 1 2
淡水生種 15 8 6
珪藻化石総数 16 9 8

表３　土壌試料の珪藻分析結果

凡例
塩分 : 塩分濃度に対する適応性    pH: 水素イオン濃度に対する適応性  　流水 : 流水に対する適応性
  Euh　　: 海水生種              al-bi: 真アルカリ性種 　　          l-bi: 真止水性種
  Euh-Meh: 海水生種 - 汽水生種     al-il: 好アルカリ性種　　           l-ph: 好止水性種
  Meh　　: 汽水生種              ind　:pH 不定性種 　                ind : 流水不定性種
  Ogh-Meh: 淡水生種 - 汽水生種     ac-il: 好酸性種                     r-ph: 好流水性種
  Ogh-hil: 貧塩好塩性種          ac-bi: 真酸性種                     r-bi: 真流水性種
  Ogh-ind: 貧塩不定性種          unk　:pH 不明種   　                unk : 流水不明種
  Ogh-hob: 貧塩嫌塩性種
  Ogh-unk: 貧塩不明種

環境指標種　
　 A: 外洋指標種　B: 内湾指標種　C1: 海水藻場指標種　C2: 汽水藻場指標種　
　 D1: 海水砂質干潟指標種　D2: 汽水砂質干潟指標種
　 E1: 海水泥質干潟指標種　E2: 汽水泥質干潟指標種　F: 淡水底生種群 ( 以上は小杉 ,1988)
　 G: 淡水浮遊生種群　H: 河口浮遊性種群　J: 上流性河川指標種　K: 中～下流性河川指標種　
　 L: 最下流性河川指標種群　M: 湖沼浮遊性種　N: 湖沼沼沢湿地指標種　O: 沼沢湿地付着生種
 　P: 高層湿原指標種群　Q: 陸域指標種群 ( 以上は安藤 ,1990)
　 S: 好汚濁性種　U: 広適応性種　T: 好清水性種 ( 以上は Asai and Watanabe,1995)
　 R: 陸生珪藻 (RA:A 群，RB:B 群，RI: 未区分，伊藤・掘内 ,1991)

・試料番号 3( Ⅱ区 4CBMD)

　砂分の主体を占める砕屑物は，白色～半透明を呈する石英または長石類の鉱物片であ

り，これに中量程度の暗灰色の火山岩片や灰色のチャート岩片，灰白色の凝灰岩片などが

混在する。

　「白銀色に輝く」鉱物や岩石片は認められないが，光をよく反射する粒として径 0.8 ～

1.5mm 程度の角礫～亜角礫状を呈する無色透明の石英粒が少量見られる。

・試料番号 4( Ⅱ区 3BMD)

　砂分の主体を占める砕屑物は，白色～半透明を呈する石英または長石類の鉱物片であ

り，これに中量程度の暗灰色の火山岩片や灰色のチャート岩片や砂岩片，灰白色の凝灰岩

片などが混在し，極めて微量の火山ガラスも認められる。

「白銀色に輝く」鉱物や岩石片は認められないが，光をよく反射する粒として，径 0.8 ～

1.5mm 程度の角礫～亜角礫状を呈する無色透明の石英粒が少量認められ，極めて微量の

径 0.2mm 程度の角閃石の結晶も含まれる。

(3) 珪藻分析

　結果を表 3 に示す。3 点全てから，珪藻殻が産出する。しかし，いずれも産出数は非常

に少ない。また，各試料から産出したものはほとんどの殻が壊れており，一部に溶解の痕

跡が認められるため，保存状態は不良である。以下に，試料別の状況を記す。

・試料番号 4( Ⅱ区 3BMD)

　珪藻化石は，16 個体が産出する。産出した種は，淡水生種を主にして，淡水～汽水生
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種 が 伴 う 種 群 で 構 成 さ れ る。 産 出 し た 種

は， 淡 水 ～ 汽 水 生 種 の Nitzschia palea， 淡

水 生 種 で 陸 生 珪 藻 の Amphora montana，

Hantzschia amphioxys，Luticola mutica，

Pinnularia subcapitata 等である。

・試料番号 5( Ⅲ区 1EMS) 

珪藻化石は，9 個体の産出に過ぎない。産

出した種は，淡水生種を主にして，淡水～

汽水生種が伴う種群で構成される。産出し

た種は，試料番号 4 と同様である。

・試料番号 6 ( Ⅲ区 E4 区造成遺構の土壌 )

珪藻化石は，8 個体の産出に過ぎない。産

出した種は，淡水生種を主にして，淡水～

汽水生種が伴う種群で構成される。産出し

た種は，他の 2 点と同様である。

(4) 花粉分析

土壌試料の結果を表 4，図 1 に，石炭塊の

結果を表 5 に示す。

土壌試料の 3 点からは，花粉化石が豊富に

産出するが，保存状態は全体的に悪い。以

下に，試料別の状況を記す。

・試料番号 4( Ⅱ区 3BMD)

　花粉化石群集は木本花粉が多産し，マツ属が優占する。その他ではスギ属，クマシデ属

―アサダ属，コナラ属コナラ亜属などを伴う。

草本花粉ではイネ科が最も多く，カヤツリグサ科，アカザ科，アリノトウグサ属，キク亜

科，タンポポ亜科などが認められる。

・試料番号 5( Ⅲ区 1EMS) 

　他の 2 試料と比較すると，花粉化石の保存状態がやや良い。花粉化石群集は木本花粉

が多産し，マツ属が優占する。その他ではモミ属，スギ属，カバノキ属，ハンノキ属，コ

ナラ亜属，ニレ属―ケヤキ属などを伴う。

表５　石炭塊の花粉分析結果

種　　類

Ⅱ区
1KHD

石炭塊
19

被子植物花粉
ハンノキ属 ? 11
ニレ属 ?- ケヤキ属 ? 1
フウ属 ? 2
モチノキ属 ? 4
三孔型 9
三溝孔型 46
縁孔型 1

不明花粉 15
合　計 89

種　　類
Ⅱ区 Ⅲ区 Ⅲ区

3BMD 1EMS 造成遺構
4 5 6

木本花粉
モミ属 - 8 1
ツガ属 - - 7
マツ属複維管束亜属 51 92 16
マツ属（不明） 126 98 45
スギ属 21 33 22
サワグルミ属 - 1 1
クルミ属 1 1 1
クマシデ属―アサダ属 2 - 1
カバノキ属 - 3 2
ハンノキ属 1 3 2
コナラ属コナラ亜属 2 3 5
コナラ属アカガシ亜属 1 1 2
クリ属 1 - -
シイ属 - 1 2
ニレ属―ケヤキ属 1 3 3
キハダ属 - - 1
ウルシ属 - 1 -
カエデ属 1 - -
グミ属 - - 1
ツツジ科 - - 1
トネリコ属 1 - 1

草本花粉
イネ科 36 77 121
カヤツリグサ科 2 3 9
クワ科 - 1 1
サナエタデ節―ウナギツカミ節 - - 3
タデ属 - - 2
ソバ属 - - 1
アカザ科 6 18 62
スベリヒユ属 - - 1
ナデシコ科 1 2 2
ハス属 - - 1
カラマツソウ属 - - 2
アブラナ科 1 - -
バラ科 1 - -
マメ科 - - 2
アリノトウグサ属 3 - 1
セリ科 - - 1
オオバコ属 - - 1
ヨモギ属 - 2 13
キク亜科 2 1 8
タンポポ亜科 3 - 3

不明花粉
不明花粉 6 1 9

シダ類胞子
サンショウモ 1 - -
ミズニラ属 - - 1
他のシダ類胞子 30 39 42

合　計
木本花粉 209 248 114
草本花粉 55 104 234
不明花粉 6 1 9
シダ類胞子 31 39 43
合計 ( 不明を除く ) 295 391 391

その他
回虫卵 - 1 1
鞭虫卵 - - 1

表４　土壌試料の花粉分析結果
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図１．土壌試料の花粉化石群集

草本花粉ではイネ科が多く，カヤツリグサ科，アカザ科，ナデシコ科，ヨモギ属などが認

められる。 また， 寄生虫の卵である回

虫卵も認められる。

・試料番号 6 ( Ⅲ区 E4 区造成遺構の土

壌 )

　花粉化石群集は草本花粉の割合が高

い。 木 本 花 粉 で は マ ツ 属 が 最 も 多 く，

ツガ属， スギ属， コナラ亜属， ニレ属

―ケヤキ属などを伴う。

　草本花粉ではイネ科が多産し， つい

でアカザ科が多い。 多産するイネ科は

表面の保存状態が悪いために栽培種の

イネ属の同定には至らないが， 大きさ

ではイネ属に近いものも含まれていた。

その他ではカヤツリグサ科，ヨモギ属，

キク亜科， タンポポ亜科などが認めら

れる。また，栽培の可能性があるソバ属，

水生植物のハス属，寄生虫卵の回虫卵，

鞭虫卵なども，わずかではあるが確認される。

・試料番号 19( Ⅱ区 1KHD 石炭塊 )

　花粉化石の分類は，新第三紀以降は基本的に現生植物の分類に当てはめる。しかし，古

第三紀以前は現在のものとは異なる花粉化石の形態がみられるなど，現生の植物分類体系

に一致しない。このため，古第三系出土の邦産花粉化石の分類体系は一定していない。今

回は，常磐炭田の分析例 ( 徳永・尾上 ,1964) で用いられている分類体系 ( 和訳 ) を参考に

する。

　試料からは花粉化石が検出されるものの，花粉外膜の保存状態は非常に悪い。大部分が

発芽装置 ( 溝や孔 ) の数がかろうじて判る程度で，表面形態や発芽装置の微細な形状が明

瞭なものは少ない。このため，結果表中でも検出された花粉化石の大部分を形態名 ( 三孔

1) 含量は，10 の位で丸めている (100 単位にする )。
2) 合計は各分類群の丸めない数字を合計した後に丸めている。
3)<100：100 個 /g 未満。
4) －：未検出，＊：含有，＊＊：多い。

表６　土壌試料の植物珪酸体含有量

分　類　群
Ⅱ区 Ⅲ区 Ⅲ区

3BMD 1EMS 造成遺構
4 5 6

イネ科葉部短細胞珪酸体
イネ属 300 200 100
タケ亜科 300 1,500 400
ヨシ属 - 200 <100
ススキ属 - 200 200
イチゴツナギ亜科 - <100 100
不明 300 1,900 500

イネ科葉身機動細胞珪酸体
イネ属 300 700 1,000
メダケ属 - 400 500
タケ亜科 800 2,300 700
ヨシ属 - - 100
シバ属 200 100 100
不明 1,400 2,400 1,700

合　計
イネ科葉部短細胞珪酸体 800 4,000 1,400
イネ科葉身機動細胞珪酸体 2,600 5,900 4,100
植物珪酸体含量 3,400 9,900 5,500

珪化組織片
イネ属穎珪酸体 ＊＊ ＊ ＊＊
イネ属短細胞列 ＊ ＊ ＊＊
イネ属機動細胞列 - ＊ -
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型，溝孔型，縁孔型 ) で表している。

この中で現生種に似た花粉化石は，

現 在 の 植 物 分 類 群 に ? を つ け て 表

す。 検 出 さ れ た 花 粉 化 石 は い ず れ

も 被 子 植 物 で あ り， ハ ン ノ キ 属 ?

がやや多く， ニレ属 ?- ケヤキ属 ?，

フウ属 ?，モチノキ属 ? を含む。

(5) 植物珪酸体分析

　 結 果 を 表 6， 図 2 に 示 す。 各 試

料 か ら は 植 物 珪 酸 体 や 珪 化 組 織 片

が 検 出 さ れ る。 保 存 状 態 は， い ず

れ も 概 ね 良 好 で あ る。 以 下 に， 試

料別の状況を記す。

・試料番号 4( Ⅱ区 3BMD)

　植物珪酸体含量は少なく，3,400 個 /g である。検出された分類群の数や含量も少なく，

栽培植物であるイネ属，タケ亜科，シバ属などが僅かに見られるに過ぎない。また珪化組

織片として，イネ属の籾 ( 穎 ) に形成される穎珪酸体や葉部の短細胞列も検出され，穎珪

酸体が多い。

・試料番号 5( Ⅲ区 1EMS)

　植物珪酸体含量は 9,900 個 /g で，3 試料の中で 1 番多い。検出された分類群はイネ属，

メダケ属を含むタケ亜科，ヨシ属，ススキ属，イチゴツナギ亜科，シバ属など見られ，タ

試料
番号 試料名 用途など 同定結果

6 Ⅲ区 造成遺構 粗朶 イネ科草本類
6 Ⅲ区 造成遺構 粗朶 広葉樹当年枝
7 Ⅱ区 8BMD 箸 タケ亜科
8 Ⅱ区 7BBMD 漆器椀 ブナ属
9 Ⅱ区 8BMD 漆器椀 トチノキ

10 Ⅰ区 一括 漆器椀 ブナ属
11 Ⅱ区 1KHD そろばん玉 イスノキ
12 Ⅱ区 8BMD 樽の注口 アワブキ属
13 Ⅱ区 8BMD 日傘の軸 ケヤキ
14 Ⅱ区 8BMD 下駄 キリ
15 Ⅲ区 1E4Z 下駄 トネリコ属
16 Ⅱ区 1EMS 円形版 スギ
17 Ⅲ区 1KMS 円形版 スギ
18 Ⅲ区 1EMS 桶底板 ヒノキ

表７　樹種同定結果

図２．土壌試料の花粉化石群集
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ケ亜科の産出が目立つ。また珪化組織片として，イネ属の穎珪酸体や短細胞列，機動細胞

列が検出される。

・試料番号 6( Ⅲ区の造成遺構 )

　植物珪酸体含量は 5,500 個 /g である。検出された分類群は，試料番号 5 と同様である。

この中ではタケ亜科とともにイネ属の機動細胞珪酸体の産出が目立つ。また珪化組織片と

して，イネ属の穎珪酸体と短細胞列が多い。

(6) 材同定

　結果を表 7 に示す。Ⅲ区の造成遺構より検出された粗朶 2 種類は，広葉樹の当年枝と

イネ科草本類である。木製品には，針葉樹 2 種類 ( スギ，ヒノキ )，広葉樹 7 種類 ( ブナ属，

ケヤキ，イスノキ ?，トチノキ，アワブキ属，キリ，トネリコ属 )，タケ亜科が認められる。

以下に，検出された種類の解剖学的特徴を述べる。

・スギ（Cryptomeria japonica (L. f.) D. Don）　スギ科スギ属

　軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行はや

や急で，晩材部の幅は比較的広い。樹脂細胞はほぼ晩材部に認められる。放射組織は柔細

胞のみで構成される。分野壁孔はスギ型で，1 分野に 2 個が多い。放射組織は単列，1 ～

10 細胞高。

・ヒノキ（Chamaecyparis obtusa (Sieb. et Zucc.)Endlcher）　ヒノキ科ヒノキ属

　軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行はや

や急である。放射組織は柔細胞のみで構成される。分野壁孔はヒノキ型～トウヒ型で，1

分野に 2 個が多い。放射組織は単列，1 ～ 15 細胞高。

・ブナ属（Fagus）　ブナ科

　散孔材で，管孔は単独または放射方向に 2 ～ 3 個が複合して散在し，年輪界付近で径

を減ずる。道管の分布密度は高い。道管は単穿孔および階段穿孔を有し，壁孔は対列状～

階段状に配列する。放射組織は異性，単列，数細胞高のものから複合放射組織まである。

・ケヤキ（Zelkova serrata (Thunb.) Makino）　ニレ科ケヤキ属

　環孔材で，孔圏部は 1 ～ 2 列，孔圏外で急激に径を減じたのち，塊状に複合して接線・

斜方向に紋様状あるいは帯状に配列し，年輪界に向かって径を漸減させる。道管は単穿孔

を有し，壁孔は交互状に配列，小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性，

1 ～ 6 細胞幅，1 ～ 50 細胞高。

・イスノキ ?（Distylium racemosum Sieb. et Zucc.?）　マンサク科イスノキ属

　遺物の形状から柾目方向のみしか採取されていないが，黒い帯状が特徴的な柔組織スト

ランドがみられることや，道管の分布密度が高く，階段穿孔を有することから，イスノキ

と思われる。

・トチノキ（Aesculus turbinata Blume）　トチノキ科トチノキ属

　散孔材で，管壁は厚く，横断面では角張った楕円形，単独または 2 ～ 3 個が複合して

散在し，年輪界に向かって径を漸減させる。道管は単穿孔を有し，壁孔は交互状に配列，

内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は同性，単列，１～ 15 細胞高で階層状に配

列する。

・アワブキ属（Meliosma）　アワブキ科 
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　散孔材で，管孔は単独または 2 ～ 4 個が放射方向に複合して散在する。道管は単穿孔

および階段穿孔を有し，壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性，1 ～ 3 細胞幅，細胞

高は 40 ～ 50 細胞以上。

・キリ（Paulownia tomentosa (Thunb.)Steud.）　ゴマノハグサ科

　環孔材で，孔圏部は 4 ～ 5 列，孔圏外への移行は緩やかで，晩材部では管径を漸減さ

せながら単独または 2 ～ 3 個が放射方向に複合して配列する。道管は単穿孔を有し，壁

孔は交互状に配列する。放射組織は 1 ～ 4 細胞幅，1 ～ 20 細胞高。柔組織は翼状～連合

翼状となる。

・トネリコ属（Fraxinus）　モクセイ科

　環孔材で，孔圏部は 1 ～ 3 列，孔圏外で急激に管径を減じたのち，厚壁の道管が単独

または 2 個が放射方向に複合して配列し，年輪界に向かって径を漸減させる。道管は単

穿孔を有し，壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性，1 ～ 3 細胞幅，1 ～ 30 細胞高。

・イネ科 (Gramineae)

　小径の道管の左右に 1 対の大型の道管があり，その外側に師部細胞がある。これらを

繊維細胞（維管束鞘）が囲んで維管束を形成する。草本類としたものは繊維細胞が薄い。

タケ亜科としたものは，繊維細胞は非常に厚く，かつ放射方向に広い。いずれも維管束は

組織中に散在し，不斉中心柱をなす。

４. 考察

(1) 出土種実遺体

　Ⅱ区 3BMD( 試料番号 1) では，栽培種のニホンカボチャ近似種，イネの炭化籾，草本の

スベリヒユ，アリノトウグサが確認された。最も多く確認された果菜類のニホンカボチャ

近似種や穀類のイネは近辺で栽培されたか，持ち込まれたかは不明であるが，当時の水戸

城周辺で利用された植物質食料と示唆される。またイネ籾は全て炭化していることから，

火を受けたと見なされる。遺構内に存在したイネが被熱により炭化したのか，炭化したイ

ネが遺構内に廃棄されたのかは発掘調査成果に委ねたい。

栽培種を除いた分類群のうち，中生植物のスベリヒユとアリノトウグサは調査区周辺の草

地に生育していたと考えられる。

　Ⅲ区造成遺構 E4Z 4C 層 ( 試料番号 2) では，栽培種のモモ，イネ籾，草本のメヒシバ類，

アカザ属が確認された。最も多く確認されたモモは出土核の形状が類似することから，同

系統に由来する可能性がある。また出土核の過半数に果皮の残存が確認された点が特筆さ

れる。果実は腐りやすいため，加工しない限り長期保存は困難である。堆積物中に残りに

くい果実が出土した状況を考慮すると，短期間での埋積や埋積後の嫌気的環境の継続など

の要因が想定される。果実残存資料が埋積した時季は，結実期である初夏～初秋の可能性

があるため，出土状況と人為的行為に関する詳細な検討が望まれる。

栽培種を除いた分類群のうち，中生植物のメヒシバ類とアカザ属は調査区周辺の草地に生

育していたと考えられる。

(2) 白銀粒

　一般に堆積物中で「白銀色に輝く」鉱物と言えば白雲母や黒雲母などの雲母類鉱物や
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滑石などの鉱物片が想定される。しかし，今回分析したⅡ区 4CBMD( 試料番号 3)，Ⅱ区

3BMD( 試料番号 4) の 2 点共にこれらの鉱物片は含有されていなかった。試料に認められ

た砕屑物の中で光をよく反射する鉱物としては，上述した無色透明の石英粒が挙げられ

る。しかし，試料全体を輝かせるほどの含量ではない。

試料の説明でも述べたように，分析時の試料にはすでに「白銀色に輝く」状態は失われて

いたことから，含有物に原因があるのでは無いと考えられる。調査現場における何らかの

条件下でそのような状態を呈した可能性を挙げておきたい。

(3) 堆積環境

　Ⅱ区 3BMD( 試料番号 4)，Ⅲ区 1EMS の樽の底板上に認められた土壌 ( 試料番号 5)，水

戸城の寛永年間の大規模改修に伴う可能性が指摘されているⅢ区造成遺構 ( 試料番号 6)

の珪藻分析結果を見ると，いずれも産出した珪藻殻が非常に少なかったため，珪藻化石の

生態性や群集の生育特性による，直接的な堆積環境の推定は困難である。経験的には，堆

積後に好気的環境下で大気に曝されると，短期間に分解消失することが判っている。ま

た珪藻化石を構成するシリカ鉱物は，温度が高いほど，流速が早いほど，水素イオン濃

度指数が高いほど溶解度が大きくなり溶けやすいことが実験により推定されている ( 千木

良 ,1995)。以上から，取り込まれた珪藻化石は，その多くが堆積後に分解が進んで消失

したと思われる。ただし，いずれも産出数に多少の差異はあるものの，産状や産出した種

は同様であった。このうち，淡水～汽水生種とした Nitzschia palea は好汚濁性種 (Asai ＆

Watanabe,1995) と さ れ る。 次 に， 陸 生 珪 藻 の Amphora montana，Hantzschia amphioxys，

Luticola mutica，Pinnularia subcapitata は，水中や水底の環境以外のたとえばコケを含めた

陸上植物の表面や岩石の表面，土壌の表層部など大気に接触した環境に生活する一群（小

杉 ,1986）である。特に今回産出した陸生珪藻は，離水した場所の中で乾燥に耐えうるこ

とのできる群集とされる（伊藤・掘内 ,1989,1991）。また，堆積物の分析を行った際，こ

れらの種群が優占（70 ～ 80％以上）する結果が得られれば，その試料が堆積した場所は，

水域以外の空気に曝されて乾いた環境であったことが推定できるとしている。これらを考

慮すれば，いずれの場所にも汚濁が有り，乾いた状態にあったと思われる。

(4) 古植生と栽培植物

　Ⅱ区 3BMD( 試料番号 4) とⅢ区 1EMS の樽の底板上に認められた土壌 ( 試料番号 5) は花

粉化石群集が類似しており，木本類ではマツ属が優占する。このうち亜属まで同定できた

ものはすべてマツ属複維管束亜属であった。マツ属の多産は全国で知られており，関東地

方での増加は近世以降の植生破壊によるマツの二次林や植林に由来するとされている ( 辻

ほか ,1986 など )。マツは痩せ地でも育ち成長が早く，木材は有用で樹形も美しいことか

ら，庭木や護岸用として，植栽される場合も多い。中世末から近世の城や庭園ではマツが

よく植えられていたことから ( 飛田 ,2002)，検出されたマツ属は城内に植えられていたも

のに由来する可能性もある。ついで多いスギ属は，水分の豊富な山腹斜面や沢筋，扇状地

の湧水部などに林分を形成するが，古くから有用材として維持管理されてきた種類でもあ

る。よってスギ属も，周囲の植林などに由来する可能性もある。その他の木本類は，モミ

属などの針葉樹，カバノキ属，ハンノキ属，クマシデ属―アサダ属，コナラ属コナラ亜属，

ニレ属―ケヤキ属などの落葉広葉樹が認められる。これらは現在でも周辺の山野や河畔な
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どに生育している種類であることから，周辺の森林植生に由来すると思われる。

　Ⅱ区 3BMD での草本類に認められたイネ科， カヤツリグサ科， アカザ科， ヨモギ属，

キク亜科，タンポポ亜科などは，人里など開けた場所に草地をつくるいわゆる「雑草」で

あることから，城内およびその周辺に生育していたと考えられる。イネ科については，周

辺に少なくともタケ亜科やシバ属などが生育していたと考えられる。また植物珪酸体や珪

化組織片が検出されたイネ属については，調査地が坂下門と千波沼に挟まれた低地に立地

することから，水田稲作などの農耕に由来する可能性が挙げられる。ただし，イネ属の植

物体が造成工事の際に莚などの生活資材の材料として利用された可能性も否定できない。

これらの可能性に関しては今後さらに，調査地の微地形や遺構の検出状況などの発掘調査

所見を含めて検討する必要がある。

　Ⅲ区 1EMS の樽の底板上に認められた土壌でも同様な草本類が認められ，城内およびそ

の周辺に生育していたと考えられる。イネ科にはメダケ属を含むタケ亜科，ヨシ属，スス

キ属，イチゴツナギ亜科，シバ属などが含まれていたと考えられる。またイネ属も産出す

る。ただし，イネ属の植物体は稲作地に混入する場合だけでなく，植物体が莚などの生活

資材として利用される場合もある。イネ属の珪化組織片は，植物体の混入を示唆すると考

えられる。そのため，イネ属の由来については今回の試料の場合も調査地の微地形や遺構

の検出状況などの発掘調査所見を含めて検討する必要がある。

　Ⅲ区造成遺構 ( 試料番号 6) の花粉化石群集は，前述の 2 地点と異なり木本類の割合が

低いが，検出される種類はマツ属が最も多く，ツガ属，スギ属などの針葉樹，コナラ亜属，

ニレ属―ケヤキ属などが認められ，前述の 2 地点と同様の傾向を示す。また，種実分析

からもクロマツ ( マツ属複維管束亜属 ) の葉が同定された。クロマツは，海岸近くや崖な

どに生育する常緑高木である。有用材でもあることから，城周辺域の植栽樹と考えられる。

草本類は，種実分析，花粉分析，植物珪酸体分析から，メヒシバ類，エノコログサ属，タ

ケ亜科，ススキ属，シバ属，イチゴツナギ亜科などのイネ科，カヤツリグサ科，スベリヒ

ユ，ナデシコ科，アカザ属（アカザ科），ヒユ属，ヨモギ属，キク亜科，タンポポ亜科な

どが認められ，他の 2 地点と同様の草地植生を反映していると考えられる。また，水湿

地生のヨシ属，ハス属，タカサブロウ，ミズニラ属なども確認されたことから，水湿地の

存在もうかがえる。ただし，ハス属は水深 1m 程度までの水域に生育するが，同様の深い

水深を示す種類が確認されないことや，本地点が造成遺構である点も踏まえると，異なる

環境に堆積した土壌を用いて造成を行った可能性もある。今後さらに，造成土の由来に関

する発掘調査所見を含めて検討する必要がある。

　栽培植物については，前述の種実試料のほか，土壌試料（Ⅲ区造成遺構）からイネ ( 籾

や炭化籾 )，ワタ属 ( 炭化 ) が確認されている。多産するイネ科花粉にはイネ属に近い大

きさのものが含まれていた。イネの花粉は，生産される花粉の 1/4 が籾殻内に残留する

ことが知られている ( 中村 ,1980b)。植物珪酸体でも，イネ属の籾殻などの植物体の混入

が想定されることから，多産するイネ科には混入した籾殻などに由来するものも含まれて

いた可能性がある。イネ属の珪化組織片として穎珪酸体と短細胞列が多かったことを考慮

すれば，土壌中にイネ属の籾殻や葉部などの植物体が混入していた可能性が考えられる。

したがって，イネ属の珪化組織片は瓦などと共に建築部材として利用された稲籾殻や稲藁
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に由来するもの，あるいは造成時に利用された莚などに由来するものと考えられるが，現

段階では明確にならない。また，ソバ属も当時の周辺で栽培されていたものに由来する可

能性がある。

　なお，Ⅲ区 1EMS から回虫卵が，Ⅲ区造成遺構から回虫卵，鞭虫卵が確認された。トイ

レ遺構などにみられる糞便堆積物には，寄生虫卵が多産する調査事例が報告されている

が，今回の寄生虫卵の産状は花粉化石の産出状況と比較すると悪い。当社でこれまで全国

各地で実施した花粉分析結果では，遺構内や堆積層から微量の (1cc あたり数個未満 ) の

寄生虫卵が検出されることはそれほど珍しくない。このような場合，ある程度の人口密度

のある集落の汚染の範囲内と考えられる ( 金原ほか ,1995 など )。Ⅲ区 1EMS は，樽の底

板上に堆積した土壌であるものの，寄生虫卵の産状を考慮すると糞便などの混入を積極的

に支持できるものではない。

(5) 出土木質遺物

　造成遺構に敷かれていた粗朶類 ( 試料番号 6) は 2 種類が見られ，1 つは広葉樹の当年枝，

いま 1 つはイネ科草本類であった。種実や植物珪酸体で稲籾が多く含まれていることから，

イネ科草本類には稲藁が混じっている可能性がある。稲藁は，本来イネ科の草本類の中で

は茎が太く，根株付近の葉鞘の断面が特徴的ではあるが，検出された個体は圧密を受けて

おり，( おそらく茎や葉鞘の ) 表皮部分しか残っていないため，稲藁の特徴は見られない。

護岸等を目的として粗朶を敷くのは粗朶工法と呼ばれ，日本の伝統的な土木技法の 1 つ

である ( 粗朶工法編集委員会編 ,1999)。

　一方，出土した木製品のうち，箸はタケ亜科である。伊東・山田編 (2012) の木材データー

ベースを見ると，関東地方における江戸時代の箸はスギやヒノキなどの針葉樹材が圧倒的

に多いが，タケ亜科を用いた例も都内を中心に散見される。タケは軽軟で水質に強く，適

度にしなることから，箸の材料として適している。

　椀はブナ属とトチノキである。椀などの挽き物はブナやトチノキ，サクラ属，ハリギ

リ，カエデ属，モクレン属など柔らかい木材を用いることが多いが，上品では木目が美し

く，丈夫なケヤキが用いられることがある ( 農商務省山林局編 ,1912)。伊東・山田編 (2012)

の木材データーベースを見ても，中近世の関東地方では量産品とみられるブナ属とトチノ

キの椀が多く検出されている。

　下駄は，キリとトネリコ属である。農商務省山林局編 (1912) を見ると，下駄には上品

の場合はキリを用いるが，その他の樹種はスギ，サワラ，クルミ，ホオノキ，クリ，カシ，

ケヤキなどやや堅い木材が選ばれる傾向にある。伊東・山田編 (2012) の木材データーベー

スを見ると，中近世の関東地方では下駄には雑多な木材が用いられており，当時は日用消

耗品であった下駄が手に入れやすい木材を使って大量生産されたと考えられる。上品とさ

れるキリの下駄は，都内を中心に散見される程度であり，希少品であったと思われる。

そろばん玉はイスノキである。そろばん玉は現在でも堅く狂いにくい木が使用され，木製

の玉はオノオレカンバ，イスノキ，ツゲのいずれかである。

　　板材はスギとヒノキ属である。これらは軽軟で加工が容易であり，木目が美しいこと

から，様々な用途で多用される。関東地方の江戸遺跡では，様々な用途で非常に多くの出

土例がある。その他，器具材としてケヤキ，アワブキ属が出土している。ケヤキはやや重
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Amphora montana
Hantzschia amphioxys
Luticola mutica
Nitzschia palea
Pinnularia subcapitata
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第５節　おわりに

　自然科学分析の結果で木製品の材質は，江戸時代の箸はスギやヒノキが多く，タケ亜科

は少ないという。漆器碗は７B 号幕末明治土坑・Ⅰ区から出土した物がブナ属，第８号幕

末明治土坑の物がトチノキで，柔らかい材質が多いという。下駄は第８号幕末明治土坑の

物がキリ，江戸四面の造成遺構の物がトネリコ属であり，堅い木が選ばれるとされる。キ

リの下駄は上品とされ，江戸市中でも散見される程度で，希少品であったと言われている。

算盤玉は第１号近代廃棄土坑から出土し，堅いイスノキであった。日傘の軸は第 8 号幕

末明治土坑から出土し，堅いケヤキであった。桶の底板はヒノキ，円形板はスギであった。

　調査区周辺には石炭関係の会社や倉庫が多く，遺跡からは石炭やコークスが出土したこ

とから石炭塊の分析を行なった。また，江戸時代から採炭されていた常磐炭田の石炭の同

定を行なった。大消費地の東京に輸送するため明治 31（1898）年に常磐線が開通してい

るが，花粉化石の分析では石炭塊は常磐炭田とは言い切れないとのことである。

　造成遺構に敷かれていた粗朶類は当年樹の当年枝とイネ科草本類であった。中には種

実や植物珪酸体で稲籾が多く含まれ，稲藁が混じって

いる可能性が指摘された。個体は圧密を受け表皮しか

残っていない。調査でも圧し潰された藁状の物が観察

された。稲藁を叩き締めた莚と思われる。護岸工事や

造成に関わる土木技法の粗朶工法であろう。

　先の「水戸家御屋敷割図」 を参考にして，「水戸城

内における調査位置模式図」（第 149 図）を作成した。

また， 御城二の丸の坂下門から調査区（Ⅰ区・Ⅲ区）

の造成面にかけて縦断面を作成した。推定であるが北

から二の丸面が標高 28.0 ｍ，塀の高さが 3.0 ｍ , 切岸

下が標高 16.0m，水堀の深さが 2.0 ｍ，道幅が 8.0 ｍ，

調査区の現代面が標高 10.0m である。江戸一面とした

北側で標高 8.4 ｍで南に向かって傾斜している。明治

時代から現代までに 1.6 ～ 1.8m の盛土造成してい

る。江戸一面は江戸造成の最終生活面である。標高

は調査区内では北端で 8.4 ｍ， 南端で 8.0

ｍ で あ る。 そ こ か ら 下 が 江 戸 期 の 盛 土 造

成 で， Ⅱ 区 で は 調 査 上 で は 江 戸 五 面（Ⅷ

層）までの標高 6.1 ｍまで確認したが，機

械により掘削し標高 5.4 ｍで砂利層に達し

た。 Ⅲ区では江戸五面の 6.4m， Ⅰ区では

４KST 杭打込下面まで確認した。Ⅰ区では

４KST の打込杭の長さと造成前の高さを確

認するため機械により堀り込み引抜いた。

現代整地面の 9.4m から 2.8m 下の標高 6.6

Ⅰ区第４号近代礎石建物
杭打ち込み下端

Ⅱ区　造成砂利層
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　調査で確認した建物について考えてみたい。調査では江戸時代の築造に関わる造成と近

代から現代に至る造成が確認された。江戸時代の造成は粗朶工法といわれる葈殻とローム

を版築状にして基盤を構築している。近代では石や砂利を多量に使い ， 叩き締めている。

その上に，同一建物内で礎石を使用するものと掘立柱のもの，根石だけ確認されたもの（礎

石が使用されたかどうか不明なもの）などが確認された。面で調査を行ったため，近代面

では礎石建物・礎石・礎版・廃棄土坑を主体とする遺構群と理解していた。幕末明治面で

は多量の廃棄土坑群と理解した。江戸一面では建物に成らない根石を主体とした礎石列や

掘立の柱列と理解し造成に伴う葈殻遺構と理解していた。しかし，近代礎石建物の構造を

推定する段階で礎石列や柱列とした遺構が，倉庫建物の壁建ての可能性が考えられてき

た。調査上の困難さや遺構の理解不足により，理解を誤るところであった。改めて図面を

確認したところ第４ABMD のように幕末明治の廃棄土坑を掘り込んでいる小穴が確認され

ることから，礎石列や柱列は近代初頭の倉庫建物ではないかと想定した。

　したがって，今回の調査では倉庫建物Ⅰ期は江戸期の倉庫建物（蔵）と溝と井戸が生活

の痕と考えられる。軸が西にずれる。江戸期の杭は先端・頭共に豪打により乱れている。

ｍで砂利層に達し，杭も砂利層まで達していた。これによって凡そであるが調査区の北側

で砂利層の標高が 6.6 ｍ，南側で砂利層の標高が 5.4 ｍであった。約 50 ｍで傾斜している。

砂利層の上層には腐植土層が 30 ～ 40㎝堆積していた。

　また，「水戸城内における調査位置模式図」によると「朝比奈主計」屋敷ではなく，「伊

藤玄蕃」屋敷の可能性がある。　

江
戸
一
面

現
代
面

造
成
面

砂
利
層

28
m 20 10 0

伊
藤
玄
蕃

中
御
殿

朝
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第 148 図　水戸城内における調査位置模式図
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近代の杭は頭に径２㎝の孔が開けられ

支持棒に固定されていたものと思われ，

上端が揃わないときは頭が切落されて

いる。

　 近 代 Ⅰ 期 は 礎 石 列・ 柱 列 で 明 治 36

（1903）年から明治 42（1909）年の間

に建てられた川崎倉庫の開業期の様相

を現しているのであろう。 第１号江戸

井戸が伴うのであろう。 何回かの改築

と 増 築 を し て 大 正 12（1923） 年 の 関

東大震災で廃燼と化したと推定される。

　近代Ⅱ期は大谷石を林立した近代礎

石建物で， 第１～６号近代礎石建物と

Ⅱ区の第１・２号近代礎石，Ⅲ区の第１・

２号近代礎石， Ⅳ区の第１号近代礎石

は昭和９（1934）年の地図に合致する

ようである。川崎倉庫は大正 12（1923）

年から昭和９（1934）年の間に建て直

された。

　調査区は時代の変革や災害によって

破壊され， その間には残滓の廃棄土坑

として利用されたり， 旅館や吞屋とし

て活用されたことがあった。

　最後に今回の調査は水戸城築造に関

わる造成遺構と江戸期の蔵から現代に

いたる川崎倉庫や生活の遺構から地域

の歴史を考古学的に理解した。 水戸城

築城造成⇒江戸期蔵⇒幕末明治廃棄土

坑⇒川崎倉庫近代Ⅰ期⇒関東大震災で

１次居住・近代廃棄土坑⇒川崎倉庫近

代２期⇒川崎倉庫・丸高冷凍⇒現代破

棄土坑⇒川崎倉庫社名変更常盤倉庫駐

車場⇒パラカ駐車場と土地利用変遷し

ていた。

　地域の人々の歴史を考古学的な手法

で記録しておくことは地域の歴史解明

にとって必要である。 造成遺構も過去

の人々が行った工法を土木工学的に解

明する必要があると考える。
第 149 図　建物変遷図
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遺構別土層説明
Ⅰ区基本層序
Ａ－Ａ ´ 土層説明
　Ⅰ２層　水戸大空襲炭化物層
　Ⅱ２層　コンクリート舗装下部整地層
層は標準層序の自然層
　自然堆積層Ⅱ�　10YR3/2　 黒 褐 色 土： 暗 褐 色 土 と 黒 色

土 の 混 合 土， 褐 色 粒 子 微 量， 粘 性 あ り，
締まりややあり

　自然堆積層Ⅲ�　10YR3/1　黒褐色土：層Ⅱよりも黒色
強い，褐色粒子微量，粘性ややあり，締
まりややあり

　自然堆積層Ⅳ�　10YR5/3  に ぶ い 黒 褐 色 土： ロ ー ム 漸
移層，流水のためグライ化している。

B-B´・C-C´・D-D´
　１　�10YR6/3  にぶい黄橙色：ロームと白色粘土の混合

土， 細石を多く含み非常に硬い， 粘性なし， 転圧し
ている

　２　�10YR5/1  褐灰色：青灰色粘土にローム流を多く含
む。非常に硬く転圧している

　３　�10YR6/1  褐灰色：青灰色粘土に多量の小石を含み
非常に硬く転圧している

　４　�10YR3/2　 黒 褐 色： 黒 色 土 に 青 灰 色 粘 土 を 含 み，
やや軟らかい

　５　�10YR4/1  褐灰色：青灰色粘土にローム塊・粒を含
み，小石を少量含む，やや硬く締まっている

　６　�10YR5/3  にぶい黄橙色：黒色土に青灰色粘土を中
量含む，小石をやや多く含み，固く締まってる

　７　�10YR5/4  黄褐色：黒色土にローム塊・粒を・青灰
色粘土塊・小石を多く含む，炭化物をやや多く含み，
やや硬く締まっている

　８　�10YR7/5  明黄褐色：ローム塊を主体に白色粘土を
多く含み，転圧し非常に硬く締まっている

　９　�10YR5/4  にぶい黄褐色：黒褐色土に少量の青灰色
粘土，7 ～ 8㎝大の石，子砂利を多く含み，やや粘質

　10　�10YR5/5  黄褐色：砂質の黄褐色土に黒色土を含み，
青灰色粘土少量でやや砂質

　11　�10YR4/1  褐灰色：黒色土に青灰色粘土中量，小砂
利を中量含む，粘質で締まりややあり

　12　�10YR3/2  暗褐色土：黒色土に青灰色粘土少量，小
砂利を少量含む，粘質で締まりあり

　13　�10YR4/1  褐配色：黒色土で砂利の混入が少ない
　14　�10YR3/1  黒褐色：標準層序Ⅱ・Ⅲ層の 2 次堆積層
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C´ 切土土層説明
　１　�10YR5/2  灰黄褐色：黄褐色粒子と青灰色粘土を少

量含む，粘性なし，締まりややあり
　２　�10YR3/2  黒褐色：黄褐色粒，青灰色塊を少量含む，

粘性なし，締まりなし
　３　�10YR4/1  褐配色：黄褐色粒を中量含む，粘性なし，

締まりなし
　４　�10YR2/2  黒褐色：黄褐色粒を中量，炭化物流を少

量含む，粘性なし，締まりなし
　５　�10YR4/3  にぶい黄褐色：黒褐色土に黄褐色土多量，

炭化物粒少量，粘性なし，締まりなし
　６　�10YR4/4  褐色：黄褐色土を主体とし，やや砂質で

ある， 炭化物粒子を少量含む， 粘性なし， 締まりな
し

　７　�10YR5/2  灰黄褐色：黄褐色土に層Ⅳ層の漸移層塊
を 少 量， 焼 土 流， 炭 化 物 粒 を 微 量 含 む， や や 砂 質，
粘性あり，締まりなし

　８　�10YR2/2  黒褐色：黄褐色土に炭化物を多量に含む，
粘性あり，締まりなし

Ⅱ区基本層序
Ⅰ１　�10YR5/8  赤色：焼土塊，炭化物が多量な部分と煉

瓦が多量な部分があるが同一層， 粘性なし，締まりあ
り，「1 面　昭和 20 年 8 月 2 日の水戸大空襲の整地土」

Ⅱ１A�　10YR8/8  黄 橙 色： Ⅱ 1 層 の 残 滓， 黒 色 土 混 入，
粘性なし，締まりなし

Ⅱ１B�　10YR3/1  黒褐色：黄褐色Ⅱ 1 層に相当する，黄
褐色粒

Ⅱ１①　�10YR7/2  にぶい黄褐色：コンクリート舗装，砂
利多量，粘性なし，非常に固い

Ⅱ２①　�10YR4/5  褐色：ローム主体， 鹿沼軽石を含む，
粘性ややあり，非常に固い

Ⅱ３　�10YR4/4  褐色：砂利と小石が主体，黄褐色土混入，
粘性なし，非常に固い

Ⅲ１　�10YR3/2  黒褐色：黒色土に小砂利を多量に含む，
下に小砂利， 上に黒色土， 酸化した褐色土多量， 粘
性ややあり，締まりややあり「2 面　幕末明治面」

Ⅲ２　�10YR3/1  黒褐色：小砂利多量，褐色粒・炭化物粒
少量， 部分的に多量， 粘性ややあり， 締まりややあ
り

Ⅲ３　�10YR5/4  にぶい黄褐色：小砂利・砂質土の混合，
８㎝大の石， ３㎝大の石を含み上方が大きい， 上層
に 黄 褐 色 土 粒・ 下 層 に 黒 色 土 粒 が 層 状， 粘 性 な し，
締まりあり

Ⅲ４　�10YR5/6  黄褐色：砂利・小砂利多量， ５～ 10㎝
大の石を多く含む， 黄褐色土粒中量， 粘性なし， 締
まりあり

Ⅲ５　�10YR6/6  明黄褐色：砂質土，黄褐色粒・小砂利を
含む，粘性あり，締まりあり

Ⅳ１①  �10YR8/6  黄褐色：灰白色粘土粒・褐色粘土粒の
混合，粘性ややあり，締まりあり「3 面　江戸 1 面」

Ⅳ１②　�10YR6/5  明黄褐色：黄褐色塊・黒色土微量，粘
性なし，非常に固い

Ⅴ１　�10YR5/1  褐灰色：灰白色粘土主体， 小砂利微量，
やや錆化している，粘性ややあり非常に固い「4 面　

江戸 2 面」
Ⅴ２　�10YR6/1  褐灰色：褐灰色・灰白色粘土塊，錆化が

著しい，小石中量，粘性ややあり，締まりあり
Ⅴ３　�10YR4/1  褐灰色：黒色土主体， 灰白色粘土中量，

上層に錆が顕著， 小石少量， 粘性ややあり， 締まり

ややあり
Ⅴ４　�10YR5/2  灰黄褐色：黒色土・灰白色粘土混合，小

石中量， 下層に錆がみられる， 粘性ややあり， 締ま
りややあり

Ⅵ１　�10YR6/1  褐灰色：灰白色粘土主体， 褐色粒少量，
粘性ややあり，締まりあり

Ⅵ２　�10YR6/1  褐灰色：灰白色粘土主体， 褐色粒少量，
粘性ややあり，締まりあり

Ⅶ１　�10YR7/7  明黄褐色：褐色土主体，灰白色粘土混合，
粘性ややあり，締まりややあり

Ⅶ２　�10YR3/1  黒褐色：黒色土に砂利を大量に含む，粘
性なし，締まりなし

Ⅷ１　�10YR6/1  褐灰色：灰白色粘土に褐灰色粘土混合，
粘性ややあり，締まりあり

Ⅷ２　�10YR6/1  褐灰色：灰白色粘土に褐灰色粘土塊混入，
粘性あり，締まりややあり

Ⅷ３　�10YR5/1  褐灰色：灰白色粘土が錆化している，粘
性あり，締まりなし

Ⅲ・Ⅳ区基本層序
Ⅱ３　�10YR4/4  褐色：砂利と小石が主体，黄褐色土混入，

粘性なし，非常に固い
Ⅲ１　�10YR5/1  褐灰色：灰白色粘土・締まっている，褐

色土が錆化している， 粘性なし， 締まりあり， 砂質
土「幕末明治」 

Ⅲ２　�10YR6/6  明黄褐色：褐色粘土主体に灰白色粘土を
含む， 小砂利少量， 炭化物微量， 粘性ややあり， 締
まりあり 

Ⅲ３　�10YR5/1  褐灰色：灰白色粘土主体で締まっている。
褐色粒微量， 小石微量， 炭化物微量， 砂質土， 粘性
ややあり，締まりややあり

Ⅲ４　�10YR3/1  黒褐色：錆化した黄褐色粒中量，小砂利
中量，炭化物少量，粘性ややあり，締まりややあり

Ⅲ５　�10YR5/4  にぶい黄褐色：砂質土，小砂利中量，褐
色粒微量，炭化物微量，粘性なし，締まりあり 

Ⅲ６　�10YR3/1  黒褐色：灰白色粘土中量，小石中量，小
砂利少量，粘性ややあり，締まりあり 

Ⅲ７　�10YR7/1  灰白色：灰白色粘土主体， 褐色土中量，
砂質土，粘性ややあり，締まりあり 

Ⅲ８　�５Y 6/4  オリーブ黄色：青灰色粘土塊と青灰色砂
質土の混合土，粘性なし，締まりあり

Ⅲ９　�10YR6/4  にぶい黄褐色：灰褐色粘土塊に灰褐色の
砂質土，粘性なし，締まりややあり

Ⅲ 10　�５Y6/3  オリーブ黄色：淡灰色砂質土主体，褐色
粒少量，粘性なし，締まりややあり

Ⅲ 11　�10YR5/6  黄 褐 色： 砂 質 土， 灰 白 色 粘 土 塊 中 量，
小砂利少量，粘性なし，締まりあり

Ⅲ 12　�10YR6/3  にぶい黄橙色：砂質土，灰色粘土中量，
小砂利中量，小石少量，粘性なし，締まりあり

Ⅲ 13　�10YR6/4  にぶい黄橙色：砂質土， 黒褐色粘土塊
中量，褐色粒中量，粘性ややあり，締まりあり

Ⅲ 14　�10YR5/3  にぶい黄褐色：黄褐色土粒多量， 褐色
土粒微量，小石微量，小砂利中量，炭化物微量，粘
性なし，締まりややあり

Ⅲ 15　�10YR6/3  にぶい黄橙色：灰黄褐色土塊含む， 褐
色粘土微量，炭化物微量，粘性あり，締まりなし

Ⅳ１- ①　�10YR7/2  にぶい黄橙色：灰灰色粘土主体， 粘
性なし，締まりあり「江戸 1 面」

Ⅳ１- ②　�10YR6/5  明黄褐色：黄褐色塊・黒色土微
量，粘性なし，非常に固い
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現代 Ⅰ区
１ＧＨＤ（現代廃棄土坑）
　１　�10YR4/1  褐配色：昭和 30 年代以降の瓦・セメント・

ガラス・ビン・陶磁器類が廃棄されている，粘性なし，
締まりあり

　２　�10YR6/5  黄褐色：黄褐色土を主体に小砂利を中量
含む，粘性なし，締まりなし

２ＧＨＤ（現代廃棄土坑）
　１　�10YR3/3  暗 褐 色： 小 石・ 小 砂 利 を 多 く 含 み 昭 和

30 年代のカン・ビン・瓦などを多く含んでいる
　２　�10YR3/1  黒褐色：小砂利を多量に含み，カン・ビン・

瓦・陶磁器・ビニールなどが多量に焼かれた状況で
出土した。粘性・締まりなし

３ＧＨＤ（現代廃棄土坑）
　１　�10YR2/2  黒褐色：黒色土に小砂利を中量含む，粘

性なし，締まりなし

近代　Ⅰ区
４ＫＳＴ（近代礎石建物）
標準層序
層Ⅲ　�10YR3/1　黒褐色土：層Ⅱよりも黒色強い， 褐色

粒子微量，粘性ややあり，締まりややあり
整地層
12　�10YR3/2  暗褐色土：黒色土に青灰色粘土少量，小砂

利を少量含む，粘質で締まりあり
13　10YR4/1  褐配色：黒色土で砂利の混入が少ない
14　�10YR3/1  黒褐色：標準層序Ⅱ・Ⅲ層の 2 次堆積層
遺構層序
１①－１　�10YR5/1　 褐 配 色： 褐 灰 色 の 砂 質 土 に 小 砂 利

を多量に含む
２② - １- １　�10YR3/2　黒褐色：黄褐色土と黒褐色土の

混合で炭化物を微量に含む
３　�10YR6/4　にぶい黄橙色：黒褐色土と褐色土を交互

に転圧している。黄褐色土を含む，小砂利を少量含む　
４　�10YR6/5　明黄褐色：褐色土が酸化している，（茶色

に見える）2㎝大の小石を含む
５　�10YR7/6　明黄褐色：灰白色粘土と黒褐色土の混合

土，締まりあり，粘性あり
６　�10YR6/3　にぶい黄橙色：黒褐色土褐色土と青灰色

粘土を含む，締まりあり，粘性あり
７　�10YR4/1　褐配色：褐色土と青灰色土粒の混合土締

まりなし，（杭根腐れ）
８　�10YR6/8　明黄褐色：褐色土に黒色土が混じる， 小

砂利を含む，締まりあり
９　�10YR8/6　黄橙色：鹿沼塊を含む， 青灰色粘土を少

量含む
10　�10YR4/1　 褐 灰 色： 青 灰 色 粘 土 に 黒 色 土 が 混 じ る，

鹿沼塊を含む，締まりあり，粘性ややあり
11　�10YR4/3　にぶい黄褐色：青灰色粘土に褐色土が混

じる，締まりあり，粘性あり
12　�10YR3/2　 黒 褐 色： 黒 褐 色 土 に 黄 褐 色 土 が 混 じ る，

青灰色粘土粒子を少量含む，締まりややあり，粘性あ
り

13　�10YR7/8　黄褐色：鹿沼軽石に黒色土を含む， 締ま
りややあり，粘性やあり

14　�10YR5/4　にぶい黄褐色：黒褐色土に鹿沼粒子と青灰
色粘土を少量含む，締まりややあり，粘性ややあり

15　�10YR4/1　 褐 灰 色： 青 灰 色 粘 土 に 鹿 沼 粒 子 を 含 む，
締まりややあり，粘性強し

16　�10YR3/1　黒褐色：黒色土に青灰色粘土を含む， 締
まりややあり，粘性あり

17　�10YR4/1　褐灰色：青灰色粘土を主体に黒色土を混
ぜている，締まりややあり，粘性強し

18　�10YR3/1　黒褐色：青灰色粘土粒子を含む， 締まり
ややあり，粘性強し

〇 ´　各層が酸化・グライ化した層

近代　Ⅱ区
1 ＫＳＴ（近代礎石建物）
１　�10YR3/2  黒褐色：黒色土に小砂利を多量に含む，下

部に小砂利， 上部に黒色土， 酸化した褐色土多量， 粘
性ややあり，締まりややあり

２　�10YR4/1  褐灰色：灰褐色土に小砂利を多量に含む，
砂質，粘性なし，締まりあり

３　�10YR4/3  にぶい黄橙色：黄褐色粘土主体，灰褐色土
少量，小砂利を多量，粘性なし，締まりあり

４　�10YR5/3  にぶい黄橙色：灰褐色粘土主体，小石少量，
小砂利中量，粘性なし，締まりややあり

５　�10YR3/1  黒褐色：黒灰色土主体，川原石少量，小砂
利多量，粘性なし，締まりなし

６　�10YR6/1  褐灰色：黄褐色粘土主体，グライ化し暗青
灰色に酸化している，整地土

７　�10YR6/6  明黄褐色：黄褐色土主体，小砂利少量，粘
性ややあり，締まりあり

８　�10YR5/1  褐灰色：灰褐色粒少量，小砂利少量，粘性
ややあり，締まりややあり

９　�10YR5/1  褐灰色：灰褐色粒少量，小砂利中量，粘性
ややあり，締まりややあり

10　�10YR3/1  黒褐色：黒色土主体，小砂利少量，粘性や
やあり，締まりややあり

１ＫＳ（近代礎石）
１　�10YR5/6  黄褐色：ローム塊主体，黒褐色土・青灰色

土混合，ローム塊に小砂利を含む , 砂質土に小砂利を含
む，互層，粘性なし，締まりあり

２　�10YR4/2  灰黄褐色：５～６㎝代の小石と粘土塊，小
砂利を混合，粘性なし，転圧

３　�10YR4/1  灰褐色：砂質土に子砂利を含む，粘性なし
締まりあり

２ＫＳ（近代礎石）
１　�10YR7/6  明黄褐色：５～８㎝大の川原石にローム交

じりの砂質土を混入，粘性なし，締まりあり
２　�10YR5/6  黄褐色：ローム塊・粒子主体に黒色土を混

入，青灰色粘土微量，粘性なし，転圧してる
３　�10YR5/6  黄褐色：黒色土に２～５㎝大の川原石・青

灰色粘土を中量含む粘性なし，締まりあり
４　�10YR7/5  明黄褐色：ローム粒・青灰色粘土を中量含

む。粘性なし，締まりややあり
３ＫＳ（近代礎石）
１　�10YR6/6  明黄褐色：ローム主体に鹿沼軽石塊混入，

青灰色粘土少量，粘性ややあり，締まりややあり
２　�10YR6/3  にぶい黄橙色：灰白色粘土多量，白色粒子

少量，粘性あり，締まりあり
１ＫＤＨ（近代土管配管）
１　�10YR6/6  明黄褐色：粘土と黒色土の混合，粘性あり，

締まりあり
２　�10YR3/1  黒褐色：大小の石，煉瓦砕片・ローム粒少

量含む，粘性なし，締まりあり  
１ＫＲＭ（近代煉瓦枡）
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１　�10YR8/3  浅黄橙色：白色粘土主体，褐色粒子を含む，
粘性ややあり，締まりあり

２　�10YR5/8  黄褐色：ローム塊主体，黒色土・白色粒子・
炭化物を含む，粘性なし，締まりあり

３　�10YR4/3  にぶい黄褐色：ローム粒中量， ５～ 10㎝
代の川原石を含む， 煉瓦を含む， 粘性なし， 締まりあ
り

４　�10YR6/1  褐灰色：小砂利多量，煉瓦砕片を含む，粘
性なし，締まりあり

５　�10YR5/2  にぶい黄褐色：ローム粒中量， 砂粒多量，
粘性なし，締まりあり

６　�10YR4/1  褐灰色：白色粘土少量，小砂利少量，煉瓦
砕片・炭化物少量含む，粘性なし締まりあり

７　�10YR5/3  にぶい黄褐色：小砂利を多量に含み，転圧
している，煉瓦の基底面にモルタルを多量に含み敷い
ている，粘性なし，締まりあり

　整地土層
①　�10YR3/2　黒褐色：ロームと黒褐色土の混合土， 転

圧され非常に固い
②　10YR6/1　褐配色：モルタル層
③　�10YR4/2　 灰 黄 褐 色： 小 砂 利 少 量， ロ ー ム 粒 少 量，

煉瓦砕片少量を含む，粘性なし，締まりあり
④　�10YR5/4　黄褐色：砂質土，小砂利を含む，粘性なし，

締まりあり
　小穴
△ 1　�10YR3/1　黒褐色：黒褐色土に大小の小石，煉瓦小

片，ローム粒少量を含む
１ＫＨＤ（近代廃棄土坑）
1　�10YR6/2  褐 灰 色： 灰 と 炭 化 物 の 混 合， 焼 土 粒 少 量，

粘性ややあり，締まりなし
２ＫＨＤ（近代廃棄土坑）
１ �10YR3/1  黒褐色：黒色土に炭化物多量，焼土粒少量，

粘性なし，締まりなし   　
３ＫＨＤ（近代廃棄土坑）
１　�10YR2/2  黒褐色：炭化材・炭化物の上に灰を含む黒

褐色土
４ＫＨＤ（近代廃棄土坑）
１　�10YR2/1  黒褐色：小砂利・小石多量，瓦多量，粘性

なし，締まりあり
２ＫＭＮ（（近代埋納遺構）
１　�10YR3/3  暗褐色：灰褐色粘土主体，褐色粒微量，粘

性ややあり，締まりややあり

近代　Ⅲ区　
２ＫＳＴ ( 近代礎石建物）
１　�10YR7/4   にぶい黄橙色：褐色粘土に砂質土混入，砂

利多量，粘性なし，非常に固い
２　�10YR5/5   にぶい黄橙色：褐色粘土主体，灰白色粘土

中量，小砂利少量，粘性なし，非常に固い
３　�10YR7/6   明黄褐色：５～ 10㎝代の石主体，砂質土

混合，粘性なし，締まりあり
４　�10YR6/4   にぶい黄橙色：黄褐色粘土主体，七本桜パ

ミス少量，黒色土塊少量，粘性なし，締まりあり
５　�10YR5/6   黄褐色：３～５㎝代の小石主体，黄褐色粘

土中量・灰白色粘土少量混入，粘性なし，締まりあり
６　�10YR6/6   明黄褐色：黄褐色粘土主体，灰白色塊含む，

小砂利少量，粘性なし，締まりあり
１ＫＳ（近代礎石）
１　�10YR6/4  にぶい黄褐色：10㎝代の石，砂利を中量含

む砂層，黄褐色土の互層
２　�10YR6/1  褐配色：砂質土層に杭を打ち込んでいる，

周囲は青灰色に変質している
２ＫＳ（近代礎石 )  １BMHR・１BMS に変更
１ＫＨＤ（近代廃棄土坑）
１　�10YR3/1  黒褐色：青灰色粘土を微量に含む，木材と

竹材を多量に含む。
２　10YR4/4  褐色：砂質度で錆化している。
３　10YR3/2  黒褐色：黒色土に小砂利を多く含む
４　�10YR4/1  褐灰色：青灰色砂質土に錆化した褐色土を

少量含む，小砂利を中量含む
５　�10YR5/1  褐灰色：青灰色粘土に黒色土が混合してい

る。
１ＫＫＡ　
１　�10YR5/1　褐灰色：砂質の青灰色粘土に黒色土を少

量含む，締まりややあり，粘性ややあり
２ＫＫＡ
１　�10YR3/1　黒褐色：酸化したローム粒子少量， 砂質

の黄灰色粘土微量含む，締まりややあり，粘性あり

近代　Ⅳ区
１ＫＩＤ（近代井戸）
井戸掘方土層
１　�10YR4/6  褐色：茶褐色土，青灰色粘土塊多量，小砂

利中量，粘性あり，締まりあり
２　�10YR5/2  灰黄褐色：青灰色青灰色粘土塊主体，褐色

土塊少量， 黒色土と灰褐色土が互層， 小砂利多量， 粘
性あり，締まりなし

３　�10YR6/5  明黄褐色：整地土に土圧を受けグライカ化
している。粘性あり，締まりややあり

掘方掘込整地層
Ⅳ１　�10YR6/2  灰黄褐色：青灰色粘土主体，粘性ややあ

り，締まりあり
Ⅳ２　�10YR7/3  にぶい黄橙色：青灰色粘土と褐色土の混

合，炭化物少量，粘性ややあり，非常に固い
Ⅳ３　�10YR7/6  黄橙色：褐色粘土粒主体，青灰色粘土塊

中量，小石と小砂利中量粘性ややあり，締まりあり
Ⅴ１　�10YR4/1  褐灰色：黒色土主体，炭化物粒少量，粘

性あり，締まりあり
Ⅴ２　�10YR6/6  明黄褐色：褐色土に青灰色粘土を少量含

む，小砂利多量，粘性なし，非常に固い
 
幕末明治 Ⅱ区
１ＡＢＭＤ（幕末明治土坑）
１　�10YR4/1  褐配色：褐色土塊少量，小石少量，小砂利

少量，粘性なし，締まりなし
１ＢＢＭＤ（幕末明治土坑）
１　�10YR5/4  にぶい黄褐色：黄褐色土塊主体に黒色土混

合，粘性ややあり，締まりなし
２　�10YR4/3  にぶい黄褐色：黄褐色土に黒色土と小砂利

を 少 量 含 む， 焼 土 粒・ 炭 化 物 粒 微 量， 粘 性 や や あ り，
締まりなし  

２ＢＭＤ（幕末明治土坑）
１　�10YR4/1  褐灰色：青灰色黒色土に青灰色粘土多量，

小石中量，粘性なし，締まりなし
３ＢＭＤ（幕末明治土坑）
１　�10YR2/2  黒褐色：黒褐色土に小砂利を多量に含む，

粘性なし，締まりあり
２　�10YR2/2  黒褐色：黒褐色土に小砂利を少量含む，粘
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性あり，締まりなし
３　�10YR2/2  黒褐色：黒褐色土に小砂利を微量含む，粘

性あり，締まりなし
４ＡＢＭＤ（幕末明治土坑）
１　�10YR5/4  にぶい黄橙色：黄褐色土主体，青灰色粘土

多量，小砂利中量，粘性なし，締ま地なし
２　�10YR7/6  明黄褐色：褐色土に小石中量，小砂利多量，

粘性なし，締まりなし
３　�10YR3/2  黒褐色：黄褐色黒色土主体，小石少量，小

砂利微量，粘性ややあり，締まりなし
４ＢＢＭＤ（幕末明治土坑）
１　�10YR2/2  黒褐色：黒褐色土に青灰色粘土少量，小砂

利中量，粘性なし，締まりなし
２　�7.5YR5/3  灰オリーブ色：青灰色粘土多量に黄褐色粘

土を中量含む，粘性あり，締まりややあり
４ＣＢＭＤ（幕末明治土坑）
１　�10YR3/1  黒褐色：青灰色粘土中量，褐色粒少量，焼

土粒子・炭化物粒子微量， 粘性ややあり， 締まりやや
あり

２　�10YR2/1  黒色：青灰色粘土微量， 炭化物粒子微量，
粘性あり，締まりなし

３　�10YR3/1  黒褐色：褐色土塊，青灰色粘土を中量含む，
焼土・炭化物多量，粘性ややあり，締まりなし

４　�10YR6/1  褐灰色：青灰色粘土主体，小砂利少量，粘
性あり，締まりなし　

４ＤＢＭＤ（幕末明治土坑）
１　�10YR3/2  黒褐色：黒色土主体，黄褐色粒・青灰色粒

微量，粘性あり，締まりなし（瓦質土器廃棄）
２　�10YR5/1  褐灰色：青灰色粘土主体，小砂利少量，炭

化物微量，粘性なし，締まりなし（瓦廃棄）
３　�10YR4/1  褐灰色：黒色土主体，青灰色土中量，小砂

利微量，粘性あり，締まりなし（陶器廃棄）
５ＢＭＤ（幕末明治土坑）
１　�10YR4/2  灰黄褐色：褐色粘土中量，小石中量，炭化

物粒多量，粘性なし，締まりややあり
２　�10YR4/2  灰黄褐色：褐色土粒微量，小石少量，炭化

物粒多量，粘性なし，締まりなし
３　�10YR4/2  灰黄褐色：褐色土粒微量，小石少量，やや

砂質，炭化物粒微量，粘性なし，締まりなし
６ＢＭＤ（幕末明治土坑）
１　�10YR5/1  褐灰色：淡黒褐色土に小砂利を多量に含む，

粘性なし，締まりあり
２　�10YR4/1  褐灰色：黒褐色土に小砂利を少量含，黄褐

色土粒子少量，炭化物粒子・焼土粒子微量，粘性なし，
締まりあり

３　�10YR5/2  灰黄褐色：黒褐色土に小砂利少量，炭化物
粒子・焼土粒子少量，粘性なし，締まりなし

７ＡＢＭＤ（幕末明治土坑）
１　�10YR3/2  黒褐色：褐色土粒微量，小砂利多量，粘性

なし，締まりなし
２　�10YR4/4  褐色：褐色土粒微量，黄褐色粒多量，小砂

利中量，粘性なし，締まりなし
３　�10YR3/2  黒褐色：褐色土粒微量，炭化物粒微量，小

砂利を少量，粘性ややあり，締まりなし
４　�10YR3/2  黒褐色：黄褐色粒微量，褐色粒中量，炭化

物粒中量，粘性なし，締まりなし
７ＢＢＭＤ（幕末明治土坑）
１　�10YR3/1  黒褐色：黄褐色粒微量，小砂利少量，粘性

なし，締まりなし

２　�10YR3/3  暗褐色：暗黄褐色粒中量，小砂利中量，粘
性なし，締まりなし

３　�10YR2/1  黒色：黒色土主体，炭化物粒中量，粘性なし，
締まりなし，下部湧水  

８ＢＭＤ（幕末明治土坑・井戸）
１　�7.5Y5/2  灰 オ リ ー ブ 色： 青 灰 色 粘 土 に 黒 色 土 中 量，

小砂利を少量含む，粘性なし，締まりなし
２　�10YR2/2  黒褐色：黒色土主体，小砂利を少量，やや

砂質，粘性なし，締まりなし（廃材多量）
９ＢＭＤ（幕末明治土坑）
１　�10YR4/4  褐色：褐色土主体，黒色土混合，小砂利多量，

粘性なし，締まりあり
２　�10YR3/1  黒褐色：青灰色粘土少量，小砂利多量，遺

物を多量，粘性ややあり，締まりなし
３　�10YR3/3  暗褐色：黄褐色粒・塊多量，青灰色粘土粒

少量，小砂利中量，粘性なし，締まりややあり
４　�10YR5/1  褐灰色：青灰色粘土主体上層，黄褐色土下

層に互層小砂利微量，粘性ややあり，締まりややあり
10 ＢＭＤ（幕末明治土坑）
１　�10YR4/4  褐色：鉄分を含んだ黄褐色土多量，炭化物

粒多量，褐色粒中量，粘性なし，締まりなし
２　�10YR5/4  にぶい黄褐色：灰白色塊少量，小砂利やや

多い，炭化物微量，粘性ややあり，締まりややあり
３　�10YR4/3  にぶい黄褐色：褐色粒微量，炭化物粒微量，

やや砂質，粘性なし，締まりなし
４　�10YR4/1  褐灰色：炭化物粒多量，粘性あり，締まり

なし
11 ＢＭＤ（幕末明治土坑）
１　�10YR4/1  褐灰色：褐色粒小量，小石中量，炭化物粒

少量，粘性ややあり，締まりややあり
２　�10YR3/1  黒褐色：小砂利・小石多量，粘性なし，締

まりややあり，炭化物粒少量
１ＢＭＭ（幕末明治溝）
１　�10YR4/1  褐灰色：褐色粒と小砂利を少量含む，粘性

あり，締まりややあり
２　�10YR3/1  黒褐色：褐色粒微量，粘性なし，締まりなし
３　�10YR6/6  黄褐色：褐色塊混入，粘性なし，締まりなし
１ＢＭＭ S（幕末明治埋設遺構）
１　�10YR4/6  暗褐色：青灰色粘土主体，黒色土少量，粘

性なし，締まりなし 
１ＢＭＫＡ （幕末明治小穴）
１　�10YR4/1  褐灰色：黒色土に黄褐色粘土粒を少量含む，

粘性ややあり，締まりなし
２　�10YR4/4  褐色：黄褐色土に黒色土を少量含む，粘性

なし，締まりややあり
３　�10YR8/8  黄橙色：黄褐色粘土に黒色土と小砂利を少

量含む，粘性ややあり，締まりあり「整地土」
２ＢＭＫＡ（幕末明治小穴）
１　�10YR2/2  黒褐色：黒色土単一層小砂利多量，炭化物

粒多量，粘性なし，締まりややあり

幕末明治　Ⅲ区　
１BMHR・２BMS（幕末明治柱列・小穴）　　　　
西１地形
１　�10YR7/6  明黄褐色：小石を混入し，黒色土とローム

を 互 層 に 版 築 し て い る。 錆 化 し た 褐 色 土 を 中 量 含 む，
粘性なし，締まりなし

２　�10YR2/1  黒褐色：青灰色粘土粒子とローム粒子を少



－165－

量含む，粘性なし，非常に固い
西２地形
１　�10YR6/4  褐色：小石を混入し，黄褐色粒子とローム

粒子を少量， 小砂利を中量含む， 粘性なし， 非常に硬
い

２　�10YR2/2  黒褐色：ローム粒子が酸化した褐色粒子を
含む，粘性なし，非常に固い

西 3 地形
１　�10YR6/4  褐色：10 ～ 15㎝代と小石を混入し，黒色

土に焼土粒子多量， 炭化物を少量含む， 粘性なし， 非
常に固い

２　�10YR3/3　暗褐色：黄褐色粘土粒子， 焼土粒子， 炭
化物粒子を少量含む，粘性なし，締まりあり

Ⅲ区　１BMD　
１　�10YR4/1  褐灰色：褐色粒と小砂利を少量含む，粘性

あり，締まりややあり

江戸一面　Ⅱ区
１ＥＨＲ（江戸一面柱列）
１－ 1
１　�10YR7/4  青灰色：青灰色粘土主体，小砂利少量，互層，

粘性ややあり，締まりややあり
２　�10YR3/1  黒褐色：小砂利少量，粘性ややあり，締ま

りあり  
１－２
１　�10YR3/1  黒褐色：焼土粒微量，炭化物粒多量，小砂

利中量，粘性なし，
２　�10YR7/4  にぶい黄橙色：青灰色粘土主体，黄褐色粘

土粒少量，小石少量，粘性あり，締まりあり
１－３
１　�10YR7/4  にぶい黄橙色：青灰色粘土主体，黄褐色粘

土少量
２　�10YR6/4  にぶい黄橙色：青灰色粘土多量，褐色粒微

量，小砂利中量，粘性なし，締まりあり
３　�10YR7/1  青灰色：青灰色粘土主体， 黄褐色粒中量，

粘性ややあり，締まりあり
４　�10YR5/1  褐灰色：灰白色粘土粒主体，やや砂質，粘

性ややあり，締まりあり
１－４
１　�10YR5/1  褐灰色：青灰色粘土主体， 黄褐色粒中量，

小砂利中量，粘性なし，締まりあり
２　�10YR3/1  黒褐色：黄褐色粒が互層，やや砂質，粘性

なし，締まりなし
３　�10YR5/3  にぶい黄褐色：黄褐色粘土主体，褐色粒少

量，粘性なし，締まりあり 
２ＥＨＲ（江戸一面柱列）
２－１
１　�10YR4/2  灰黄褐色：褐色土粒中量，やや砂質，粘性

なし，締まりなし
２　�10YR4/2  灰黄褐色：黄褐色土粒微量，砂利中量，や

や砂質，粘性なし，締まりなし
２－２
１　�10YR5/1  褐灰色：褐色粒・黄褐色粒・青灰色粒微量，

やや砂質，粘性なし，締まりなし
２　�10YR3/1  黒褐色：褐色粒・青灰色粒中量，小砂利微量，

粘性ややあり，締まりややあり 
３　�10YR4/1  灰黄褐色：青灰色粒・褐色粒微量，小砂利

中量，粘性なし，締まりややあり
２－３

１　�10YR6/2  灰黄褐色：黄褐色・青灰色粒中量，小砂利
中量，粘性ややあり，締まりややあり

２　�10YR4/2  灰黄褐色：褐色粒・青灰色粒微量，小砂利
中量，粘性なし，締まりなし

３　�10YR4/2  青灰色粒微量，小砂利微量，粘性ややあり，
締まりややあり

２－４
１　�10YR6/2  灰黄褐色：青灰色粘土粒中量，小砂利中量，

粘性なし，締まりあり
２　�10YR3/2  黒褐色：黄褐色粒中量，小砂利微量，粘性

なし，締まりなし
３　�10YR2/2  黒褐色：褐色粒・青灰色粒微量，小砂利中量，

粘性ややあり，締まりややあり
２－５
１　�10YR5/2  灰黄褐色：灰黄褐色粘土中量，褐色粒微量，

炭化物粒微量， 小砂利中量， 粘性ややあり， 締まりや
やあり

２　�10YR4/2  灰黄褐色：褐色粒・青灰色粒中量，小砂利
中量，やや砂質，粘性なし，締まりなし

３　�10YR3/1  黒褐色：黄褐色粒微量，小砂利少量，砂質，
粘性ややあり，締まりあり

２－６・７
１　�10YR7/4  にぶい黄橙色：青灰色粒多量，小砂利多量，

粘性なし，締まりあり
２　�10YR3/3  暗褐色：青灰色粒微量，やや砂質，粘性なし，

締まりなし
３　�10YR3/1  黒褐色：黄褐色粒微量，小砂利少量，砂質，

粘性ややあり，締まりややあり　 
３ＥＨＲ（江戸一面柱列）
３－１
１　�10YR4/1  褐灰色：青灰色粘土多量，褐色粒微量，炭

化物粒微量， 小砂利中量， 粘性ややあり， 締まりやや
あり

２　�10YR4/2  灰黄褐色：青灰色粒微量，褐色粒微量，炭
化物粒微量，小砂利微量，粘性ややあり，締まりなし

３　�10YR5/1  褐灰色：青灰色粒主体，褐色粒・黄褐色粒
微量，炭化物粒微量，粘性なし，締まりあり

３－２
１　�10YR3/1  黒褐色：黄褐色塊多量，小砂利中量，粘性

なし，締まりなし
２　�10YR3/1  黒褐色：青灰色粘土粒中量， 褐色粒微量，

炭化物粒微量，小砂利少量，粘性なし，締まりなし
３－３・４
１　�10YR7/4  明黄褐色：褐色粘土粒主体， 小砂利多量，

粘性なし，締まりなし
３－５
１　�10YR6/5  明黄褐色：褐色粘土粒主体， 小砂利多量，

粘性なし，締まりあり
２　�10YR7/5  にぶい黄橙色：黄褐色粒中量，小砂利多量，

炭化物粒微量，粘性ややあり，締まりややあり
３－６
１　�10YR6/6  明黄褐色：黄褐色土粒多量，小石中量，粘

性ややあり，締まりややあり
２　�10YR5/3  にぶい黄橙色：黄褐色土粒微量，炭化物粒

微量，やや砂質，粘性ややあり，締まりなし
３　�10YR3/2  黒褐色：黄褐色粘土粒少量， 褐色粒微量，

炭化物粒微量，粘性ややあり，締まりなし
４　�10YR7/4  にぶい黄橙色：褐色粒中量，炭化物粒微量，

小砂利少量，粘性なし，締まりややあり
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５　�10YR6/3  にぶい黄橙色：青灰色粘土粒・黄褐色土粒
混合，粘性ややあり，締まりややあり

４ＥＨＲ（江戸一面柱列）
１－２
１　�10YR6/1  褐灰色：青灰色粘土塊・小砂利少量，粘性

なし，締まりあり
２　�10YR5/1  褐灰色：青灰色粘土粒多量，粘性ややあり，

締まりややあり
３　�10YR6/3  にぶい黄橙色：青灰色粘土多量，炭化物粒

少量，粘性ややあり，締まりややあり
４－１
１　�10YR3/1  黒褐色：焼土粒微量，炭化物粒多量，小砂

利中量，粘性なし
２　�10YR7/4  にぶい黄橙色：青灰色粘土主体，黄褐色粘

土粒少量，小石少量，粘性あり，締まりあり
４－２
１　�10YR3/1  黒褐色：黄褐色塊多量，小砂利中量，粘性

なし，締まりなし
２　�10YR5/3  にぶい黄橙色：褐色粘土多量，砂質，粘性

ややあり，締まりあり
３　�10YR3/2  黒褐色：褐色粒微量，粘性ややあり，締ま

りなし
４－３
１　�10YR3/1  黒褐色：炭化物粒多量，焼土粒微量，粘性

なし，締まりなし
２　�10YR5/3  にぶい黄橙色：褐色粘土多量，砂質，粘性

ややあり，締まりあり
３　�10YR6/2  灰黄褐色：青灰色粘土主体，黄褐色粒微量，

小砂利少量，砂質，粘性なし，締まりあり
５ＥＨＲ（江戸一面柱列）
５－１
１　�10YR3/2  黒褐色：青灰色粘土粒・褐色粒微量，小砂利・

小石少量， 炭化物粒微量， 粘性ややあり， 締まりやや
あり

５－２
１　�10YR3/1  黒褐色：黄褐色塊多量，小砂利中量，粘性

なし，締まりなし
２　�10YR3/1  黒褐色：青灰色粘土粒中量， 褐色粒微量，

小石少量，炭化物粒微量，粘性なし，締まりあり
５－３
１　�10YR5/3  にぶい黄橙色：青灰色粘土と褐色粘土の混

合，小砂利少量，粘性ややあり，締まりややあり
２　�10YR4/1  褐灰色：青灰色粘土粒・褐色粘土粒少量，

小砂利中量，粘性ややあり，締まりややあり
５－４
１　�10YR3/2  黒褐色：黄褐色粒多量，褐色粒微量，砂質，

炭化物粒微量，粘性なし，締まりややあり
２　�10YR5/4  にぶい黄橙色：黄褐色土塊多量，褐色粒中

量，粘性ややあり，締まりややあり
５－５
１　�10YR4/2  灰黄褐色：灰黄褐色粒微量， 褐色粒微量，

炭化物粒微量，粘性ややあり，締まりややあり
１ＥＭ（江戸一面溝）
Ａ - Ａ′
１　�10YR3/1  黄褐色：黄褐色土粒やや多い，小砂利少量，

粘性なし，締まりなし
２　�10YR6/6  明黄褐色：褐色粒微量，粘性ややあり，締

まりややあり（掘りすぎか確認）
Ｂ - Ｂ′

１　�10YR3/3  暗褐色：灰褐色粒少量，焼土多量，炭化物
多量，粘性ややあり，

２　�10YR5/2  灰黄褐色：黄褐色粒微量，粘性あり，締ま
りあり

３　�10YR5/2  灰黄褐色：黄褐色粒微量，床土か，粘性や
やあり，締まりあり

Ｃ - Ｃ′
１　�10YR5/2  にぶい黄褐色：黄褐色土主体に焼土，炭化

物粒やや多く含む，粘性ややあり，締まりややあり
２　�10YR3/3  暗褐色：灰褐色粒少量，焼土粒多量，炭化

物粒多量，粘性ややあり，締まりややあり
３　�2.5YR5/6  明赤褐色：焼土塊，下部炭化物層，粘性な

し，締まりややあり
４　�10YR5/2  灰黄褐色：黄褐色粒微量，床土，粘性やや

あり，締まりややあり
２ＥＭ（江戸一面土坑）
Ｄ - Ｄ′
１　�10YR2/1  黒色土：炭化物主体，焼土粒・塊多量，粘

性あり，締まりなし
２　�10YR3/3  暗褐色：炭化物粒多量，黄褐色粒多量，砂質，

粘性なし，締まりなし
Ｅ - Ｅ′
１　�10YR6/6  明黄褐色：黄褐色粒中量，小砂利中量，粘

性なし，締まりあり，転圧
２　10YR3/2  黒褐色：焼土粒・塊多量， 炭化物粒多量，
廃棄土，粘性ややあり，締まりあり
１ＥＤ（江戸一面土坑）
１　�10YR4/4  褐色：黒色土に褐色粒多量， 小砂利多量，

粘性なし，締まりなし
２　�10YR3/1  黒褐色：褐色粒微量，小砂利少量，粘性なし，

締まりなし
３　�10YR4/3  にぶい黄褐色：褐色粒中量，やや砂質，炭

化物粒中量，粘性なし，締まりなし
４　�10YR4/1  褐灰色：褐色粒中量，３～ 4㎝大の小石を

含む，粘性なし，締まりなし
５　�10YR5/2  灰黄褐色：黄褐色粒多量，小砂利多量，粘

性なし，締まりなし
２ＥＤ（江戸一面土坑）
１　�10YR6/3  にぶい黄橙色：黄褐色粒多量，小砂利多量，

粘性なし，締まりなし

江戸一面　Ⅲ区
１ＥＨＴ（江戸一面掘立柱建物）
１　10YR3/2  黒褐色：松杭腐植土
２　10BG7/4  明青灰色：松杭周辺腐植土
２ＥＨＴ（江戸一面掘立柱建物）
１　10YR3/2  黒褐色：松杭腐植土
２　10BG7/4  明青灰色：松杭周辺腐植土
４ＥＨＴ（江戸一面掘立柱建物）
１　10YR3/2  黒褐色：松杭腐植土
２　10BG7/4  明青灰色：松杭周辺腐植土
３ＥＨＴ（江戸一面掘立柱建物）
１　�10YR3/1  黒褐色：黒色土主体に黄白色粒微量，小石

中量含まれている， 小砂利が中央に多いものと（A3・
B1・３），周囲に多いもの（B2) がある

１ＥＨＲ（江戸一面柱列）
１　�10YR6/2  灰黄褐色：青灰色粘土多量，黄褐色粒中量，

小砂利少量，粘性なし，締まりあり
２　�10YR3/2  暗褐色：青灰色粘土粒子微量，黄褐色粒微
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量，細砂粒中量，粘性なし，締まりなし
３　�10YR5/2  灰黄褐色：青灰色粘土粒子微量，黄褐色粒

中量，小石・砂利少量，粘性なし，締まりなし
４　�10YR3/1  黒褐色：青灰色粘土粒子微量，黄褐色塊少

量，黄褐色粒少量，粘性なし，締まりなし
２ＥＨＲ（江戸一面柱列）
１　�0YR7/5  に ぶ い 黄 褐 色： 黄 褐 色 塊 少 量， 粒 子 中 量，

砂利微量，粘性なし，締まりあり
２　�10YR3/3  暗褐色：黄褐色粒微量，小砂利中量，粘性

なし，締まりなし
３　�10YR7/3  にぶい黄褐色：黄褐色粘土主体，粘性なし，

締まりややあり
４　�10YR6/2  灰黄褐色：黄褐色粒多量，褐色粒微量，粘

性あり，締まりややあり
５　�10YR4/2  灰黄褐色：黄褐色粒微量，砂利中量，小砂

利少量，粘性ややあり，締まりややあり
６　�10YR5/3  にぶい黄褐色：黄褐色粒多量，青灰色粘土

粒少量，小砂利中量，粘性ややあり，締まりややあり
３ＥＨＲ（江戸一面柱列）
１　�10YR3/1  黒褐色：褐色粒微量，炭化物粒微量，砂利

少量，粘性あり，締まりあり 
１ＥＭ S（江戸一面埋設土坑）
１　�10YR5/1  褐配色：腐植土，黒色土が青灰色粘土化し

ている，粘性ややあり，締まりややあり
２　�10YR5/4  にぶい黄褐色：黄褐色粒中量，小砂利を少

量含む，粘性ややあり，締まりややあり
３　�10YR6/2  灰黄褐色：黄褐色粒， 小砂利を少量含む，

粘性ややあり，締まりあり

江戸一面　Ⅳ区
１・２ＥＨＲ（江戸一面礎石列）
１　�10YR3/2  黒褐色：褐色粒多量， 小石を多量に含む，

粘性なし，締まりあり「根石」
２　�10YR3/3  暗褐色：黒色土・淡褐色土・褐色土を互層

に版築，粘性あり，非常に固い　
１ＥＩＤ（江戸一面井戸）
井戸内
１　�10YR5/4  黄橙色：褐色土主体，粘性あり，締まりあり，

表準層序に近い
２　�10YR3/1  黒褐色：煉瓦を含む，粘性なし，締まりな

し
３　�10YR3/1  黒褐色：黄褐色粒微量，小砂利多量，粘性

なし，締まりなし
４　�10YR2/2  黒褐色：小砂利多量，煉瓦を含む，粘性なし，

締まりなし
５　�10YR2/2  黒褐色：小砂利少量，粘性なし，締まりな

し
井戸外整地層
Ⅴ１　�10YR8/4  浅黄橙色：黄褐色粘土塊主体，粘性なし，

非常に固い「転圧）
Ⅴ２　�10YR7/6  明黄褐色：黄褐色粘土塊主体，粘性やや

あり，締まりあり「転圧なし」
Ⅵ１　�10YR8/4  浅黄橙色：黄褐色粘土塊主体，粘性なし，

非常に固い「転圧」
Ⅵ２　�10YR6/5  明黄褐色：黄褐色粘土塊主体，小砂利少

量，粘性あり，非常に固い「転圧なし」
Ⅶ１　�10YR3/2  黒褐色：小砂利少量，小石少量，炭化物

粒微量，粘性あり，締まりややあり
Ⅷ１　�7.5Y  灰色：青灰色粘土主体，黄褐色粘土混入，粘

性ややあり，固く締まっている
Ⅷ２　�10YR5/1　褐灰色：青灰色粘土塊主体，褐色粒微量，

小砂利中量，粘性あり，締まりあり 
Ⅷ３　10YR5/6  黄褐色：黄褐色粘土主体， 

江戸二面（Ｅ２）　Ⅱ区
１Ｅ２ＳＲ（江戸二面礎石列）
Ⅳ１②　�10YR6/5  明黄褐色：黄褐色塊・黒色土微量，粘

性なし，非常に固い
１Ｅ２ＫＡ（江戸二面小穴）

２Ｅ２ＫＡ（江戸二面小穴）
１　�10YR3/2  黒褐色：褐色粒子多量， 赤褐色粒子少量，

炭化物粒微量， 細砂粒少量， 粘性ややあり， 締まりや
やあり 

３Ｅ２ＫＡ（江戸二面小穴）
１　�10YR6/1  褐灰色：黒色土中量，粘性あり，締まりあ

り
１Ｅ２ＫＩ（江戸二面杭）
　　�周囲の黄褐色土がグライ化し青灰色に酸化している
２Ｅ２ＫＩ（江戸二面小穴）
周囲の黄褐色土がグライ化し青灰色に酸化している
３Ｅ２ＫＩ（江戸二面小穴）

江戸二面（Ｅ２）Ⅲ区
１Ｅ２ＨＲ（江戸二面柱列）
Ⅳ１　�10YR6/5  明黄褐色：黄褐色塊・黒色土微量，粘性

なし，非常に固い
Ｐ１　
１　�10YR3/2  黒褐色：褐色粒子多量， 赤褐色粒子少量，

炭化物粒微量， 細砂粒少量， 粘性ややあり， 締まりや
やあり

２　�10YR7/3  にぶい黄褐色：黄褐色粘土主体，粘性なし，
締まりややあり 

３Ｅ２ＫＡ（江戸二面小穴）
１　10YR6/1  褐灰色：黒色土中量，粘性あり，締まりあり
３Ｅ２ＫＡ（江戸二面小穴）
１　10YR6/1  褐灰色：黒色土中量，粘性あり，締まりあり
１Ｅ２ＫＩ（江戸二面杭）
周囲の黄褐色土がグライ化し青灰色に酸化している
２Ｅ２ＫＩ（江戸二面小穴）
周囲の黄褐色土がグライ化し青灰色に酸化している
３Ｅ２ＫＩ（江戸二面小穴）
周囲の黄褐色土がグライ化し青灰色に酸化している

江戸二面（Ｅ２）Ⅲ区
１Ｅ２ＳＲ（江戸二面柱列）
P １
１　�10YR4/1  褐配色：青灰色粘土主体に褐色粒・炭化物

粒微量，粘性あり，締りなし
２　�10YR6/5  明黄褐色：黄褐色土と青灰色粘土の混合土，

粘性あり，締りややあり

P ２
１　�10YR8/4　 浅 黄 褐 色： 青 灰 色 粘 土 に 褐 色 塊 を 含 み，

小石少量， 炭化物粒微量， 粘性ややあり， 締りややあ
り

２　�10YR4/1  褐配色：黒褐色土に炭化物微量，粘性あり，
締りややあり
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３　�10YR5/1  褐配色：砂質土が青灰色に変質した，粘性
なし，締りややあり

P ３
１　�10YR4/1  褐配色：青灰色粘土に黒色土，炭化物微量，

粘性ややあり，締りややあり
２　�10YR5/1  褐配色：青灰色粘土に褐色塊と粒子を含む，

粘性あり，締りややあり
P ４
１　�10YR3/1  黒褐色：黄褐色粒微量，小砂利多量，粘性

なし，締りなし
２　�10YR5/1　褐配色：青灰色粘土・褐色粘土の混合土，

粘性あり，締りあり
１Ｅ２Ｄ（江戸二面土坑）
１　�10YR5/3  にぶい黄褐色：黄褐色塊多量，小砂利少量，

粘性なし，締りなし
２　�10YR5/3  にぶい黄褐色：黄褐色大塊多量，小砂利少

量，やや砂質，粘性なし，締りややあり
３　�10YR5/4　にぶい黄褐色：黄褐色塊少量，小砂利少量，

粘性なし，締りなし  
２Ｅ２Ｄ（江戸二面土坑）
１　�10YR4/4  褐色：灰黄褐色粒多量，褐色粒中量，小石

少量，小砂利少量，粘性なし，締りなし
２　�10YR3/2  黒褐色：小砂利多量，褐色粒微量，粘性なし，

締りなし
３　�10YR4/3  にぶい黄褐色：灰黄褐色粒多量，褐色粒微

量，粘性ややあり，締りなし
３Ｅ２Ｄ（江戸二面土坑）
１　�10YR4/2  灰黄褐色：黄褐色粘土中量， 炭化物微量，

褐色粒微量，粘性なし，締りなし
２　�10YR5/6  黄褐色：黄褐色粘土塊主体，褐色粒・塊中量，

粘性あり，締りあり

江戸 2 面　Ⅳ区
１Ｅ２ＫＡ（江戸二面小穴）
周囲の黄褐色土がグライ化し青灰色に酸化している
２Ｅ２ＫＡ（江戸二面小穴））
 周囲の黄褐色土がグライ化し青灰色に酸化している　
１Ｅ２ＫＩ（江戸二面杭）
 周囲の黄褐色土がグライ化し青灰色に酸化している
２Ｅ２ＫＩ（江戸二面杭）
 周囲の黄褐色土がグライ化し青灰色に酸化している
３Ｅ２ＫＩ（江戸二面杭）
 周囲の黄褐色土がグライ化し青灰色に酸化している

江戸造成遺構　Ⅱ区（江戸二面から江戸八面）
造成土層
Ⅴ１　�10YR5/6　褐灰色：灰白色粘土粘土主体， 子砂利

微量，やや錆化している，粘性ややあり，締りあり，
非常に固い

Ⅴ２　�10YR6/1　 褐 灰 色： 褐 灰 色・ 灰 白 色 粘 土 塊， 小 石
中量，錆化が著しい，粘性ややあり，締りあり

Ⅴ３　�10YR4/1　褐灰色：黒色土主体，灰白色粘土中量，
上層に錆化が顕著，小石少量，粘性ややあり， 締りあ
り，締まりなし

Ⅴ４　�10YR5/2　灰黄褐色土：黒色土・白色土粘土混合，

小石中量，下層に錆化がみられる， 粘性ややあり，締
りややあり

Ⅵ１　�10YR6/1　褐配色：灰灰色粘土主体，褐色粒少量，
粘性ややあり，締まりあり

Ⅵ２　�10YR6/1　褐灰色：灰白色粘土主体，褐色粒少量，
粘性ややあり，締りややあり

Ⅶ１　�10YR7/7　明黄褐色：褐色粘土主体， 灰白色粘土
混合，粘性ややあり，締りややあり

Ⅶ２　�10YR3/1　黒褐色：黒色土に砂利多量に含む， 粘
性なし，締りなし

Ⅷ１　�10YR6/1　褐灰色：灰白色粘土に褐灰色粘土混合，
粘性ややあり，締まりあり

Ⅷ２　�10YR6/1　褐灰色：灰白色粘土に褐灰色粘土混合，
塊状，粘性ややあり，締まりあり

Ⅷ３　�10YR5/1　褐灰色：灰白色粘土に褐灰色粘土混合，
錆化している，粘性あり，締りなしかい

江戸六面　Ⅲ区
１Ｅ４ＳＧ（江戸六面葈遺構）
１　�10YR4/1  褐灰色：草木類の腐植土，粘性なし，締ま

りなし
２　�10YR6/1  褐灰色：腐植土の周囲がグライ化し青灰色

粘土に変異している。粘性ややあり，締りやや あり
１Ｅ４Ｚ（江戸六面造成遺構）
Ⅴ１ �10YR5/1  褐灰色：黄褐色粘土粒主体，粘性あり，固

く締まっている。
Ⅴ２ �10YR6/4  にぶい黄褐色：黄褐色塊，部分的に腐植土

化，粘性あり。締まりややあり
Ⅵ１ �10YR5/1  褐灰色：灰白色土主体，灰褐色粘土中量，

粘性ややあり，締まりあり
Ⅵ２�10YR4/1  褐灰色：炭化物粒多量，粘性ややあり，締

まりややあり
Ⅵ３ �10YR4/1  褐灰色：黒色土に灰白色粘土に中量，小石

少量，粘性なし，締まりなし
Ⅶ１ �10YR5/1  褐灰色：黒色土，灰白色粘土，褐色土塊少

量含む，粘性あり，締まりあり
Ⅶ２ �10YR6/1  褐灰色：灰白色粘土塊主体，粘性あり，締

まりあり
Ⅶ３①　�10YR5/5  黄褐色：黄灰色粘土塊主体，粘性やや

あり，締まりややあり
Ⅶ３②　�10YR3/1　黒褐色：灰褐色粒微量，小砂利少量，

炭化物粒微量，粘性ややあり，締りややあり
Ⅶ３③　�10YR7/6　明黄褐色：黒色土と褐色土混合，炭化

物微量，小砂利微量，締りややあり，粘性あり
Ⅷ１　�10YR5/1  褐配色：灰白色粘土主体， 黒色土微量，

下端黒色土，粘性あり，締まりややあり　
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絵付/釉薬/色調 文様・モチーフ・仕上げ 装飾・技法特徴

戦後

戦後

戦前

戦後

戦後

Ⅱ区 戦後

Ⅱ区 戦後

Ⅱ区 戦後

Ⅱ区 60/4

Ⅱ区 戦後

Ⅱ区 戦後

Ⅱ区 戦後

Ⅱ区 戦後

Ⅱ区 戦後

Ⅱ区 １GHD 戦後

Ⅱ区 １GHD 戦後

Ⅱ区 １GHD 戦後

Ⅱ区 １GHD 戦後

Ⅱ区 2GHD 昭和

Ⅱ区 2GHD 戦後

Ⅱ区 2GHD 戦後

Ⅱ区 2GHD 戦後

Ⅱ区 3GHD 昭和

Ⅱ区 3GHD 昭和

Ⅱ区 １KST

Ⅱ区 １KST

Ⅱ区 １KST

Ⅱ区 １KST

Ⅱ区 １KST

Ⅱ区 １KST

Ⅱ区 １KST

Ⅱ区 １KST

Ⅱ区 １KST

Ⅱ区 １KST 明治

Ⅱ区 １KST 明治

Ⅱ区 １KST 明治

Ⅱ区 １KST 明治

Ⅱ区 １KST

Ⅱ区 １KST

Ⅱ区 １KST 戦後

Ⅱ区 １KST 戦後

Ⅱ区 １KST 戦後

Ⅱ区 １KST

Ⅱ区 １KST

5.1 2 2.8 25
ロクロ

削り高台
プリント染付

透明釉

推定時期 備考
残
存
率

1 Ⅱ区 1GHD 1 磁器 盃 端反り

形状
特徴
通称

法量(㎝） 装飾

胎土色・夾雑物 印・銘　墨書　技法・形態
推定

製作地
成形
調整

重量№ 工区 遺構名
出土
位置

材質 器種

白色 「多賀駅前」 美濃 30

3 Ⅱ区 1GHD 3 ガラス

(8.8) (61) 型
クローム釉文字

下部鉄釉

外面：
内面：
見込：

クローム釉

100

2 Ⅱ区 1GHD 2 磁器 湯呑茶碗 筒 (8.3) －

外面：富士山
内面：無文
見込：大七

コバルトプリント
畳付無釉

白色
福島県二本松市の大七酒造株式会社製
品である。大七酒造は宝暦２年
（1752）創業である。

瀬戸

－ 7.4 57.1 58.1 型 濃茶色

95

4 Ⅱ区 1GHD 4 ガラス 瓶 円筒

型 青緑色
外面：商標ラベル
内面：
見込：

気泡 ワインボトル　底面N瓶 円筒 2.6 7.1 24.8 (565)

カルピスCALPIS　      正633㎖ 100

6 1GHD 6 ガラス 瓶

58.1 583 型 濃茶色
外面：
内面：
見込：

100

5 Ⅱ区 1GHD 5 ガラス 瓶 円筒 2.6 7.5

外面：商標ラベル
内面：
見込：

Sapporo☆Beer　　     正633㎖

SapporoBeer
の瓶にアサヒ
ビールの商標
添付

100

7 1GHD 7 ガラス 瓶 円筒 2.6 6

濃茶色
外面：
内面：
見込：

NIKKA　 正180㎖　   4　SN楕円 2.2
幅7.9
厚3.7

15.2 241 型

円筒 2.6 5.4 18.6 298 型

体部下端に円形凹型
三ツ矢サイダー

アサヒビール株式会社　350㎖
100

8 1GHD 8 ガラス 瓶

23.6 394 型 薄青色
外面：三矢羽根
内面：
見込：

上半と接地面に海
鼠風装飾

底部型合せ部に楕円形凹
型

Bireleys　T.M.REG.S.PAT.OFF　  NET
CONTENTS 60/4 FL.OZ

100

10 1GHD 10 ガラス 瓶

21.8 406 型 透明
外面：中位下位面取
内面：
見込：

上位上半・下位海
鼠風装飾

100

9 1GHD 9 ガラス 瓶 円筒 2.6 5.4

透明
外面：
内面：
見込：

外面海鼠風装飾 SUNTORY SODA KOTOBUKIYA LIMMTED Y

100

11 1GHD 11 ガラス 瓶 円筒 4.5 5.6

透明
外面：明治商標
内面：
見込：

Meiji     正180cc　０　11K円筒 4.4 5.6 14.1 247 型

円筒 2.3 4.9 14.6 220 型

明治牛乳　　雪印バター
正180cc

100

12 １GHD 12 ガラス 瓶

14 243 型 透明
外面：雪印商標
内面：
見込：

江戸むらさき　　707M 100

14 1GHD 14 金属 缶

8.1 9.1 型 透明
外面：
内面：
見込：

口部と底部は円
形、胴部は楕円

100

13 1GHD 13 ガラス 瓶 楕円 3
4.2×
4.5

透明
外面：
内面：
見込：

（千代乃白）菊　　　　阿部酒造店
正一合詰

60

15 15 金属 缶 円筒 5.5 － (13.3)

青・白
外面：
内面：
見込：

オリンピック商標 スチール合せ接合 SAPPORO　　　LAGERBEER円筒 － 6.7 12.2 55 型合せ

スチール合せ接合
ファンタグレープ　　FANTAGRAPE

250ml
905.6 13.3 (64) 型合せ 濃紫

外面：
内面：
見込：

CokaCola 　　　　Coke
コカ・コーラ　250ml

70

16 16 金属 缶 円筒 5.6

(52) 型合せ 濃茶
外面：
内面：
見込：

スチール合せ接合

鍵穴雲文 100
10.7
1.8

1.8
1.9

579
鋳型組合

せ
錆

外面：
内面：
見込：

17 17 金属 錠前
五角形
二足

7.2
11.8

モルタルに砂粒多量 30(12.1) 1.8 (615) 型
外面：ナデ
内面：型痕
見込：

18 18 セメント 瓦 桟瓦 (17.2)

プリントに金彩
薄緑・胎土にクロム釉を
混入

瀬戸 20－ (4.7) (30) ロクロ クロム釉
外面：達磨大師・蜂
内面：
見込：

19 1 磁器 湯呑茶碗 丸碗 [8.4]

乳白色　　　輝なし 美濃 20[7.4] 6 (58) 泥漿鋳込 コバルト釉
外面：コバルト縦縞
内面：
見込：

20 2 磁器 丼 八形 [15.6]

布を貼り付けてい
る。

100
10.7
厚1.7

10.7 47 型 茶
外面：
内面：
見込：

21 3
プラス
チック

レール レール型 6

完形長不明 径11点0.66 0.46 (6.0) 型 透明
外面：
内面：
見込：

22 4 ガラス 管 筒 13.6

5
厚
1.8

長
(21.2)

(212) 型 淡黒色
外面：磨
内面：磨
見込：

24 2 瓦質 瓦 桟瓦
幅

(6.3)

黒色砂粒を含み粘土質 5
厚
1.7

長
(15.0)

(150) 型 淡黒色
外面：磨き
内面：磨き
見込：

23 1 瓦質 瓦 桟瓦
幅

(8.5)

[15.6] 3 (53)
粘土紐
ロクロ

黒色
外面：ヨコナデ
内面：ヨコナデ
見込：無調整

25 1 瓦質 火消壺 蓋 [18.5]

黒色砂粒を含み粘土質

在地 幕末明治 5

27 3 瓦質 火鉢 円筒 －

粘土紐
ロクロ

灰色
外面：ヨコナデ
内面：ヨコナデ
見込：

外面波状文
石英粒微量・長石粒少
量・白雲母微量・やや粘
質

5

26 2 瓦質 火鉢 円筒 [19.5] － (4.8) (53)

内面と体部外面黒
色、底部は地色

石英微量・長石粒少量・
やや砂質

在地 幕末明治

5

28 4 瓦質 無頸壷 丸形 － 8 (8.1) (320)

長石粒微量・黒色細砂粒
少量

外面２隆帯間に菊花文押印 在地 幕末明治－ (7.8) (130)
粘土紐
ロクロ

灰色
外面：ヨコナデ
内面：ヨコナデ
見込：

[7.0] 3.1 (23)
ロクロ

削り高台
内面と外面中位灰釉

外面：
内面：
見込：

在地 幕末明治 60

29 5 陶器 皿 丸皿 [12.2]

粘土紐
ロクロ

外面黒色　内面地色
外面：ヨコナデ
内面：ヨコナデ
見込：

長石粒微量・褐色粒少量 体部下端ヘラ削り・底部糸切

七面
小砂

幕末明治 40

31 7 陶器 土瓶 丸形 [6.8]

ロクロ
削り高台

内外面鉄釉　濃茶色
外面：
内面：
見込：

長石粒少量・黒色砂粒少
量

内底面には径11㎝の５脚長方形のトチ
ン痕が残る。外底面にも径11㎝のトチ
ン上部の痕がある。

20

30 6 陶器 捏鉢 丸形 － 11 (10.0) (626)

長石粒微量・黒色微砂粒
多量・やや粘土質

削り出し高台が外反し深い。 瀬戸
1750～
1770

瀬戸編年Ⅲ
b・ｃ期

30

32 8 磁器 酒盃 平形 [7.4] [2.9] 2.7 (6.0)

鉄で輪郭を描き白
盛し緑を乗せてい
る。

長石粒多し、乳白色の良
質土

薄手で耳は手練り 信楽 幕末明治－ (10.2) (110) ロクロ
鉄釉・緑釉・白アル
ミナ下絵に灰釉

外面：梅に鶯
内面：無釉
見込：無釉

[2.4] 2.5 (13)
ロクロ

削り高台
透明釉

外面：透明釉
内面：呉須横線
見込：鯛釣り

瀬戸 明治
明治29年土浦
－田端開通以
降か

30

33 9 磁器 小杯 端反形 [5.8]

ロクロ 文字入り透明釉
外面：透明釉
内面：透明釉
見込：

ゴム印「水戸停車
□」に金描き額縁

白色・黒色微砂粒微量・
光有

薄手酒杯（東京絵付けか）

瀬戸 50

35 11 磁器 紅猪口 平形 [7.9] [2.6]

ロクロ
削り高台

透明釉
コバルト釉

外面：草文
内面：
見込：

型紙摺絵、畳付無
釉

白色長石・黒色微砂粒微
量・光有

平形で紅猪口

20

34 10 磁器 紅猪口 平形 [7.6] [2.2] (2.3) (34)

染付　畳付無釉
白色長石・黒色微砂粒微
量

端反り小杯、口縁内面呉須2重線、内定
面鯛釣り

肥前 18C前半

[7.4] [3.6] 3.9 (28)
ロクロ

削り高台
碁笥底

染付　透明釉
コバルト釉

白色長石・黒色微砂粒微
量・光有

平形で紅猪口 美濃 50

36 12 磁器 小杯 丸形

2.5 (29)
ロクロ

削り高台
染付　透明釉
コバルト釉

外面：草文
内面：
見込：

染付　畳付無釉

肥前 60

38 14 磁器 丸碗 丸形 [10.5] 4.8

ロクロ
削り高台

透明釉　コバルト釉
外面：鶏花文
内面：
見込：

銅版擂餌
畳付無釉

白色長石 湯呑茶碗

40

37 13 磁器 小杯 端反形 [7.0] [3.4] 3.5 (40)

外面：桃文
内面：
見込：

線描き濃絵
畳付・底部無釉

白色長石・黒色微砂粒微
量

湯呑茶碗 肥前

15 磁器 蓋 落し蓋 6.2

白色長石に薄茶 飯碗 肥前
1650～
1670

605.5 (105)
ロクロ

削り高台
染付　透明釉

外面：花唐草文
内面：
見込：

口縁・体部下端・
底部外周に呉須釉
線描き

美濃 店商標盃 40型
外面：
内面：丸に〇〇庵
見込：

鉄釉赤でゴム印畳
付無釉

白色

100

40 16 磁器 小皿 端反型 [7.6] 4 1.3 (20)

坊主型の摘みに空
気穴

灰白色 急須蓋 会津本郷 明治
ツマミ
1.4

2 (23) ロクロ
コバルト染付

透明釉

外面：雲に刈田
内面：
見込：

39

41 17 磁器 湯呑茶碗 筒形 [7.0] [4.0] 6.8

木鉄描きに梅赤盛 白色 美濃 50[3.4] 5.1 (57) ロクロ
外面：梅木
内面：
見込：

鉄釉赤で〇〇記念湯呑茶碗 美濃 記念湯呑茶碗 30

42 18 磁器 湯呑茶碗 筒丸 [7.4]

(35) ロクロ
外面：文字
内面:
見込：

白色

5

44 20 磁器 碗 丸碗 [10.6] － (4.8) (15)

長石・黒色砂粒微量 外底面に「Ⅴ」字の窯印 常滑 13・14C15.6 (5.0) (869)
粘土紐
ロクロ

焼締め
外面：
内面：
見込：

43 19 陶器 甕 大甕 －

龍泉 15C 5ロクロ 青磁釉　厚い
外面：細連弁文
内面：劃花文
見込：

細連弁文 灰白色 青磁細連弁文碗

－169－

第５表　遺物観察表



口径・
長さ

底径・
幅・径

器高・
高さ・

厚
絵付/釉薬/色調 文様・モチーフ・仕上げ 装飾・技法特徴

推定時期 備考
残
存
率

形状
特徴
通称

法量(㎝） 装飾

胎土色・夾雑物 印・銘　墨書　技法・形態
推定

製作地
成形
調整

重量№ 工区 遺構名
出土
位置

材質 器種

Ⅱ区 １KST

Ⅱ区 １KST

Ⅱ区 １KST

Ⅱ区 １KST

Ⅱ区 3KST 明治

Ⅱ区 3KST

Ⅱ区 3KST

Ⅱ区 3KST

Ⅱ区 3KST

Ⅱ区 3KST 昭和

Ⅱ区 3KST

Ⅱ区 3KST

Ⅱ区 1KS

Ⅱ区 2KS

Ⅱ区 3KS

Ⅱ区 3KS 江戸

Ⅱ区 1

Ⅱ区 ロクロ

Ⅱ区

1KDH

67 Ⅱ区 1KDH 9 炻器 土管 円筒

外
[13.6]
頸－
厚1.7

外
[17.7]
内－
厚1.1
～1.5

(38.5) 144
粘土板円
筒連結型

作り
無釉

外面：
内面：
見込：

長石・石英・赤褐色
胴部中位内面ヨコナデ、ヘラナデ。外
面タテナデ仕上げ

30

Ⅱ区 １KRM 1 土製 煉瓦 直方体 22.7 10.9 5.8 2310 100

2 土製 煉瓦 直方体 [10.6] [10.6] 5.9 (960 45

3 土製 煉瓦 直方体 [12.0] 10.9 6 (1142) 50

69 4 土製 煉瓦 直方体 22.7 11.1 5.8 2308 型作り
内外面には白く接着
剤としてのモルタル
が残る。

外面：
内面：
見込：

石英・長石・輝石を含み
橙色である。

100

5 土製 煉瓦 直方体 22.4 10.8 5.7 2234 95

6 土製 煉瓦 直方体 22.1 10.7 5.7 2234 95

7 土製 煉瓦 直方体 22.4 10.7 5.8 2347 100

8 土製 煉瓦 直方体 22.4 10.9 5.8 2297 100

70 9 土製 煉瓦 直方体 22.5 11 6 2335 №4に同じ 100

10 土製 煉瓦 直方体 22.6 11.7 5.8 2301 100

11 土製 煉瓦 直方体 22.3 10.9 5.9 (1757) 75

12 土製 煉瓦 直方体 [17.1] 10.8 5.9 (1334) 50

13 土製 煉瓦 直方体 21.9 10.7 5.6 2304 100

71 14 土製 煉瓦 直方体 22.1 10.7 5.7 2400 №4に同じ 100

15 土製 煉瓦 直方体 21.7 10.6 5.7 2370 100

72 16 土製 煉瓦 直方体 22.7 11 6 2400 №4に同じ 100

17 土製 煉瓦 直方体 22.5 10.8 5.8 2330 100

18 土製 煉瓦 直方体 23 11 5.8 2316 100

73 19 土製 煉瓦 直方体 22.9 11.2 5.9 2310 №4に同じ 100

20 土製 煉瓦 直方体 22.4 10.8 5.8 (2262) 95

21 土製 煉瓦 直方体 22.1 10.7 5.8 2349 100

22 土製 煉瓦 直方体 22.1 10.8 5.8 2325 100

23 土製 煉瓦 直方体 [12.3] 11 5.9 (1183) 55

24 土製 煉瓦 直方体 22.5 10.8 5.8 2320 100

一括 ４片 1174 1174

(7.5) (5.8) (398)
粘土板型

作り
燻焼

外面：ナデ
内面：型布
見込：

45 21 瓦質 瓦 軒丸 (13.5)

在地 江戸中期 5

47 23 ガラス おはじき 円盤 2.4

型作り 燻焼
外面：ナデ
内面：ナデ
見込：

石英長石・針状鉱物・
黒色砂粒微量、粘土質

右桟瓦に万十軒を接合

5

46 22 瓦質 軒桟瓦 万十 (5.3) (7.6) (7.5) (171)

珠文縁巴文軒丸瓦
石英長石・針状鉱物・
黒色砂粒微量、粘土質

瓦当貼付け接合指撫で、丸瓦内面型圧
痕あり。

在地 江戸中期

100

48 24 銅 煙管 吸口 7.3 1.1 1.2 6

左巴文が型から鋳
出されている。

乳白色に赤線 大正昭和2.4 0.4 5 型作り
白ガラスに赤の線が
入る。

外面：
内面：
見込：

5[17.2] (6.8) (161) 手び練 褐色
外面：
内面：
見込：

江戸後期
吸口端部が噛
み後で平たく
なっている

40

49 1 土師質 五徳 円形 －

板合せ
外面：
内面：
見込：

長扇型の銅板を円形に丸めて合せ部を
接合している。接合部を下にして使用
した。緑錆

－ (7.7) (184)
粘土紐
ロクロ

黒褐色
外面：ヨコナデ
内面：指ナデ後ヨコナデ
見込：

50 2 瓦質 竃 円形 [26.6]

石英粒微量・長石粒少
量・黒色砂粒少量・砂質

円形環に3本脚を接合し、綺麗なナデ仕
上げ

在地

信楽 19C前葉 30

52 4 磁器 碗 端反り [9.4]

ロクロ
削り高台

透明釉
外面：
内面：
見込：

体部下端から底部
無釉

長石粒多量
高台は外面が直立、内面は内傾・貫入
目立つ。

5

51 3 陶器 碗 丸 － 2.9 (2.9) (43)

長石粒多量・黒色砂粒微
量・砂質・赤褐色

在地 幕末明治

50

53 5 磁器 蓋 内蓋 [9.5]
ツマミ
[3.8]

2.8 (44)

外面口辺と体部下
端呉須線に雲文
畳付無釉

白色・黒色微砂粒微量・
光有

瀬戸 明治前期[4.2] 4.8 (54)
ロクロ

削り高台
染付　透明釉

外面：鶴
内面：口辺雲文
見込：天珠輪環に壽

20(11.8) (4.1) (274) 型作り 燻焼テカリ有
外面：
内面：
見込：

肥前 江戸後期 50

54 6 瓦質 瓦 平 (14，4)

ロクロ
削り蓋

染付　透明釉
外面：亀　萬壽
内面：呉須に四菱
見込：菱に丸文

摘み端部無釉 金継

(15.9 (7.7) (772) 型作り 燻焼テカリ少々
外面：
内面：
見込：

55 7 瓦質 瓦 雁振瓦 (12.7)

凹面磨き、凸面磨
き、櫛目の滑り止
め

黒色砂粒中量
灰色・粘土質

在地

在地
明治後半
～大正

58 1 磁器 皿 端反り －

型作り 燻焼テカリ無
外面：
内面：
見込：

内面型圧痕未調
整、外面タテヨコ
ナデ

石英粒少量・黒色砂粒微
量・砂質

下方が厚く、上方が薄い・粘土板を数
回に分けて巻き付けている。

20

56 8 瓦質 菅 円筒 (16.5) (8.3) (4.1) (330)

凹面型圧痕無調整
凸面磨き

黒色砂粒中量
灰色・粘土質

本体部素材2枚重ね・有段部を接合し内
端部へらナデ

在地 江戸後期

1

59 1 磁器 植木鉢 ３脚 － 10 (11.5) (419)

ロクロ成形後型打
ち整形

白色・黒色微砂粒微量・
光やや有

青磁釉型打ち整形大皿 肥前
17世紀
後半

－ (4.0) (32)
ロクロ
型押し

青磁釉
外面：
内面：型浮彫唐草
見込：

[10.4] (2.0) (19)
ロクロ

削り高台
化粧土

外面：化粧土
内面：無釉
見込：無釉

肥前
明治後半
～大正

30

60 1 陶器 火入れ 円筒 －

型作り 染付青磁釉
外面：柴垣文に草木文
内面：接合痕
見込：穿孔

薄い鉄釉で線描き
後コバルト釉で装
飾

長石に黒色砂粒微量中量
底部と体部を２分割して型作りして脚
部を接合、接合部に指ナデ痕あり、底
面墨書「ナ251　－」

在地 20

62 1KDH №１ 磁器 皿 折縁 [20.2]

型作り 燻焼テカリ無
外面：
内面：
見込：

凹面ナデ・銀化、
凹面ヨコナデ

黒色砂粒微量・やや粘土
質で灰色

1

61 2 瓦質 瓦 平 (18.4) (12.3) (6.6) (532)

体部は化粧土、底
部にはアルミナ施
釉

長石釉多量・黒色砂粒微
量・やや砂質で赤褐色

底部墨書「　　」 笠間
明治後半
～大正

クロム釉文字
透明釉

外面：「□浦」
内面：
見込：

63 1KDH №2 陶器 土瓶 丸

灰白色粘土 中型皿で折縁　焼成不良 肥前
17世紀
前半

－ (2.6) (28) ロクロ 　藁灰釉
外面：貫入
内面：貫入
見込：

黒色粒と長石粒微量混入
胎土橙色

円筒型に筒部に2段と連結部の3段に粘
土板を巻付け、内面ヨコナデ、外面タ
テナデ仕上げ

常滑 昭和初頭 6066.3 (4600)
粘土板円
筒連結型

作り

内面の接合側と外面
に薄いマンガン釉刷
毛塗

外面：
内面：
見込：

10

64 Ⅱ区 1KDH 1 炻器 土管 円筒

外
[13.6]
頸14.7
厚1.2
～2.0

外19.6
内－
厚2.0

長石微砂粒中量 ロクロ、鉄砲口接合、濃し孔4孔 益子
明治29年

～
大正10年

－ [7.6] (6.9) (50)

30

1KDH 3 炻器 土管 円筒

外　―
頸14.3
厚1.2
～1.7

連結部無し
マンガン釉薄い

外面：
内面：
見込：

円筒

外　―
頸15.2
厚1.2
～2.0

外20.0
内17.4
厚2.1

[57.5] (6200)
粘土板円
筒連結型

作り
1KDH 2 炻器 土管

90

円筒

外14.0
頸14.3
厚1.2
～1.7

外19.1
内16.4
厚2.1

66.7

外18.8
内16.3
厚2.1

65.2 (6100)
粘土板円
筒連結型

作り

円筒部と連結部90
度、鉄釉濃い

外面：
内面：
見込：

95

65 Ⅱ区 1KDH 5 炻器

(6200)
粘土板円
筒連結型

作り

円筒部と連結部10
度、マンガン釉濃い

外面：
内面：
見込：

連結部無し
マンガン釉濃い

外面：
内面：
見込：

円筒

外－
頸－
厚1.2
～1.7

外―
内－

(56.8) (4100)

Ⅱ区 4 炻器 土管

粘土板円
筒連結型

作り

常滑 昭和初期 100

Ⅱ区 1KDH 6 炻器 土管

粘土板円
筒連結型

作り

内面と外面に薄いマ
ンガン釉を刷毛塗

外面：
内面：
見込：

黒色粒と長石粒微量混
入、胎土橙色

円筒型に筒部を2段と連結部の3段に粘
土板を巻付け、連結部と筒部に粘土板
合せ目が外面に認められる。外型の痕
は筒部と連結部で90度ずれている。胴
部中位と内面ヨコナデ、外面タテナデ
仕上げ

土管 円筒

外14.6
頸14.1
厚1.1
～1.9

外20.4
内17.1
厚3.3

66.4 6600

60

100

66 Ⅱ区 1KDH 8 炻器 土管 円筒

外
[14.2]
頸14.5
厚1.1
～1.8

外面：
内面：
見込：

外14.0
頸14.5
厚1.1
～1.7

外19.8
内17.0
厚2.0

66 (6200)
粘土板円
筒連結型

作り

円筒部と連結部10
度、マンガン釉濃い

Ⅱ区 1KDH 7 炻器 土管 円筒

70
黒色粒と長石粒微量混
入、胎土橙色

円筒型に筒部を2段と連結部の3段に粘
土板を巻付け、連結部と筒部に粘土板
合せ目が外面に認められる。外型の痕
は筒部と連結部で70度ずれている。胴
部中位と内面ヨコナデ、外面タテナデ
仕上げ、内面と外面に薄いマンガン釉
を刷毛塗

常滑 昭和初期
外20.4
内-

厚2.1
67.2 (4400)

粘土板円
筒連結型

作り

内面と外面に薄いマ
ンガン釉を刷毛塗

外面：
内面：
見込：

明治 40型紙摺絵　透明釉
外面：稲束文
内面：
見込：

型紙摺絵　畳付無
釉

白色　黒色微砂粒微量 平形で丸く立ちあがる。 肥前平 [7.4] [2.4] 2.4 (18)
ロクロ

削り高台
68 Ⅱ区 １KRM №1 磁器 紅猪口

底板のある直方体の箱に粘土を詰め叩き板で絞めて最終的に横へら削りして抜いてい
る広面は荒れた面とへら削り面がある。側面は綺麗な面であるが仕上げ痕は見られな
い。その上の中央付近にS押印がある。底板の面を軽く撫でている。広面に並行して焼
成時の亀裂がある。押印面は焼成時に僅かに窪む。

－170－



口径・
長さ

底径・
幅・径

器高・
高さ・

厚
絵付/釉薬/色調 文様・モチーフ・仕上げ 装飾・技法特徴

推定時期 備考
残
存
率

形状
特徴
通称

法量(㎝） 装飾

胎土色・夾雑物 印・銘　墨書　技法・形態
推定

製作地
成形
調整

重量№ 工区 遺構名
出土
位置

材質 器種

Ⅱ区

Ⅱ区

Ⅱ区

Ⅱ区

Ⅱ区

Ⅱ区

Ⅱ区

Ⅱ区 2KHD

Ⅱ区 2KHD

Ⅱ区 2KHD 明治

Ⅱ区 江戸

Ⅱ区

Ⅱ区

Ⅱ区 明治

Ⅱ区 明治

Ⅱ区 明治

Ⅱ区

Ⅱ区

Ⅱ区

Ⅱ区

Ⅱ区

Ⅱ区 3KHD

Ⅱ区

Ⅱ区 3KHD

Ⅱ区 3KHD

Ⅱ区 3KHD 明治

Ⅱ区 3KHD 明治

Ⅱ区 3KHD

Ⅱ区 3KHD

Ⅱ区 3KHD

Ⅱ区 3KHD 明治

Ⅱ区 3KHD 明治

Ⅱ区 3KHD

Ⅱ区 3KHD

ツマミ
3.9

4.2 (896)
粘土紐
ロクロ

外面：
内面：
見込：

74 1KHD 1 瓦質 火消壺 蓋 22.2

小砂 幕末明治 行平蓋 1

76 1KHD 3 陶器 植木鉢

(7.0) ロクロ 鉄釉
外面：
内面：
見込：

甲部飛カンナ
長石・黒色微砂粒多量・
淡灰色

100

75 1KHD 2 陶器 蓋 落し蓋 [10.8] － (1.4)

甲部ヘラ削り・天
井・体部ヨコナデ

長石・長石・黒色砂粒多
量・砂質

体部「八」の字、ツマミ接合 在地 幕末明治 ツマミ付

幕末明治 80

77 1KHD 4 陶器 植木鉢 円筒 －

鉄釉3段刷毛線描き
外面：無釉に線描き
内面：無釉
見込：穿孔

長石・黒色微砂粒多量・
淡灰色

高台の半円形切込み 小砂円筒 [8.0] 4.6 5.1 (80)
ロクロ

削り高台

30

瓦質 瓦 軒平 (4.1) (5.2) (2.5)

長石粒微量・赤褐色
胴部に隆線、高台の半円形切込み3個、
内底部外縁に重ね焼き痕

笠間 幕末明治[11.4] (8.6) (256)
ロクロ

削り高台
外面鉄釉

外面：鉄釉
内面：無釉
見込：穿孔

近世唐草江戸式 在地 江戸中期 1

79 1KHD 6 瓦質 瓦

(35)
顎部型作

り
燻焼一部銀化

外面：
内面：
見込：

石英・長石粒微量・黒色
砂粒中量、やや粘土質

型横線に添って数字が刻印 明治5 (7.1) (51)
合せ型作

り
淡青透明

外面：１～12型刻印
内面：
見込：

江戸後期

78 1KHD 5

20

80 1KHD 7 ガラス 計量瓶か ２段円筒 －

燻焼
外面：ヨコナデ
内面：ヨコナデ
見込：

黒色砂粒少量 面取左桟瓦 在地桟瓦 (19.4) (11.7) (3.6) (515) 型作り

82 2 磁器 碗 丸 [8.6]

粘土紐
ロクロ

外面：
内面：
見込：

長石粒少量・黒色砂粒少
量、砂質

内湾81 1 瓦質 鍋 樽型 [30.0] － (6.9) (84)

畳付無釉 長石に黒色微砂粒微量
梅花文を縦に2花と1花を交互に配し、
青呉須を下に青黒色の呉須を乗せてい
る。

七面か
1835～
1875

[3.4] 5.6 (43)
ロクロ

削り高台
染付

透明釉

外面：梅花文
内面：染付線
見込：不明

肥前

30

在地 幕末明治 1

30

83 3 磁器

10

85

猪口 面取り [6.8] [3.0] 4 (39)

桟瓦 [18.2]

外面：雲文・桧垣文
内面：
見込：

口縁部無釉
磁器土の黒色微砂粒中
量、淡灰白色

無高台 七面か
1835～
1875

[14.0] [13.0] 7 (58)
ロクロ

底部ヘラ
削り

染付　透明釉
乳白色

50

84 Ⅱ区 2KHD 4 磁器 段重
染付丸段

重

ロクロ
削り高台

型紙摺絵
透明釉

外面：桐雲龍文
内面：
見込：

畳付無釉 長石に黒色微砂粒微量 ロクロ成形後8面取り

内面滑り止め櫛目
長石粒微量・黒色細砂粒
少量、やや粘質

在地 30Ⅱ区 2KHD 5 瓦質 瓦 江戸後期[12.9] 2.2 (564)
型作り
隅切り

燻焼
テカリ有

外面：ミガキ
内面：ナデ
見込：

現存3面を7㎜擦切り下面は未調整
未製品か 20

87 2KHD 7 鉄製 不明 板状

(106) 擦切整形
外面：
内面：
見込：

砂岩86 2KHD 6 石製 温石 直方体 (6.6) (6.3) (2.5)

53.5 (139)
紐作り
ロクロ

黒色
外面：
内面：
見込：

89 3KHD 1 瓦質 鍋 浅型 [19.6] [18.6]

外面：
内面：
見込：

一方に穿孔があり、他方は幅が広く、
厚さも増している。

明治以降(21.6) (1.7) (0.4) (41)

― 18.6 (13.5) (1310)
紐作り
ロクロ
接合

外面黒色　内面地色90 3KHD 2 瓦質 焜炉 二重構造

長石粒・黒色砂粒少量、
金雲母微量、胎土暗赤褐
色

底板に粘土紐を積上げロクロ仕上げ、
底部敷物圧痕

在地 幕末明治

内面に「魚本店の商標」高台部外面呉
須雷文、内定面に呉須手描きで□に内

瀬戸 15

92 3KHD 4 磁器 酒盃 薄手酒杯

(11)
ロクロ

削り高台
内面文字に透明釉
高台部呉須雷文

外面：
内面：文字
見込：□に内か

畳付無釉・高台内
透明釉

白色　黒色微砂粒微量・
テカリ有

30

91 3KHD 3 磁器 酒盃 薄手酒杯 [6.4] 2.4 2.6

外面：
内面：
見込：

石英量微量、長石粒・黒
色砂粒少量

内部構造は粘土紐接合後布を当てナデ
ている、外部構造は粘土紐接合後ロク
ロ整形、接合は内部の円形部分成形後

在地

40

93 3KHD 5 磁器 小杯 端反 [6.9] 2.9 4.1

外面：
内面：文字
見込：

畳付無釉・高台内
透明釉

白色　黒色微砂粒微量、
光なし

内面に「磯浜　味噌」内定面に呉須手
描きで〇に中

美濃[6.8] 2.2 2.5 (14)
ロクロ

削り高台
内面文字に透明釉
高台部呉須雷文

外面口縁部と下端に線 瀬戸
明治後半
～大正

不良品、汽車
土瓶の猪口か

50(29)
ロクロ

削り高台
コバルト染付

透明釉

外面：草文
内面：
見込：

畳付無釉・高台内
透明釉

白色　黒色微砂粒微量、
光やや有

畳付無釉・高台内
透明釉

白色　黒色微砂粒微量・
テカリ有

成形後口縁から底部まで書落とし劃落
し、背面に楼閣山水文と文字、高台内
に文字

瀬戸
明治後半
～大正

3.1 4.1 (50)
ロクロ

削り高台
コバルト染付

透明釉

外面：楼閣山水文
内面：
見込：

明治後半
～大正

70

95 3KHD 7 磁器 小杯 端反 6.2

銅版摺絵
透明釉

外面：花文
内面：
見込：

畳付無釉・高台内
透明釉

白色　黒色微砂粒微量・
テカリ有

コバルト釉銅版摺絵 瀬戸端反 [6.6] 3.7 4.5 (59)
ロクロ

削り高台

80

94 3KHD 6 磁器 小杯

(97)
ロクロ

削り高台

底部が厚く重い。 肥前 明治前半 80

97 3KHD 9 磁器 小杯

(86)
ロクロ

削り高台
染付

透明釉

外面：魚貝文
内面：
見込：

文様を線描きし濃
絵・碁笥底で無釉

白色　黒色微砂粒微量・
淡褐色土微量・テカリ無

96 3KHD 8 磁器 小杯 丸形 7.5 3.4 3.4

白色　黒色微砂粒微量、
光やや有

器厚が厚い。 瀬戸 明治前半 804.3 (97)
ロクロ

削り高台
銅版摺絵
透明釉

外面：文人墨客文
内面：
見込：

文人墨客を転写
し、口縁部は1重転
写、畳付無釉

明治前半 90

98 10 磁器 小杯 腰丸端反 7.6 3.6

染付
透明釉

外面：魚貝文
内面：
見込：

文様を線描きし濃
絵・碁笥底で無釉

白色　黒色微砂粒微量・
淡褐色土微量・テカリ無

底部が厚く重い。 肥前丸形 7.6 3.8 4

不良品、汽車
土瓶の猪口か

90
外面：
内面：
見込：

飛鉋、書落し風、
底部渦巻削り無釉

白色　黒色微砂粒微量、
光なし

底部が厚く重い。 瀬戸
明治後半
～大正

7.4 2.7 3.6 (82)
ロクロ

削り高台
飛鉋

青磁釉
99 3KHD 11 磁器 小杯 丸形

3.2 4.3 (896)
ロクロ

削り高台
押印文　透明釉

外面：遊興文
内面：
見込：

美濃
明治後半
～大正

子供用飯碗 80

101 13 磁器 碗 飯碗 9.8

ロクロ
削り高台

押印文　透明釉
外面：獅子親子文
内面：
見込：

親獅子2頭は同印・
子獅子2頭は別印

白色　黒色微砂粒微量、
光なし

子供用飯碗100 12 磁器 碗 飯碗 9.4 3.9 4 (97)

肥前 子供用飯碗 90

103 15 磁器 碗 飯碗 11.2 3.8

ロクロ
削り高台

型紙摺絵　透明釉
外面：唐子遊興文
内面：松文
見込：

唐子遊興文と波文
対が3枚貼りが1枚
は唐子絵が半分切
れている。

白色　淡褐色粒微量・磁
器土

内面は松とミジンコ唐草が1枚の3枚貼
り

80

102 14 磁器 碗 飯碗 10.1 3.1 4 (91)

扇遊興文・六菱花
文組、半切扇遊興
文と六雷文

白色　黒色微砂粒微量、
光なし

子供用飯碗 美濃
明治後半
～大正

子供用飯碗

9.1 1.8 3 (64)
ロクロ

削りツマ
ミ

染付ペン描き
透明釉

白色　黒色微砂粒微量、
光なし

内面口縁耀楽文2枚半貼り 美濃 大人用飯碗 80

104 16 磁器 蓋 碗蓋

4.2 (117)
ロクロ

削り高台
型紙摺絵　透明釉

外面：菱雀文
内面：耀楽文
見込：

菱雀3羽に松葉花文
対の2枚半貼り、高
台にアルミナ付着

ロクロ成型で4か所縦に押圧し、把手と
注口を接合している。茶漉しは1+６、
体部下端と上底の底部は無施釉

会津本郷
明治～
大正

90

106 18 磁器 鉢 筒形蓋付

(186)
ロクロ

底部上底
染付　透明釉

外面：船遊興漢詩文
内面：
見込：

呉須で柳の下に船
と人物を描く。

灰白色に黒色微砂粒微
量、磁器土、テカリ無

100

105 17 磁器 急須 ペコカン 6.8 6.6 8.7

外面：芭蕉文
内面：雷文
見込：波頭文

ペン書濃絵
白色　黒色微砂粒微量、
光なし

蓋見込みに「□に吉」銘 肥前
1820～
1860

80

107 19 ガラス ビン 商標ビン ― 4.3 (9.0)

外面：松葉・実文
内面：
見込：

下端は複合連弁を3
枚貼り

灰白色に黒色微砂粒微
量、磁器土、テカリ無

口唇部無施釉、畳付無施釉 会津本郷
明治～
大正

10.7 8.2 8.1 (327)
ロクロ

削り高台
銅版摺絵　透明釉

10― (7.4) (6.1) 型作り 乳白色
外面：
内面：
見込：

縦に「御用御油所」「水戸小泉製」 不明 90

108 20 ガラス ホヤ ラッパ状 [9.8]

(93) 型作り 透明
外面：
内面：
見込：

発砲

(10.5) (0.8) (159) 型作り 錆化
外面：
内面：
見込：

109 21 鉄製品 火受け 円型 (8.5)

頸部から口辺部、「く」の字状の頸部
に凸体を持ち外反する。

不明

不明

111 Ⅱ区 1KMS １‐１ 瓦質 壷蓋 被せ蓋

型作り 錆化
外面：
内面：
見込：

断面は一方が平で一方がやや丸くなっ
ている。

30

110 22 鉄製品 不明 板状 (233) (1.9) (0.3) (58.4)

不明
明治～
戦前

黒色
外面：
内面：
見込：

80

112 Ⅱ区 1KMS １‐２ 瓦質 壷 無頸壷 11.6

外面：
内面：
見込：

石英粒微量・長石粒多
量、砂質、針状鉱物微
量、濃茶褐色土

甲部を下に粘土板に受部に粘土紐を接
合し、返り部はヨコナデ、甲部はヘラ
削り

在地 明治15.9 14.7 2.5 (218)
紐作り
ロクロ

黒色

石英粒微量・長石粒多
量、砂質、針状鉱物微
量、濃茶褐色土

甲部を下に粘土板に受部に粘土紐を接
合し、返り部はヨコナデ、甲部はヘラ
削り

在地 明治 402.2 (279)
紐作り
ロクロ

黒色
外面：
内面：
見込：

99

113 Ⅱ区 2KMS ２‐１ 瓦質 壷蓋 被せ蓋 16.2 12.8

石英粒微量・長石粒多
量、砂質、針状鉱物微
量、濃茶褐色土

底部粘土板に5段紐作り、体部上半はヨ
コナデ、下半は2段ヘラ削り、底部外周
ヘラ削り

在地 明治13 8.7 (866)
紐作り
ロクロ

明治 99

115 Ⅱ区 1KHS 1 瓦質 瓦 右桟瓦

黒色
外面：
内面：
見込：

石英粒微量・長石粒多
量、砂質、針状鉱物微
量、濃茶褐色土

底部粘土板に5段紐作り、体部上半はヨ
コナデ、下半は2段ヘラ削り、底部外周
ヘラ削り

在地無頚壷 11.8 12.7 8 (798)
紐作り
ロクロ

114 Ⅱ区 2KMS ２‐２ 瓦質 壷

燻焼　黒色
外面：
内面：
見込：

20

116 Ⅲ区 2KST 1 瓦質 鍋 平形 [36.0]

外面：ナデ滑か
内面：荒い撫で
見込：

石英粒微量・長石粒少
量・黒色砂粒少量・やや
粘土質

各端部をナデ仕上げ 在地 明治[9.5] [12.5] 3.7 (281) 型作り

黒色微砂粒微量、やや粘
土質、淡灰褐色

外面中位と内面突起上端に重ね焼痕が
ある。

瀬戸
1835～
1875

401.2 (65)
ロクロ

受部接合
外面上半と内面鉄
釉・鉄釉薄い。

外面：
内面：
見込：

10

117 Ⅲ区 2KST 2 陶器 灯明皿 下皿 [11.0] 5.1

石英粒微量・長石粒多
量、黒色砂粒少量、砂
質、淡赤褐色土

内外面ヨコナデ、ザラツキあり。 在地 幕末明治－ (3.9) (118)
紐作り
ロクロ

鋳型整形
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製作地
成形
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重量№ 工区 遺構名
出土
位置

材質 器種

Ⅲ区 明治

Ⅲ区

Ⅲ区 1KHD

Ⅲ区 1KHD

Ⅲ区 1KKA

Ⅲ区 1KKA 明治

Ⅳ区 1KID 明治

Ⅳ区 1KID 戦後

Ⅳ区 1KID 戦中

Ⅳ区 1KID 戦後

Ⅳ区 1KID 大正

Ⅳ区 1KID

Ⅳ区 1KID

Ⅳ区 1KID

Ⅳ区 1KID 831224

Ⅳ区 1KID

Ⅳ区 1KID

Ⅳ区 1KID

Ⅳ区 1KID

Ⅳ区 1KID

Ⅳ区 1KID

156 Ⅱ区 1KHD 8 土製品 煉瓦 直方体 22.8 10.7 6.5 (2350) 明赤褐色
石英・長石
白色粒子

押印側、逆側共各隅は丸味を帯びる。
押印側は枠型より僅かに上面でへら削
りしている。逆面には縦方向の亀裂が
見られる。

果樹園 95

157 Ⅱ区 2KHD 8 土製品 煉瓦 直方体 [19.5] 11.6 5.6 [1763] 淡橙色
石英・長石粒を含む　砂
粒が大量

押印面はヨコナデ、多面は型抜きで未
調整、横短面の片方には使用時の接合
の為の径1.1㎝の半円形の凹面が作られ
ている、、重量も普通煉瓦より重い耐
火煉瓦である。

孤 80

158 Ⅱ区 3KST 9 土製品 煉瓦 直方体 [16.4] 10.4 5.5 (1452) にぶい橙色
石英・長石

白色粒子多量
胎土中に隙間がある。 瓢箪２ 60

159 Ⅳ区 6KST 1 土製品 煉瓦 直方体 22.2 11.5 5.9 (2355) 淡灰褐色
石英・長石・白色粒子・
黒色砂粒少量

押印面ナデ、逆位面枠板状の圧痕と大
きな石の披裂痕の上面をナデ、胎土は
緻密で薄い粘土を下端に詰め、次に隅
に粘土を押し付け、その上に粘土を押
圧している。

KANTOU 95

明治20年
代

5

119 Ⅲ区 2KST 4 軟質陶器 香炉蓋 3孔透かし

鉄絵に化粧土刷毛塗
透明釉

外面：鉄絵刷毛塗
内面：透明釉
見込：

長石粒微量・黒色微砂粒
多量・良質土

受部と体部下端は無施釉 益子撚り耳 [13.7] － (6.3) (64)
ロクロ

撚り耳後
接合

118 Ⅲ区 2KST 3 陶器 土鍋

鉄釉茶色に灰釉流し
外面：
内面：
見込：

5

120 Ⅲ区 2KST 5 陶器 甕 体部下半 －

外面：
内面：
見込：

粘土質、軟質陶器
ツマミは頂部に沈潜があり、円形の穿
孔がある、体部との境に9個の円形刺突

京焼 江戸－ 2.7 (5.2) (40)
ツマミ貼

付け
2次火熱を受釉調不
明

長石単味・黒色日砂粒微
量、ややガラス質

高台が低く、高台脇に呉須二重圏線、
内底に呉須一重圏線

七面か
1835～
1875

胎土は町田の
磁土

20(4.0) (110)
ロクロ

削り高台
染付　透明釉

外面：草花文
内面：
見込：

畳付無釉

20

121 Ⅲ区 2KST 6 陶器 碗 丸椀 [10.0] 4.6

長石粒少量・黒色砂粒少
量、均一な砂質土

高台外面は「八」の字に開き外端はヘ
ラ削りし内傾し、接地面は1.5㎝、底部
内は3㎜削り込んでる。

七面か
1835～
1875

土は小砂陶土12.2 (14.1) (861)
ロクロ

削り高台

1668～
幕末

100

123 Ⅲ区 1KHD 1 陶器 湯呑茶碗 拳骨手

外面：
内面：
見込：

表ー寛永通寳　背ー十一波紋　「八」
貝寳・十一波紋で一文銭

江戸寛永通宝 2.8 0.7 0.11 4122 Ⅲ区 2KST 7 銅製品 古銭

外面鉄釉内面糠白釉
に銅緑釉流し

外面：
内面：
見込：

馬繋文・九葉
文（相馬藩家
紋

70

124 Ⅲ区 1KHD 2 陶器 捏鉢 23.3

外面：馬繋文・九葉文
内面：
見込：馬文

型に外面に馬繋文
と九葉文、内底面
に馬文、畳付無釉

灰白色の粘土に黒色砂粒
多量

底部と体部を２分割の型作り 相馬焼 幕末明治7 3.6 6.2 (96)
合せ型作
り

透明釉

淡褐色粘土に長石粒微量
高台外面は「八」の字に開き外端はヘ
ラ削りし内傾し、接地面は1.3㎝、底部
内は5㎜削り込んでる。

七面
1635～
1875

10[10.8] (328)
ロクロ

削り高台

外面：
内面：
見込：

内面櫛目部は薄い
鉄釉、櫛目は15
本、内底面・害底
面焼台痕

80

125 Ⅲ区 1KHD 3 陶器 擂鉢 [27.6] [13.0]

底部アルミナ、外
面鉄釉は小砂、内
面糠白銅緑釉は松
岡

淡褐色粘土に長石粒微量
高台外面は「八」の字に開き外端はヘ
ラ削りし内傾し、接地面は1.5㎝、底部
内は2㎜削り込んでる。

七面
1635～
1875

松岡焼、日棚
の土

12.7 14 (767)
ロクロ

削り高台

幕末明治 70

127 Ⅲ区 1KHD 5 磁器 紅猪口 平型

金彩橋・白盛に赤差
し桜

外面：
内面：
見込：

底外面に布目 長石日砂粒少量、良質土
型作り接合ヨコナデ後把手と注口接
合、茶漉し穴は1＋7＋13＋19＋25、把
手下部に「万古」押印

四日市万
古

急須 [7.5] 5.2 (6.1) (111)
上下の合
せ型

126 Ⅲ区 1KHD 4 炻器 万古

コバルト染付透明釉
外面：草文
内面：
見込：

80

128 Ⅲ区 1KHD 6 磁器 紅猪口 平形 7.8

外面：
内面：
見込：

退部・底部とも無
施釉

長石微砂粒多量・黒色砂
粒微量

底部が低く小さい。 肥前 1850年～7 2 1.7 (31)
型作り外
面唐草文

内面と口縁部透明釉

黒色微砂粒微量・淡褐色
粒美朝、乳白色

瀬戸
明治後半
～大正

704.4 (49)
ロクロ

削り高台
墨絵濃クローム釉

白菊盛

外面：浜千鳥
内面：
見込：

内面と底部内面透
明釉、畳付無釉

90

129 Ⅲ区 1KHD 7 磁器 小杯 端反り [6.2] 2.7

畳付無釉 白色 高台の削りが深い。 瀬戸 明治2.4 2.4 (50)
ロクロ

削り高台

明治大正 70

131 Ⅲ区 1KHD 9 磁器 飯椀 平椀

コバルト選描き濃絵
透明釉

外面：抽象文□紀
内面：
見込：

底部削り出し碁笥
底無釉

黒色微砂粒微量・乳白色 文字「□紀礼」 肥前丸 [7.8] [3.2] 3.5 (19)
ロクロ削
り碁笥高
台

130 Ⅲ区 1KHD 8 磁器 小杯

90

10 ガラス ホヤ ラッパ状 [8.6]

外面：唐草
内面：唐草
見込：唐草

内外面とも型紙3枚
合せ、内外でずれ
ている。畳付無釉

黒色砂粒微量・乳白色 底部内面透明釉 美濃 明治11.5 4 5.1 (129)
ロクロ

削り高台
コバルト型紙摺絵

透明釉

1004.6 25 型作り 透明
外面：
内面：
見込：

1

133 Ⅲ区 1KHD 11 ガラス 瓶 円筒 2 3

後編部に凸帯がある。 不明 明治大正― [4.3] (25) 型作り 乳白色
外面：
内面：
見込：

132 Ⅲ区 1KHD

1 1.2 2.8 4 型作り 透明134 1KHD 12 ガラス 瓶 円筒

気泡あり
口縁ゆがみ、底面の厚さ均一でない、
底部と体部を接合、底部外面に「脇
田」の型印刻あり

不明 明治

内側に「18K」の刻印あり 不明 明治大正 100

136 14
木製品

イスノキ
算盤玉 円形

(6) 型作り 金色
外面：
内面：
見込：

18K

100

135 1KHD 13 金製品 指輪 円環 2.1 － 0.6

外面：
内面：
見込：

気泡有り 口縁歪み、縦2分割型 不明

外面：
内面：
見込：

木質無垢　正目1.65 － 5.4 0.2

(2.8) 0.7 (8.1)
外面：
内面：
見込：

137 15 木製品 角膳 脚部 (7.8)

－ [8.4] (138)
粘土紐
ロクロ

外面黒色　内面火熱
を受けて淡灰褐色

外面：
内面：
見込：

138
1

瓦質 焜炉 円筒 [22.6]

瀬戸 99

141 1 磁器 蕎麦猪口 円筒 [6.2] [4.4]

ロクロ
削り高台

型紙摺絵　透明釉
外面：波文に丸文
内面：口縁耀楽文
見込：

内外面とも型紙3枚
合せ、合せは内外
でずれている。畳
付無釉

白色でやや光有 平形で削り高台は外底より深い。

1

139 2 磁器 飯碗 平形 11.4 3.4 4.3 (145)

長石微砂粒多量・黒色砂
粒中量、砂質

口縁内部に受部があり、2重構造で内部
が燃焼部になる。外部の焚口は楕円に
なる。

在地 幕末明治

－ [6.0] [3.6 (16) 型作り
プリント染付

透明釉

灰白色に黒色微砂粒微
量、光有

扇散し文に口縁鉄紅、下端にコバルト
二重圏線

瀬戸 30

142 2 磁器 湯呑茶碗 筒

5.8 (25)
ロクロ

削り高台
コバルト染付

透明釉

外面：扇文
内面：
見込：

低い高台・内面と
も無釉

美濃 20

144 4 磁器 皿 平皿 [14.8] [9.0]

型作り
プリント染付

透明釉

外面：山水文
内面：波文
見込：

口縁：菱、体部：
山水文・福寿禄、
下端：波文、畳付
無釉

白色　黒色微砂粒微量、
光なし

底部内面「東場□　平八□」

5

143 3 磁器 飯茶碗 平型 [11.0] [5.0] 6.1 (54)

外面：
内面：
見込：

白色・光なし
ゴム印赤「那珂町後台　寺門自転車店
TEL(8）4325」

美濃 昭和40年以前

[22.0] － [23.0] (798) ロクロ
コバルト染付

透明釉

白色　黒色微砂粒微量、
光やや有

美濃 20

145 5 磁器 火鉢 筒形

1.9 (36) 鋳込み
5棟単位のプリント

貼付け透明釉

外面：
内面：塔
見込：

美濃
明治後半
～大正

内面の灰は珪
酸が含まれ固
化している。

10

147 7 ガラス ビン 円筒 －

ロクロ
コバルト染付

青磁釉

外面：瓢箪宝文雷文
内面：
見込：

瓢箪の首に縄結び
を蝋抜している。

白色　黒色微砂粒微量光
なし

内面ロクロ櫛目明瞭

5

146 6 磁器 火鉢 筒形 － [22.6] [15.8] (2118)

外面：山水文
内面：
見込：

白色　黒色微砂粒微量、
光なし

口縁部角折り返し、内面ロクロ櫛目明
瞭

美濃

90

148 8 スチール 缶 円筒 13.2 5.6 － 51

肩部文字　「CALPIS　カルピス」　下
端　「正　633ml」型毎に分割

戦後7.6 (19.1) (459) 型作り 濃茶色
外面：
内面：
見込：

型合せ・上下圧接
(マックスコーヒー　MAXCOFFEE　コー
ヒー飲料　ミルク入り」

利根ソフ
トドリン
ク（株）

T

昭和58年 1005.3 － 46 型合せ 転写印刷
外面：
内面：
見込：

カルピス
食品工業
株式会社

810106 昭和56年 100

149 9 スチール 缶 円筒 13.5

型合せ 転写印刷
外面：
内面：
見込：

型合せ・上下圧接
(ミルク入りCOFFEEコーヒー　(コー
ヒー飲料　カルピスｋｋ

100

151 11 真鍮 鍵
縦ロック

式
6.9 3.9 1.33 118

黒色微砂粒少量、白雲母
多量、粘土質

無文の瓦当に丸瓦を接合、接合部に補
助粘土を指ナデしている。

新治 昭和初期 丸瓦部欠14.5 2.4 (649) 型作り 黒色
外面：
内面：
見込：

150 10 瓦質 瓦 軒丸瓦 (5.6)

－ (6.3) (65) 鋳型
外面：
内面：
見込：

株式会社
アルフャ

1955～
1981

昭和30年～
昭和56年

100

152 12 鉄製 土瓶 溜付注口 －

型合せ
外面：
内面：
見込：

(ALPHA(NO1000－40M/M

不明
明治後半
～戦前

99

154 14 鉄製 火受け 2.6

鋳型
外面：
内面：
見込：

周環に「U」字状の凹面を入れ、中央を
穿孔している。

1

153 13 鉄製 滑車 円型 9.1 内1.3 2 215

体部と別に鋳型で製造し接合してい
る。

不明 大正以降

100

155 15 鉄製 錘 棒状 40.1 5.2 5.6 4900

上面は平坦で両端が幅広になり、下端
は弧状に垂れ、断面は深いU字状になっ
ている。ストーブの火受けである。

不明
明治後半
～戦前

複数本並べて
使用する。

2.7 5.6 501 鋳型
外面：
内面：
見込：

不明
明治後半
～戦前

汽車の気圧を
制御する錘か

100鋳型
外面：
内面：
見込：

円柱で天を板状にし坊主円頭で穿孔し
ている。
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160 Ⅳ区 1KID 16 土製品 煉瓦 直方体 22 10，3 5.4 (2160) 橙色
石英・長石
白色粒子

押印側の各隅は鋭角で反対側は僅かに
丸味を帯び一部に粘土の反返りが見ら
れる。押印側に条線が見られる。横方
向に焼成時の割れがある。

瓢箪１ 95

161 Ⅳ区 1KID 17 土製品 煉瓦 直方体 22.8 11.1 5.9 (2200) 橙色
石英・長石・白色粒子・
黒色粒子少量含み粘土は
緻密

1に同じ。押印側に6.4㎝幅の条線が見
られる。下面にも逆方向の条線が見ら
れる。乾燥時に交互に置いた可能性が
ある。

扇 90

162 Ⅳ区 1KID 18 土製品 煉瓦 直方体 23.4 10.3 5.9 2375 明赤褐色
石英・長石
白色粒子

外面にモルタルが付着、焼歪み明瞭、
押印面は型枠より上面でナデ、逆側に
は枠板の条線が見られる。焼歪みは横
方向、縦方向に見られる。

菱2 100

163 Ⅳ区 1KID 19 土製品 煉瓦 直方体 [19.9] 10.4 5.8 (1940) 赤色
石英・長石
白色粒子

モルタル付着、押印側、逆側共丸味を
帯びる。押印側ナデ、逆位側器面荒れ
るも軽いナデ

正田 80

164 Ⅳ区 1KID 20 土製品 煉瓦 直方体 22.2 9.8 5.8 (2300) 黒褐色
石英・長石・白色粒子

黒色砂粒微量

モルタル付着、焼歪み、焼斑有、幅が
やや狭い、押印側隅鋭角、逆位側丸味
を帯びる。

長方田 95

165 Ⅳ区 1KID 21 土製品 煉瓦 直方体 22.3 10.6 5.8 2300 赤色
石英・長石
白色粒子

モルタル付着、押印面と横方向に亀裂
が入る、押印面、逆位側共に軽い撫
で、側面に焼成時の重ね焼き痕があ
る。

三葉束 100

166 Ⅳ区 1KID 22 土製品 煉瓦 直方体 22.7 11.1 6 (2272) 橙色
石英・長石
白色粒子

押印側、逆側共綺麗なナデ仕上げ 井桁 95

167 Ⅳ区 1KID 23 土製品 煉瓦 直方体 22.5 11 6 (2234) 明赤褐色
石英・長石・

白色粒子・針状鉱物

モルタル付着、押印はないが製造段階
では他例から各隅が鋭角方が上面、丸
味を帯びる方が下面である、上面はナ
デ、粘土塊の亀裂が見られる、側端は
未調整

無文 95

168 Ⅳ区 1KID 24 土製品 煉瓦 直方体 22 10.9 6.2 (2278) 橙色
石英・長石
白色粒子

焼成時の重ね焼きによりS字状に焼歪み
火表には焼台の粘土塊と煉瓦の一部が
溶着している、型枠内は未調整、下面
はへら削り、火表には自然釉で光沢が
ある、赤褐色

無文 95

169 Ⅳ区 1KID 25 土製品 煉瓦 直方体 [13.8] 10 6.3 (860) 橙色
石英・長石
白色粒子

図上の上下面は縮れ目、左側端、上側
端は未調整、右側端はやや荒れてい
る、機械成型

不明 30

170 Ⅳ区 1KID 26 土製品 煉瓦 直方体 (10.8) [9.8] 7.1 (981) 赤色
石英微量・長石粒を多量
に含む砂質土を練混であ
る。

上下面と右側面の一部である。上面と
右側面は未調整、下面はへら削り、厚
みのある耐火煉瓦

不明 20

171 Ⅳ区 1KID 27 土製品 煉瓦 直方体 [13.8] [10.0] 5.6 (817) 橙色
石英・長石・白色粒子・
黒色砂粒大き目微量

押印側ナデ、逆位側亀裂あるも軽いナ
デ

須藤藤吉
煉瓦製造

所
梅鉢文 60

172 Ⅰ区 一括
一括
２

土製品 煉瓦 直方体 22.9 11 5.8 2200 橙色
石英・長石・白色粒子・
胎土に黒色砂粒を少量含
み緻密

押印側の器面は綺麗であるが、逆面は
器面が有れている、押印は管状

〇 90

173 Ⅰ区 一括
一括
３

土製品 煉瓦 直方体 [19.2] 10.7 5.6 (1758) 明赤褐色
石英・長石・白色粒子・
胎土に黒色砂粒を含み緻
密

4に同じ。押印側は長軸方向の削り、逆
面は粘土塊の亀裂が見られ荒れてい
る。押印内には涙目状の凸体が僅かに
観察される条線から追刻か傷の可能性
がある。

〇3珠文 70

174 Ⅰ区 一括
一括
４

土製品 煉瓦 直方体 [17.1] 11 5.9 [1631] 橙色
石英・長石・白色粒子・
黒色砂粒微量緻密、粘土
層状

押印側隅鋭角、逆面僅かに丸味、横面
に焼成時の重ね焼きの窪みがある。

〇組紐 70

175 Ⅰ区 一括
一括
５

土製品 煉瓦 直方体 [18.9] 10.6 5.5 [1616] 赤褐色

石英・長石・白色粒子・
黒色砂粒をわずかに含
み、隙間があり粘土塊痕
跡明瞭

押印側鋭角、逆側僅かに丸味、押印
側・逆側共粘土塊の痕が見られる。両
面とも焼成時に僅かに膨れている。

三日月 70

176 Ⅰ区 一括
一括
６

土製品 煉瓦 直方体 [20.0] 10.6 5.7 [2048] にぶい赤褐色
石英・長石・白色粒子・
黒色砂粒微量

押印側型枠より上面でヨコナデで隅は
逆側と同じく丸味帯びる、押印側は横
亀裂、逆側は粘土塊の亀裂が明瞭、粘
土塊は下面の両隅に充填した後中央に
粘土塊を押圧している。

菱２ 90

177 Ⅰ区 一括
一括
７

土製品 煉瓦 直方体 21.6 10.6 5.5 2188 赤色
石英・長石
白色粒子

モルタル付着、押印側隅鋭角、逆側丸
味、押印側ナデ、逆側縦の亀裂が入り
器面荒れ、僅かに焼歪み

四角斜線 95

178 Ⅰ区 一括
一括
８

土製品 煉瓦 直方体 [21.3] 11.2 6.1 [2090] にぶい橙色
石英・長石・白色粒子・
黒色砂粒微量、胎土粘質

モルタル付着、押印側隅鋭角、逆側僅
かに丸味、押印面なで、逆側器面荒
れ、軽いナデ

五芒星点 80

179 Ⅰ区 一括 9 土製品 煉瓦 直方体 23.4 11.8 5.9 (2600) 淡茶褐色
長石粒を多量に含む砂質
土練混している。

押印面はヨコナデ、多面は型抜きで未
調整、いわゆる白煉瓦の耐火煉瓦であ
る。

関東化粧
煉瓦

F　３ 90

180
調査
区

一括
一括
５

土製品 煉瓦 直方体 22.2 10.6 5.9 2255 赤褐色
石英・長石粒を含む砂粒
が大量に練混されてい
る。

押印側鋭角、逆側僅かに丸味、押印側
ナデ、逆側器面荒れ縦亀裂、石英・長
石・白色粒子・黒色砂粒少量、胎土緻
密、明赤褐色

灯台 95

181
調査
区

一括
一括
６

土製品 煉瓦 直方体 22.4 10.8 6 2262 赤褐色
石英・長石・白色粒子を
含む。

モルタル付着、押印側と逆側共丸味を
帯びるが、逆側の方が強い、押印側綺
麗な撫で、逆側粘土塊痕あるも、軽い
撫で、上下面に重ね焼きの色斑があ
る、石英・長石・白色粒子・明赤褐色

六葉 100

Ⅱ区

Ⅱ区

Ⅱ区

Ⅱ区 2BMD

Ⅱ区 2BMD

Ⅱ区 2BMD

Ⅱ区 3BMD 幕末明治

Ⅱ区 明治

Ⅱ区

Ⅱ区

Ⅱ区

Ⅱ区

Ⅱ区

Ⅱ区

Ⅱ区

Ⅱ区

外面：
内面：
見込：

182 1ABMD 1 陶器 皿 丸皿 [10.6]

高台は外面を削り込み高く、内面は浅
く中心は厚くなっている。

瀬戸 登窯Ⅲ期
尾呂Ⅲ期

1700～1730
20

184 2BMD 1 陶器 徳利

(82)
ロクロ

削り高台
鉄釉

外面：
内面：
見込：

鉄釉灰釉流し
（尾呂釉）

長石粒・黒色砂粒少量、
粘土質

30

183 1ABMD 2 陶器 碗 尾呂茶碗 ― 5.6 [3.5]

志野釉テカリ有
長石粒・砂粒多量・黒色
微砂粒多量　査七

底部外面削り深い、口縁僅かに外反、
内定面に円錐ピン痕、外底面紐焼台

美濃 大窯Ⅴ期 1585～1610[7.0] 1.9 (38)
ロクロ

削り高台
志野釉底部まで施釉

黒色微砂粒微量、卵殻
色、テカリ無

底部が厚く、内外面と高台内部青磁
釉、畳付青磁釉溶着

肥前 Ⅱ-2 1630～1650 10(3.7 (110)
ロクロ

削り高台
青磁釉
灰被り

外面：
内面：
見込：

畳付無釉

1834～
1874

天保6年～
明治7年

10

185 2 磁器 碗 青磁丸碗 ― 4.6

内外面鉄釉
濃茶色

外面：
内面：
見込：

長石粒・黒色砂粒多量、
砂質土

ロクロ目が細かく、高台部外端は2面の
面取り丸く仕上げている。

七面鉄釉徳利 ― [8.8] (12.9)

5

187 4 磁器 皿 輪花皿 [136] [6.8] 3.7 (85)

金継痕あり
黒色微砂粒少量、テカリ
有

薄い呉須で葉茎を描き、濃い呉須で花
を盛っている。

瀬戸
3段階10小

期
1820～1840― [4.4] (22) ロクロ 染付　透明釉

外面：草花文
内面：
見込：

186 3 磁器 碗
染付端反

碗
[9.4]

皿 [5.4] [4.0] 0.9 (6.0)
ロクロ
糸切

美濃 明治大正 40

188 Ⅱ区 3BMD 1 土師質 カワラケ

ロクロ
削り高台

内型
口紅　透明釉

外面：
内面：
見込：

黒色微砂粒微量微量・乳
白色長石、テカリ無

ロクロ成形後内面菊花文打型整形で口
縁輪花口紅、高台は碁笥底、高台重ね
焼き部釉剥ぎ

長石粒・黒色砂粒少量、
粘土質

受部を接合しヨコナデ 在地 60

190 3BMD 3 土師質 火受け

(3.4) (981)
ロクロ
糸切

外面：
内面：
見込：

江戸後期 30

189 2 土師質 灯明台 受台 ― 5

外面：
内面：
見込：

長石粒微量・黒色細砂粒
少量、褐色

内定面指ナデ 在地

長石粒多量・黒色砂粒微
量・砂質土

底径に対して切離径が7.5㎝と小さい。 在地 幕末明治 瓦屋か 702.4 (160)
ロクロ
糸切

黒色でテカリ有
外面：
内面：
見込：

100

191 3BMD 4 瓦質 皿 浅型 14.6 11.7

外面：
内面：
見込：

長石粒中量、金雲母微量
使用面を型に入れ荒い布状のもので押
圧している、型の深さは5㎜程でヨコナ
デしている、受部は焼けている。

在地円盤状 11.2 ― 1.4

70

193 3BMD 6 瓦質 蓋 土瓶蓋 7.2 ―

外面：
内面：
見込：

長石粒多量・黒色砂粒多
量・砂質・灰赤褐色

やや軟質 在地 幕末明治15.4 9.6 2.9 (258)
ロクロ
糸切

黒色で器面荒れ192 3BMD 5 瓦質 壷蓋 浅型

透明釉　淡灰色194 3BMD 7 陶器 灯明皿 上皿

長石粒少量・石英粒微
量、金雲母微量、赤褐色

受部とツマミを接合、薄手でロクロ技
術上手

在地 幕末明治 源法寺か 503.6 (58) ロクロ 黒色　テカリ無
外面：
内面：
見込：

ロクロ
糸切後ヘ
ラ削り

長石主体の良質土、やや
重い

底部は直の削り出し高台で内定面は浅
い、内定面に楕円に「宮田」の押印

信楽 江戸後期 京焼系 40(2.4) (84)
ロクロ

削り高台
透明釉　淡灰褐色

外面：
内面：
見込：

体部下端から底部
無釉

胎土は小砂半
磁器土

80

195 3BMD 8 陶器 灰釉皿 平形 ― 5.6

外面：
内面：
見込：

内面と口縁外面
透明湯

黒色微砂粒微量、灰白色 外面は体部から底部ヘラ削り 七面
1834～
1874

8.8 3.2 1.9 (61)

20

197 3BMD 10 陶器 鉢 丸形 ― 6.7

外面：
内面：
見込：

ヘラ削りが甘く、
高台畳付が丸い、
透明釉に斑があ
る。

長石粒少量、3㎜大の長
石が混入。

体部内外面の上位に稜がある、内面に
高台径と同径の焼台痕がある。

美濃
18世紀
後半

[16.0] [8.2] 3.8 (95)
ロクロ

削り高台
体部内外面上半と内

定面透明釉
196 3BMD 9 陶器 輪禿皿 平形

口縁部受部体部下端
を除き薄い鉄釉

198 3BMD 11 陶器 行平

長石粒・黒色砂粒多量、
褐色粒少量、砂質土

分厚い底部に対して体部が薄い、砂質
のためロクロ目に砂粒の流れが明瞭

町田
1842～
1869

町田の磁土に
松岡の陶土

20(2.5) (120)
ロクロ

削り高台
斑のある鉄釉

濃茶褐色

外面：
内面：
見込：

削り高台で外面中
位から内外反す
る。

ロクロ
飛鉋

松岡の陶土 70
外面：飛鉋
内面：
見込：

浅目の飛鉋 黒色微砂粒微量、淡褐色
注口は型作りで橋上下端に接合、把手
は剥離し煤が付着、体部下端の無施釉
部に煤、把手が取れても使用

七面
1834～
1874

16 ― (7.6) (236)

(172)
型作り
5孔穿孔

(128)
ロクロ

削り高台
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Ⅱ区

Ⅱ区

Ⅱ区

Ⅱ区

Ⅱ区

Ⅱ区

Ⅱ区

Ⅱ区

Ⅱ区

Ⅱ区

Ⅱ区

Ⅱ区

Ⅱ区

Ⅱ区

Ⅱ区

Ⅱ区

Ⅱ区

Ⅱ区

Ⅱ区

Ⅱ区 江戸

Ⅱ区

Ⅱ区

Ⅱ区

Ⅱ区 江戸

Ⅱ区 江戸

Ⅱ区 江戸

Ⅱ区 江戸

Ⅱ区 4ABMD

Ⅱ区 4ABMD

Ⅱ区 4ABMD

Ⅱ区 4ABMD

Ⅱ区 4ABMD

Ⅱ区 4ABMD

Ⅱ区 4ABMD

Ⅱ区 4ABMD

Ⅱ区 4ABMD

Ⅱ区 4BBMD

Ⅱ区 4BBMD

Ⅱ区 4BBMD

Ⅱ区 4CBMD

Ⅱ区 4CBMD

Ⅱ区 4CBMD

長石釉多量・黒色砂粒微
量・砂質で淡黒色

受部は斜上方で施釉、外体部下半はヘ
ラ削り

七面
1834～
1874

松岡の胎土 407.9 (74) ロクロ
体部下半を除き土灰
釉

外面：
内面：
見込：

型抜き耳を接合、
固定用に足があ
る。

199 3BMD 12 陶器 土鍋 [15.0] [8.6]

小砂の磁土
釉薬も小砂か

5

201 3BMD 14 陶器 土瓶 算盤玉形 7.6 ―

外面：
内面：
見込：

内外面ヘラ整形
黒色微砂粒微量・褐色粘
土少量

受部は平、半磁器 七面
1834～
1874

[19.4] ― (5.7) (459) ロクロ
内面濃黒褐色手鉄
釉、外面黒褐色鉄釉

200 3BMD 13 陶器 土鍋

鉄釉鮫肌
濃茶褐色

202 3BMD
15‐
１

陶器 蓋
鮫肌土瓶

蓋

黒色微砂粒多量、粘土質
で淡灰褐色

肩部から胴部は丸味を帯び下半は急激
に窄まる。

七面
1834～
1874

松岡の胎土 4010.2 (156)
ロクロ
糸目

外面鉄釉内面鉄錆釉
外面：
内面：
見込：

糸目土瓶で6花弁の
型抜き耳接合

ロクロ

黒色微砂粒多量、砂質、
褐色粘土、淡褐色

耳は山形型抜き 七面
1834～
1874

松岡の胎土 8012.2 (502)
ロクロ

底部上底
鉄釉鮫肌
濃茶褐色

外面：
内面：
見込：

鉄釉鮫肌に表に糠
白釉横方向に流し
掛、裏に鵜の糞釉
流し掛

松岡の胎土 90

203 3BMD
15‐
２

陶器 土瓶 鮫肌土瓶 7.1 7.6

外面：
内面：
見込：

受部とツマミを接
合　鉄釉鮫肌不良

黒色砂粒多量、砂質、褐
色粘土、淡褐色

受部が深く天井が高い。 七面
1834～
1874

6
ツマミ
2.0

4 (104)

小砂磁土 90

205 3BMD 17 陶器 餌猪口 円筒 [4.8] 4.8

外面：
内面：
見込：

受部とツマミを接
合

黒色微砂粒微量・乳白色 甲部外端に稜がある。 七面
1834～
1874

5.2 ― (2.1) (46) ロクロ 甲部銅緑釉204 3BMD 16 半磁器 蓋 青土瓶

焼き締め、火表淡茶
褐色、火裏茶褐色

206 3BMD 18 炻器 擂鉢

黒色微砂粒微量・褐色粘
土少量、灰白色

底部糸切系が小さく外端が外方に張り
出し、内面に亀裂がある、糸切外周窪
んでいる。

瀬戸
18世紀
前半

40(2.3) (18)
ロクロ

底部糸切
体部外面と内面透明
釉

外面：
内面：
見込：

底部糸径が小さく
出尻後押圧してい
る。

底部板粘
土紐輪積
にロクロ

黒色微砂粒微量・乳白色 口縁端部と内面口辺無釉 肥前
18世紀
前半

302.7 (9.0)
ロクロ

削り高台
染付　透明釉

外面：草文
内面：
見込：

畳付無釉・高台内
透明釉

100

207 3BMD 19 磁器 合子 [5.4] [2.8]

外面：
内面：
見込：

体部内面櫛目10本
後口縁部ヨコナデ

３～５㎜大の長石粒多量
口辺は内面１段、外面３段の縁帯が付
く、内面の櫛目はウールマークで使用
のため磨り減っている。

堺 江戸後期30 14 11.6 2600

薄手酒杯
江戸絵付

80

209 3BMD 21 磁器 小杯 高高台 6.3 2.9

外面：
内面：島田娘
見込：

墨線描き紅差し 白色テカリ有 薄手酒杯で上絵付 瀬戸
1780～
1820

6.1 2.5 2.8 (16)
ロクロ

削り高台
透明釉　上絵付208 3BMD 20 磁器 小杯 端反り

染付　透明釉210 3BMD 22 磁器 碗 丸碗

灰白色に黒色微砂粒微
量、磁器土、テカリ有り

高台が高く、外面は口縁から底部まで
濃呉須で緻密な絵が描いてある。

関西系 江戸後期 705 (39)
ロクロ

削り高台
染付　透明釉

外面：業平文　高台波濤
文
内面：瓔珞文
見込：

畳付無釉、高台内
面透明釉

ロクロ
削り高台

濁白色、黒色微砂粒微量
多量、テカリ有

高台が低く薄い。 瀬戸 明治 504.4 (50)
ロクロ

削り高台
コバルト染付

透明釉

外面：花文
内面：
見込：文字

口唇部薄い鉄錆
釉、畳付無釉

30

211 3BMD 23 磁器 碗 端反り碗 8.4 3.3

外面：草文
内面：
見込：

高台幅厚く畳付無
釉

白色　黒色微砂粒微量、
光なし、陶器質

反りの緩い丸碗で器面に貫入が入って
いる。

肥前 幕末明治[9.6] 3.3 4.8 (39)

90
外面：山水文
内面：
見込：文字

内面口縁部と底部
外周に呉須線が
入っている。

黒色微砂粒微量、テカリ
無

底部がやや厚く、貫入が入っている。 美濃
1800～
1840

8.6 3.2 4.2 (92)
ロクロ

削り高台
染付　透明釉　白色212 3BMD 24 磁器 碗 端反り碗

透明釉失透性 肥前
1780～
1810

20

214 3BMD 26 磁器 碗

(60)
ロクロ

削り高台
染付

透明釉

外面：草文
内面：二重呉須線
見込：文字文

畳付無釉・鉄分表
出、高台内透明釉

黒色微砂粒微量、褐色土
微量、テカリ無

213 3BMD 25 磁器 碗 筒丸 [8.2] 3.3 5.4

― (4.7) (29) ロクロ
染付

透明釉

外面：よろけ縞文
内面：工字文
見込：

1841～
1869

町田の磁器土 70

215 3BMD 27 磁器 碗 端反り碗 [12.0]

染付
透明釉

外面：門・梅文
内面：
見込：不明文

外面口縁と底部外
周に呉須一重線、
花文は1個

黒色砂粒少量、磁器土
底部が厚く、高台部が外形、釉薬が流
れている。

町田端反り碗 10.2 3.4 5.9 (141)
ロクロ

削り高台

高台やや高く、底部非常に薄い、呉須
が濃い、焼次痕あり

肥前
17世紀
後半

20

217 3BMD 29 磁器 中皿

(63)
ロクロ

削り高台
染付

透明釉

外面：松竹梅文
内面：波文
見込：松竹梅文

外面波文・松竹梅
文・複弁文、畳付
無釉

白色　黒色微砂粒微量、
テカリ無

5

216 3BMD 28 磁器 丸碗 端反り碗 [10.8] [5.4] 5.9

二重圏線にを斜方
向に画し、よろけ
縞を上下方向から
交互に描く。

黒色微砂粒微量、褐色土
微量、テカリ無

体部片で口縁内面には二重圏線内に
「工字文」を描く。

肥前
17世紀
後半

18世紀
前半

40

218 3BMD 30 土製品 人形 女人 (6.5)

染付
透明釉

外面：梅花文
内面：氷裂梅花文
見込：

畳付無釉　蛇の目
凹形高台、内定面
透明釉

白色　黒色微砂粒微量、
テカリ無

体部下端から高台脇に呉須３重圏線 肥前菊花形 [14.6] 8.7 4.8 (147)
ロクロ
型押し

型作り 黒色銀化219 3BMD 31 土製品 瓦 軒平瓦

後面が剥離してい
る。

長石粒・黒色砂粒微量、
粘土質

剥離面に指頭圧痕が見られる。 505 (2.6) (50)
前後型押
し接合

面が削られている。
外面：
内面：
見込：

長石粒・黒色砂粒多量、
砂質土、黒褐色

肩が「く」の字 七面
1834～
1874

町田の胎土 5(8.7) (896) ロクロ 褐色
外面：
内面：
見込：

50

220 3BMD 32 陶器 窯道具 焼台 (4.7) (8.7)

外面：近世唐草文
内面：
見込：

顎貼付け裏面ヨコ
ナデ

長石粒少量・黒色砂粒少
量、泥質、灰色

江戸式で軒丸瓦の重ねの痕が残る、左
文様区外に〇安の印あり

水戸 天保期(20.2) 27.5 7.6 (1800)

100

222 3BMD 34 金属製品 飾り 糸状 (1.7) 0.09

外面：
内面：
見込：

頭が角、茎が四角 在地 江戸後期(5.7) 0.4 0.4 2.9 緑錆221 3BMD 33 金銅製品 釘

板状 (1.8) 1.3 0.02 (0.3)223 3BMD 35 金製品 飾り

0.09 (0.1以下)
平板状巻

付け
白銀

外面：
内面：
見込：

縞状平板を巻付け
ている。

35と同製品で器物の飾りであろう。

225 3BMD 37 土製品 おはじき

0.02 (0.3) 金色
外面：
内面：
見込：

端部で２孔があり
固定の釘孔であろ
う。

224 3BMD 36 金製品 飾り 板状 (1.8) 1.4

金色
外面：
内面：
見込：

35と同製品で器物の飾りであろう。

100

226 1 瓦質 火消壺 蓋 [24.0] [21.8] 3.6

赤褐色
外面：
内面：
見込：

指紋痕あり
黒色微砂粒微量、粘土
質、赤褐色

算盤玉状 1.8 2.1 0.6 2.1 手び練

39.5 25.8 6.6 (1630)
粘土紐
ロクロ

黒色

内面と外面体部ヨコナデ、下端ヘラ削
り、底部外面は台圧痕

在地 幕末明治 20

227 2 瓦質 内耳土鍋 浅形

(215)
粘土紐
ロクロ

黒色
外面：
内面：
見込：

長石粒少量・黒色砂粒少
量、泥質砂質、灰色

底部に粘土紐焼台痕、内面ピン焼台痕 美濃
1610～
1640

30

229 4 陶器 大鉢
刷毛目大

皿

(896)
ロクロ

削り高台
鼠志野釉、2次火

熱、薄茶色

外面：
内面：
見込：

削り出し高台で外
側が深く内部が浅
く三角形である。

黒色微砂粒微量、粘土質

80

228 3 陶器 皿
鼠志野丸

皿
[14.8] [8.4] 3.1

外面：
内面：
見込：

３耳は手び練で貼
付け指撫で付け接
合し、内面は押圧
で窪んでいる。

長石粒少量・黒色砂粒少
量、泥質、灰色

底部二重、体部3段の輪積み後ヨコナ
デ、押圧の為外面が窪んでいる、底部
には簀子状圧痕がある。

在地 幕末明治

30

230 5 陶胎染付 碗 丸碗 [10.0] ― (4.0)

外面：波刷毛目
内面：横刷毛目
見込：

外面中位と畳付無
釉で上下高台内面
に鉄錆釉

長石粒少量、やや粘土
質、濃茶褐色

口縁端部を外側に丸く折り返し、畳付
外側を斜めに削る、底部の削り込みが
深く高台が高い。

唐津
1690～
1750

[43.0] 14.5 14.2 (2100)
ロクロ

削り高台
白土横刷毛目

[10.0] [4.0] 4.8 (459)
ロクロ

削り高台
染付　透明釉

器壁厚い 町田
1839～
1869

2

231 6 磁器 碗 丸碗

(15) ロクロ
染付　透明釉

灰白色

外面：草文
内面：
見込：

口縁外面呉須二重
圏線

長石粒・黒色砂粒多量、
砂質

内定面窯内灰被り 肥前
1810～

1820年代
10

233 8 磁器 角皿
長方形皿

形

(58)
ロクロ

削り高台
染付　透明釉

外面：氷裂菊花文
内面：氷裂菊花文
見込：

内外面とも氷裂菊
花文畳付無釉

白書、テカリ無

30

232 7 磁器 碗 丸碗 [10.3] 3.9 5

外面：若杉文
内面：
見込：

薄手で畳付無釉、
高台内透明釉

白色、テカリ無 器面は失透性 肥前
1810～

1820年代

3

234 9 瓦質 瓦 丸瓦 (14.1) (10.7) (14.4)

外面：
内面：七宝文
見込：

体部内面型押し文
透明釉、底面桜文
コンニャク蝋抜七
宝文

白色テカリ無 内定面窯内灰被り 肥前 18世紀(長7.2) (短5.5 2.8 (12) 型押し 染付　透明釉

21.2
ツマミ
2.8

4.2 (524)
粘土紐
ロクロ

黒色

縄目は荒い 在地 江戸中期 10

235 1 瓦質 蓋 火消壺蓋

(388) 型作り 灰色
外面：ヨコナデ
内面：縄目
見込：

有段部は粘土を付
け足し、丸川部か
ら幅を減じ、端部
はヘラ削り

長石粒中量、黒色砂粒多
量、泥質、淡灰色

甲部を下にロクロ成形後受部を接合、
天地を変えて雑なヘラ削りに、型押し
13菊花のツマミを接合している。

七面
1834～
1874

町田の胎土 100

237 3 陶器 大甕

(84) ロクロ 鵜の糞釉　斑青
外面：
内面：
見込：

透明釉に鵜の糞釉
を混ぜている。

石英粒微量、長石粒多
量、淡褐色

源法寺か 80

236 2 陶器 蓋 土瓶蓋 6 ― 3.5

外面：
内面：
見込：

石英粒微量、長石粒多
量、砂質、淡褐色

甲部を下に粘土板、輪積み2段で成形し
ロクロ整形している、ツマミはボタン
状で回転ナデで接合している。

在地 幕末明治

1

238 1 土師質 カワラケ 皿形 [5.4] 4.4 1.0

外面：
内面：
見込：

長石釉多量・石英粒微
量、淡茶褐色

口径60㎝越える大型の壷で口縁が「Tの
字状で外口唇が短く高い。

常滑
17世紀
後半

(9.1) (282) ロクロ
焼き締め　自然釉

茶色～黄褐色

[8.8] [6.0] 1.9 (14)
ロクロ
糸切

淡赤褐色

内定面と周縁が窪む、底部から体部が
丸い。

在地 幕末明治 40

239 2 土師質 カワラケ 皿形

(12)
ロクロ
糸切

淡褐色
外面：
内面：
見込：

内定面凹面・へそ
カワラケ

石英粒・長石粒・金雲
母・白色針状物質微量や
や砂質、淡褐色

外面体部下半に稜があり、僅かに外反
する。

在地 幕末明治 30(38)
ロクロ
糸切

黒色、口縁部油煙
外面：
内面：
見込：

やや硬質でロクロ
目が明瞭

器面荒れ不明瞭

20

240 3 瓦質 カワラケ 皿形 [10.4] [6.4] 2.0

外面：
内面：
見込：

やや硬質でロクロ
目が明瞭

長石微砂粒極微量
外面体部下半に稜がある。底部は僅か
に凸状

在地 幕末明治

－174－
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法量(㎝） 装飾

胎土色・夾雑物 印・銘　墨書　技法・形態
推定

製作地
成形
調整

重量№ 工区 遺構名
出土
位置

材質 器種

Ⅱ区 4CBMD

Ⅱ区 4CBMD

Ⅱ区 4CBMD

Ⅱ区 4CBMD

Ⅱ区 4CBMD

Ⅱ区 4CBMD

Ⅱ区 4CBMD

Ⅱ区 4CBMD

Ⅱ区 4CBMD

Ⅱ区 4CBMD

Ⅱ区 4CBMD

Ⅱ区 4CBMD

Ⅱ区 4CBMD

Ⅱ区 4CBMD

Ⅱ区 4CBMD

Ⅱ区 4CBMD

Ⅱ区 4CBMD

Ⅱ区 4CBMD

Ⅱ区 4CBMD

Ⅱ区

Ⅱ区 4CBMD

Ⅱ区 4CBMD

Ⅱ区 4CBMD

Ⅱ区 4CBMD

Ⅱ区 4CBMD

Ⅱ区 4CBMD

Ⅱ区 4DBMD

Ⅱ区 4DBMD

Ⅱ区 4DBMD

Ⅱ区 4DBMD

Ⅱ区 4DBMD

Ⅱ区 4DBMD

Ⅱ区 4DBMD

Ⅱ区 4DBMD

Ⅱ区 4DBMD

Ⅱ区 4DBMD

Ⅱ区 4DBMD

Ⅱ区 4DBMD

Ⅱ区 4DBMD

Ⅱ区 4DBMD

Ⅱ区 4DBMD

Ⅱ区 4DBMD

241 4 瓦質 鍋 小型浅形 20

242 5 瓦質 内耳土鍋 浅形 [35.6] [26.8] 6.0

外面：
内面：
見込：

底部板に体部一重
紐、底部は敷圧痕

長石粒少量・黒色砂粒少
量、均一な砂質土、淡褐
色

口縁が玉縁状で内面に稜がある。体部
下端ヘラ削り、やや高温焼成で固く、
断面は層状

在地 幕末明治[23.0] [18.0] 3.9 (181)
粘土紐
ロクロ

黒色

5[28.0] (9.3) (135)
粘土紐
ロクロ

外面上端は灰黒色、
下半灰色

外面：
内面：
見込：

底部粘土紐二重、体部三段の紐、体部
下端ヘラナデ、口縁部平坦で内口唇部
凸出

在地 幕末明治 30

243 6 瓦質 カマド 筒形

(831)
粘土紐
ロクロ

外面黒色、内定面淡
褐色、外底面淡赤褐
色

外面：
内面：
見込：

内耳1個残・撚紐押
圧し接合、内面が
凹み、外面は凸出
している。

長石粒少量・黒色砂粒多
量、均一な砂質土

(8.2) (126)
粘土紐
ロクロ

内外面灰色
外面：
内面：
見込：

244 7 瓦質 壷 無頸壷 [21.0]

外面ヘラミガキ
長石粒多量・黒色砂粒少
量・砂質土、淡灰褐色

内面上端から７㎝下に手び練の受けを
貼付けている。

在地 幕末明治

瀬戸
18世紀
後半

60

246 9 陶器 小杯 丸形

ロクロ
底部ヘラ

削り

外底部以外鉄錆釉、
茶褐色

外面：
内面：
見込：

受部貼付け、雑な
切込有り

長石粒・黒色微砂粒微
量、粘土質、淡褐色

受部は口縁より低く、僅かに内傾し油
戻しの切込み有る、外面には釉垂れが
ある。

5

245 8 陶器 灯明皿 上皿 [11.1] 6.2 2.1 (108)

口縁部と外面ヘラ
ミガキ、内面ヨコ
ナデ

長石粒・黒色砂粒少量、
粘土質、灰褐色

無形壷で口縁が肥厚し口唇部が平坦 在地 幕末明治

20

247 10 陶器 小杯 内湾 6.0 3.6 3.7 70

高台中央が厚く、
高台幅も厚い。

長石粒少量、黒色砂粒目
立つ、乳白色の良質土

厚手の底部から体部は薄い、底部に
「切上宅」の墨書

信楽
19世紀
前半

3.2 (2.2) (17)
ロクロ

削り高台
内面と外面中位まで
透明釉

外面：
内面：
見込：

(4.8) (2.6) ロクロ 鉄釉
外面：
内面：
見込：

美濃 幕末明治 99

248 11 陶器 碗 丸椀 [11.4]

ロクロ
削り高台

体部下端と底部を除
き透明釉

外面：
内面：
見込：

高台がやや高く内
面の削り込みが浅
い。

長石粒少量・黒色砂粒少
量、白色

丸碗で器壁がやや厚く重い。

瀬戸
1750～
1770

煎じ碗 60

250 13 陶器 碗 丸椀 [9.6]

ロクロ
削り高台

内面と外面高台脇ま
で薄い鉄釉、淡茶褐
色

外面：
内面：
見込：

低い底部から内湾
し中位に稜線があ
り外反する。

黒色砂粒少量、粘土質、
白色

10

249 12 陶器 碗 煎じ碗 [9.4] 4.0 5.2 (94)

ヘラ削りロクロ目
が明瞭

長石粒少量・黒色砂粒少
量、灰色

美濃
18世紀第2
四半期

尾呂茶碗

80

251 14 陶器 鬢盥 楕円 3.5 (29)

呉須・緑釉・赤釉
色絵

黒色微砂粒中量、淡褐色
高台内面斜、外端をヘラ削り、内湾気
味に開く。

信楽
19世紀
中葉

京焼系3.4 5.5 (85)
ロクロ

削り高台
透明釉

色絵上絵付

外面：松文
内面：
見込：

美濃
18世紀
中葉

5

252 15 陶器 香炉 筒形 [15.0]

型作り
鉄釉型紙摺絵

透明釉

外面：花文
内面：
見込：

黒色微砂粒微量、淡褐色

外面：
内面：
見込：

253 16 陶器 土鍋 朝鮮 17.0

5
長石粒中量、黒色砂粒中
量、灰色

底部ヘラ削りして高台貼付け、体部下
端に稜があり、内傾して開き、口縁が
外形する。

美濃
18世紀第1
四半期

尾呂香炉(8.3) (176) ロクロ
鉄釉は内面と底部外
周まで施釉

外面：
内面：
見込：

70
黒色砂粒少量、粘土質、
淡褐色

底部上底回転ヘラ削り円錐状の脚貼付
け煤付着、耳は紐作り橋上に貼付け、
鉄釉は赤味を帯びた茶色

七面
1834～
1874

7.4 9.8 (359)

256 19 磁器 碗 丸椀 10.0 4.2 10.8 180

口辺が内湾し縁帯
状になる。

長石微砂粒多量、黒色砂
粒微量、やや砂質、褐色

櫛目は13本で体部変換部より下から施
している、使用痕により摩滅してい
る。

瀬戸 18世紀末

254 17 陶器

255 18 陶器 擂鉢 [36.0]

ロクロ
底部糸切

底部を含めて全面鉄
錆釉施釉、テカリ有
り

外面：
内面：
見込：

底部から外反し、
口縁部は内湾して
いる。

長石微粒子微量、黒色微
砂粒中量、やや粘土質、
淡褐色

櫛目は６本を重複させ体部内面に7回、
内底面は6本を弧状に2回し、最後に6本
を同心円に施している。

ロクロ
削り高台

染付　透明釉
外面：二重網文
内面：
見込：

体部下端に一重、
高台脇に二重呉須
圏線、畳付き無釉
で砂目有

白色、黒色微砂粒多量
高台は高めで削り込みは高台脇まで、
呉須網目は線に乱れ有

肥前
18世紀
前半

４DBMD－
11接合

擂鉢 餌擂鉢 18.4 8.6 5.4 (480)

10

80

(14.0) (347)
粘土紐
ロクロ

内外面鉄釉釉
口唇に無施釉有

外面：
内面：
見込：

瀬戸
17世紀
後半

40瀬戸
1840～
1860

[7.8] 3.3 (83)
ロクロ

削り高台
染付　透明釉

外面：呉須圏線
内面：雪輪花文
見込：花文

257 20 磁器 皿 中皿 [13.4]

花弁内に各文様を
描いている。

白色で黒色微砂粒を含
む、ややテカリ有り

体部下半がないが大鉢で品質が高い。 鍋島か
17世紀
後半

(6.5) (84)
ロクロ
型押し

染付　透明釉
器面乳白色

外面：枝松文
内面：雷文花文組紐菊花
文    見込：

肥前
18世紀
前半

40

22 磁器 鉢 輪花鉢 [26.0]

ロクロ
削り高台

染付　透明釉
外面：雲文・花文
内面：
見込：猩々甕

蝋抜き線描き濃
絵、畳付透明釉

卵殻色、陶土 底部に焼台ハリ痕、内底面に□福258 21 磁器 皿 中皿 [15.0] 9.0 2.7 (92)

3

(10.0) (67) ロクロ
染付　透明釉
器面乳白色

内湾して開き、口辺が僅かに外反す
る、底部内面外周に呉須圏線を描き、
中央に二重角線にくずした福を書く。

肥前
1770～

1780年代
30

261 24 磁器 徳利 蕪形

(108)
ロクロ

削り高台
外面青磁釉

内面染付透明釉

外面：青磁釉
内面：交差鋸歯文
見込：楼閣山水文

高台、高台内透明
釉

白色で黒色砂粒少量260 4CBMD 23 磁器 碗 筒丸 [10.0] 5.2 6.4

259

90

263 26 銅製品 キセル 雁首 4.7

(149)
外面：
内面：
見込：

20

262 25 鉄製品 鎌 15.4 4.4 0.6

外面：枝梅文
内面：
見込：

白色で黒色砂粒少量 口辺と体部下半を欠く。 肥前 18世紀[1.7]

100

264 27 銅製品 キセル 吸口 6.7 0.8 0.8 2.3

茎が膨らみ火受けが小さい。 18世紀0.9 1.1 1
外面：
内面：
見込：

1.4 (7)
外面：
内面：
見込：

19世紀
前半

100

265 28 銅製品 キセル 吸口 4.7

外面：
内面：
見込：

茎は細く端部は噛み痕で潰れている。

1668以降 100

267 1 土師質 カワラケ 皿形 [5.2]

外面：
内面：
見込：

「ハ」貝宝の新寛永通宝で裏面上端に
「文」とある。

100

266 29 銅製品 銭貨 寛永通宝 2.5 2.5
孔径
0.6

2.1

吸口と羅宇の径が違う。
18世紀
後半

20

268 2 土師質 カワラケ 皿形 [8.8] [5.0] 1.7 (12)

長石粒・黒色砂粒微量、
やや粘土質、灰褐色

底部糸切で立上りが鋭角 幕末明治[4.5] 1.0 (6) ロクロ 淡褐色
外面：
内面：
見込：

6.2 2.1 (31) ロクロ
外面淡褐色
内面黒色

外面：
内面：
見込：

幕末明治 20

269 3 土師質 カワラケ 坏形 [9.6]

ロクロ 赤褐色
外面：
内面：
見込：

石英粒・長石粒微量・金
雲母微量やや砂質、淡褐
色

底部糸切で底部から体部の器厚が均一
で体部が内湾する。

18世紀
後半

80

271 5 瓦質 香炉 [10.8]

ロクロ 灰色
外面：
内面：
見込：

石英粒・長石粒微砂粒微
量・絹雲母粒微量、粘土
質、白灰色

底部糸切で丸形、内部中央に切込式の
芯立てがある。

30

270 4 瓦質 秉燭 丸形 4.3 3.4 2.0 (19)

石英粒・長石粒微砂粒微
量・金雲母粒微量、やや
粘土質、淡赤褐色

底部糸切で上底で体部は丸く内湾して
開く、内面は油煙で黒く灯明皿、底部
には焼成後「井」の針書きがある。

幕末明治

20

272 6 瓦質 取鍋 砲弾方 [5.4] 4.2 (26)

石英粒・長石粒微砂粒微
量・絹雲母粒微量、粘土
質、白灰色

底部切離し不明、体部と上半と内面は
ロクロ目、脚は三脚で手微練りで貼り
付けている。

18世紀
後半

胎土から4と
同一産地

[7.0] 5.6 (75)
紐作り
ロクロ

灰色
外面：
内面：
見込：

[28.0] 8.4 (278)
粘土紐
ロクロ

体部外面と内面黒
色、底部濃褐色

外面：
内面：
見込：

幕末明治
4・5と同一胎
土

40

273 7 瓦質 土鍋 深形 [40.0]

ロクロ
丸底

灰色
外面：
内面：
見込：

石英粒・長石粒微砂粒少
量・絹雲母粒微量、やや
粘土質、濃灰色

内面は底部を除き淡黒色の溶着痕、外
面には赤色の溶着痕、内底面には円
形、鉛玉の取鍋の可能性がある。

瀬戸
19世紀
前半

40

275 9 陶器 壷 耳付 [14.6]

ロクロ
削り高台

篠釉鉄釉流し　貫入
外面：
内面：
見込：

高台、高台内無釉
白色粘土に長石粒多量、
陶土、

高台径が一様でない、篠釉（長石釉）
厚い、貫入が大きく、鉄釉が解けない
で黒色になり、引出黒の様である。

10

274 8 陶器 碗 丸形 [12.0] 4.2 6.7 (106)

石英粒微量、長石粒微砂
粒多量、濃灰色、やや砂
質

底部二重、体部3段の輪積み後ヨコナ
デ、口縁部内外に肥厚、底部は同心円
上にヘラ削り

幕末明治

1

276 10 陶器 人形 太鼓敲き (4) 4 3.4 (26)

内面同心円当具
石英粒微量、長石粒微砂
粒多量、濃灰色、やや砂
質

口縁は折返し玉縁上にし、肩ぶのは粘
土紐を押圧し、擬似耳を貼り付けて居
る。

薩摩
18世紀
後半

(7.3) (58)
紐作り
ロクロ

黒褐色
外面：
内面：
見込：

外面：
内面：
見込：

幕末明治 40

277 11

前後の型
作り

透明釉
外面：
内面：
見込：

前後の外型を接合
している。

黒色微砂粒微量、粘土
質、淡褐色

頭部を欠き、内面には指の圧痕があ
り、背中上部に１孔あり

肥前
18世紀
後半

40

279 13 磁器 皿 中皿 [21.0]

ロクロ削
り高台

染付　透明釉
外面：雨降り雷文に雁
内面：
見込：

体部下端・高台
脇・底部外周に呉
須圏線、内底面文
様不明

黒色微砂粒多量、テカリ
やや有、白色

高台が低く、削り込みは高台脇まで、
器厚は薄い、口唇部口錆

100

278 12 磁器 碗 丸形 [10.0] [4.2] 5.5 (43)

欠番

10

280 14 瓦質 瓦 鬼瓦 [9.3] (8.7) 4.3 (287)

畳付無釉でアルミ
ナ付着、内底面に3
角3カ所と中心に1
カ所ピン痕

淡灰白色に黒色微砂粒微
量

底面に二重角線にくずし福 肥前 18世紀12.6 3.2 (310)
ロクロ

削り高台
染付　透明釉

白色

外面：唐草文
内面：交差鋸歯文
見込：枝梅・藁束文

在地 江戸中期 江戸式 1

282 16 瓦質 瓦 軒平瓦

(100) 型作り 二次火熱　灰色
外面：均整唐草文
内面：
見込：

刻みを入れ顎貼付
け

長石粒微量、褐色粒子を
多量に含み粘土質、灰白
色

江戸中期 1

281 15 瓦質 瓦 軒平瓦 (10) (5.7) 2.9

手微練り 黒色
外面：
内面：
見込：

粘土塊を手錬る成
形しヘラで整形し
ている。

長石粒・砂粒を含み粘土
質、灰色

左目と眉が表現されている、目玉は抉
り込んでいる。

江戸式 1
外面：均整唐草文
内面：
見込：

顎剥離、顎貼付け
長石粒微量、褐色粒子を
多量に含み粘土質、絹雲
母、灰白色

中心飾りで対向花弁で輪郭線で表現 在地 江戸中期(6.8) (4.2) (2.8) (60) 型作り 二次火熱　灰色

軒平瓦の左端の一部である、左外区は
無紋、唐草は輪郭線で表現

身幅が広く茎部と刃部の角度は110度、
柄との接合は折返し釘止め

内面口縁一重圏線
と底面二重圏線内
に文様、畳付無
釉、高台内透明釉

黒色微砂粒多量、白色、
テカリ有り

厚目の底部、高台も逆台形で削り込み
底部内

ロクロ
体部下半と底部を除
き鉄釉

－175－



口径・
長さ

底径・
幅・径

器高・
高さ・

厚
絵付/釉薬/色調 文様・モチーフ・仕上げ 装飾・技法特徴

推定時期 備考
残
存
率

形状
特徴
通称

法量(㎝） 装飾

胎土色・夾雑物 印・銘　墨書　技法・形態
推定

製作地
成形
調整

重量№ 工区 遺構名
出土
位置

材質 器種

Ⅱ区 4DBMD

Ⅱ区 4DBMD

Ⅱ区 4DBMD

Ⅱ区 4DBMD

Ⅱ区 5BMD

Ⅱ区 5BMD

Ⅱ区 5BMD

Ⅱ区 5BMD

Ⅱ区 5BMD

Ⅱ区 5BMD

Ⅱ区 5BMD

Ⅱ区 5BMD

Ⅱ区 5BMD 幕末明治

Ⅱ区 5BMD

Ⅱ区 5BMD

Ⅱ区 5BMD

Ⅱ区 7ABMD

Ⅱ区 7ABMD

Ⅱ区 7ABMD

Ⅱ区 7ABMD

Ⅱ区 7ABMD

Ⅱ区 7ABMD

Ⅱ区 7ABMD

Ⅱ区 7ABMD

Ⅱ区 7ABMD

Ⅱ区 7ABMD

Ⅱ区 7ABMD

Ⅱ区 7ABMD

Ⅱ区 7ABMD

Ⅱ区 7ABMD

Ⅱ区 7ABMD

Ⅱ区 7ABMD

Ⅱ区 7ABMD

Ⅱ区 7ABMD

Ⅱ区 7ABMD

Ⅱ区 7ABMD

Ⅱ区 7ABMD

Ⅱ区 7ABMD

Ⅱ区 7ABMD

Ⅱ区 7ABMD

Ⅱ区 7ABMD

Ⅱ区 7ABMD

Ⅱ区 7ABMD

283 17 瓦質 瓦 丸瓦 (15.3) (11.4) 7.0

(11.4) 6.5 (716) 型作り 灰黒色

布目は有段部まであるが、粘土は付足
している、内面は体部を含めてヘラ削
りしている。

在地 江戸中期 10

284 18 瓦質 瓦 丸瓦

(393) 型作り 灰黒色
外面：縦磨き
内面：縄目
見込：

有段式の丸瓦で
「ハ」の字

長石粒小量、黒色砂粒中
量、灰白色

100

286 20 鉄製品 鉄銭 円形 2.33

9
外面：
内面：
見込：

30

285 19 鉄製品 金具 楕円 (6.8) 2.0 1.0

外面：縦磨き
内面：縄目
見込：

広端が斜方向にヘ
ラ削り

長石粒中菱、黒色砂粒多
量、やや砂質、灰色

内面は縄目と横方向の綴代がある。 在地 江戸中期(21.2)

100

287 1 陶器 猪口 3.2 (2.4) (14)

寛永通宝鉄銭
1739年
以降

2.33 0.14 2.2
外面：
内面：
見込：

(6.6) (53)
ロクロ　鉄釉

茶色

外面：糸目
内面：
見込：

相馬か
19世紀
前半

5

288 2 陶器 土瓶 算盤玉形 [6.0]

型作り
青磁釉、高台下半と
内面無釉

外面：
内面：
見込：

半磁器土、黒色砂粒微量
内型に粘土を入れ底部の粘土を付足し
て、親指先で押して接合している。

松岡
1803～
1869

漆黒釉土瓶 20

290 4 陶器 土瓶 8.6

ロクロ　鉄釉
黒色

外面：
内面：
見込：

砂粒多量、砂質、淡赤褐
色

内面には鉄錆釉

20

289 3 陶器 土瓶 算盤玉形 (8.0) (9.7) (136)

長石粒少量、淡褐色土
糸目は体部中位までで内面は無施釉、
薄手

七面
1834～
1874

糸目土瓶

10

291 5 陶器 捏鉢 [16.0] (6.0) (107)

口辺内部に支があ
り落し蓋

黒色微砂粒含む、良質土
素焼きして化粧土を掛け、呉須で山水
画と下端に「生風体道八」と書く。

益子
嘉永4年～
明治20年

代
道八土瓶(8.3) (99)

ロクロ　化粧土
呉須絵

外面：山水文
内面：
見込：

2(6.5) (56)
ロクロ

平底削り
化粧土　透明釉

白色透明

外面：
内面：
見込：

292 6 陶器 徳利 [8.8]

七面
1834～
1874

松岡胎土 10ロクロ 透明釉　黄白色
外面：
内面：
見込：

長石粒微量、黒色砂粒微
量、淡褐色

口縁は外面に縁帯があり、下端が凹線
がめぐる。

2.2 1.7 (6)
ロクロ

削り高台
染付　透明釉

外面：
内面：
見込：花籠文

293 7 磁器 薄手酒杯

長石粒微量微量、黒色微
砂粒多量、

底部削り出し平底「□□屋」の屋号入
り徳利

小砂
1851～
1869

小砂陶土

肥前
18世紀
後半

70

295 9 磁器 人形 人面 (2.5)

ロクロ
削り高台

染付透明釉
外面：水草亀文
内面：水草亀文
見込：

畳付無釉
白色、黒色微砂粒微量テ
カリ無し

口唇に鉄釉口紅、高台脇に二重、内底
面外周に壱重呉須圏線、底面に二重角
線に不明の呉須文字

10

294 8 磁器 皿 小皿 [10.8] 5.7 2.4 (56)

畳付無釉 白色、黒色微砂粒微量
高台畳付は有段、高台外に雷文、底部
内面に「□寿」略字

瀬戸 幕末明治

1.2 1.2 5.9 型作り 白色
外面：
内面：
見込：

296 10 ガラス 玉 穿孔 1.6

肥前か 5(2.7) (0.9) (5)
型作り
外型

透明釉
外面：
内面：
見込：

100

298 12 金銅製品 丁番 宝珠形 3.2

型作り 鉄錆
外面：
内面：
見込：

緑青が吹いている。
半菊文・クランク文を凸線で表現して
いる、合せの裏金は一孔があり主体物
に結合させてものと思われる。

100

297 11 金銅製品 飾金具 合せ形 6.5 1.0 0.4 12

濃緑色
素地は濃緑色で白色に変色している、
簪の本玉と思われる。

江戸

100

299 1 土師質 カワラケ 皿形 [5.0] 4.0 1.2 (9)

宝珠と台の表現で宝珠部に一孔、台部
に二孔が穿孔され、同形合せの丁番で
ある。

3.2 0.4 5.2 型作り 鉄錆
外面：
内面：
見込：

4.7 0.9 (13)
ロクロ
糸切

外面：
内面：
見込：

在地 幕末明治 20

300 2 土師質 カワラケ 皿形 5.0

ロクロ
糸切

外面：
内面：
見込：

長石粒微量、褐色砂粒微
量、淡灰褐色

外傾して開き、内面中央が窪む。

在地 幕末明治 50

302 4 土師質 カワラケ 皿形 5.3

ロクロ
糸切

外面：
内面：
見込：

石英粒微量、褐色粒微
量、淡褐色

内湾して開き、内面中央が窪む。

99

301 3 土師質 カワラケ 皿形 5.1 3.9 0.8 (12)

長石粒微量、黒色砂粒微
量、淡褐色

内湾して開き、内面中央が窪む。 在地 幕末明治

99

303 5 土師質 カワラケ 皿形 5.0 4.0 0.9 17

石英粒微量、褐色粒微
量、淡褐色

平坦な底部から外傾して開き、内面中
央が窪む。

在地 幕末明治4.5 0.8 20
ロクロ
糸切

外面：
内面：
見込：

3.9 0.9 14
ロクロ
糸切

外面：
内面：
見込：

在地 幕末明治 98

304 6 土師質 カワラケ 皿形 4.8

ロクロ
糸切

外面：
内面：
見込：

石英粒微量、褐色粒微
量、淡灰褐色

内湾して開き、内面中央が窪む。

在地 幕末明治 100

306 8 土師質 カワラケ 皿形 4.9

ロクロ
糸切

外面：
内面：
見込：

石英粒微量、褐色粒微
量、淡灰褐色

外傾して開き、内面中央が窪む。

100

305 7 土師質 カワラケ 皿形 5.2 4.0 0.8 15

石英粒微量、白色針状物
質微量、淡灰褐色

外傾して開き、内面中央が窪む。 在地 幕末明治

95

307 9 土師質 カワラケ 皿形 5.1 4.2 0.8 (18)

石英粒微量、褐色粒微
量、淡灰褐色

外傾して開き、内面中央が窪む。 在地 幕末明治3.7 0.9 14
ロクロ
糸切

外面：
内面：
見込：

4.5 0.8 19
ロクロ
糸切

外面：
内面：
見込：

在地 幕末明治 95

308 10 土師質 カワラケ 皿形 5.2

ロクロ
糸切

外面：
内面：
見込：

石英粒微量、褐色粒微
量、淡褐色

外傾して開き底部が平坦で、内面中央
が窪む。

在地 幕末明治 100

310 12 土師質 カワラケ 皿形 5.0

ロクロ
糸切

外面：
内面：
見込：

石英粒微量、褐色粒微
量、淡褐色

外傾して開き、体部中位に稜がある、
内面中央が窪む。

100

309 11 土師質 カワラケ 皿形 5.0 3.9 0.9 148

石英粒微量、褐色粒微
量、淡褐色

外傾して開き底部が平坦で、内面中央
が窪む。

在地 幕末明治

100

311 13 土師質 カワラケ 皿形 [7.4] 5.6 1.0 (20)

石英粒微量、褐色粒微
量、淡褐色

平坦な底部から外傾して開き、内面中
央が膨らむ。

在地 幕末明治4.0 0.9 17
ロクロ
糸切

外面：
内面：
見込：

5.3 1.2 (25)
ロクロ
糸切

外面：
内面：
見込：

在地 幕末明治 70

312 14 土師質 カワラケ 皿形 6.5

ロクロ
糸切

外面：
内面：
見込：

石英粒微量、褐色粒微
量、淡褐色

平坦な底部から外傾して開き、内面は
平坦である。

在地 幕末明治 40

314 16 土師質 カワラケ 皿形 7.2

ロクロ
糸切

外面：
内面：
見込：

石英粒微量、白色針状物
質微量、淡灰褐色

内湾して開き、内面は平坦である。

70

313 15 土師質 カワラケ 皿形 7.4 5.0 1.2 (19)

石英粒微量、褐色粒微
量、淡褐色

平坦な底部から外傾して開き、内面は
中央が膨らむ。

在地 幕末明治

50

315 17 土師質 カワラケ 皿形 7.0 5.3 1.1 (32)

褐色砂粒微量、淡褐色 内湾して開き、内面は中央が窪む。 在地 幕末明治5.2 1.4 (20)
ロクロ
糸切

外面：
内面：
見込：

5.0 1.2 (31)
ロクロ
糸切

外面：
内面：
見込：

在地 幕末明治 90

316 18 土師質 カワラケ 皿形 7.1

ロクロ
糸切

外面：
内面：
見込：

石英粒微量、赤褐色 内湾して開き、内面は中央が窪む。

98

318 20 土師質 カワラケ 皿形 7.1 5.3 1.1 36

ロクロ
糸切

外面：
内面：
見込：

褐色粒・黒色砂粒微量、
淡褐色

内湾して開き、内面は中央が窪む。 在地 幕末明治

80

317 19 土師質 カワラケ 皿形 7.1 5.1 1.2 34

長石粒微量、黒色砂粒微
量、淡褐色

内湾して開き、内面は中央が窪む。 在地 幕末明治

5.4 1.3 (28)
ロクロ
糸切

外面：
内面：
見込：

在地 幕末明治 90

319 21 土師質 カワラケ 皿形 7.2

ロクロ
糸切

外面：
内面：
見込：

長石粒微量、黒色砂粒微
量、淡赤褐色

内湾して開き、内面は中央が窪む。

在地 幕末明治 90

321 23 土師質 カワラケ 皿形 7.2

ロクロ
糸切

外面：
内面：
見込：

長石粒微量、黒色砂粒微
量、淡赤褐色

内湾して開き、内面は中央が窪む。

80

320 22 土師質 カワラケ 皿形 7.0 4.8 1.1 (32)

長石粒微量、黒色砂粒微
量、淡赤褐色

内湾して開き、内面は中央が窪む。 在地 幕末明治

80

322 24 土師質 カワラケ 皿形 7.0 5.1 1.1 (25)

長石粒微量、黒色砂粒微
量、淡赤褐色

内湾して開き、内面は中央が窪むが平
坦である。

在地 幕末明治5.4 1.1 (28)
ロクロ
糸切

外面：
内面：
見込：

5.1 1.2 (30)
ロクロ
糸切

外面：
内面：
見込：

在地 幕末明治 80

323 25 土師質 カワラケ 皿形 7.1

ロクロ
糸切

外面：
内面：
見込：

長石粒微量、褐色粒微
量、淡褐色

内湾して開き、内面は平坦である。

在地 幕末明治 80

325 27 半磁器 蓋 急須蓋 6.4

ロクロ
糸切

外面：
内面：
見込：

石英粒微量、長石粒微
量、褐色

英部糸切系小さい底部から丸みを帯び
て開く、内面は周縁が窪み中央は平坦

80

324 26 土師質 カワラケ 皿形 8.1 5.8 1.2 (43)

石英粒微量、褐色粒微
量、金雲母微量、淡灰褐
色

外傾して開き、内面中央の窪みは僅か 在地 幕末明治

60鉄釉に藁倍 長石粒多量、砂質
受部の削りが未調整、一孔あり、ツマ
ミが欠

七面
1834～
1874

町田の磁土に
小砂の半磁土

1.9 (22) ロクロ
外面鵜の糞釉、青茶
色

外面：
内面：
見込：

白色、混ざり無、テカリ
無し

人面を表現、前後の型合わせ

楕円形の金具に遊動式の鋲が付いてい
る。

－176－
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重量№ 工区 遺構名
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位置

材質 器種

Ⅱ区 7ABMD

Ⅱ区 7ABMD

Ⅱ区 7ABMD

Ⅱ区 7ABMD

Ⅱ区 7ABMD

Ⅱ区 7ABMD

Ⅱ区 7ABMD

Ⅱ区 7ABMD

Ⅱ区 7ABMD

Ⅱ区 7ABMD

Ⅱ区 7ABMD

Ⅱ区 7ABMD

Ⅱ区 7ABMD

Ⅱ区 7ABMD

Ⅱ区 7ABMD

Ⅱ区 7BBMD 江戸後期

Ⅱ区 7BBMD

Ⅱ区 7BBMD

Ⅱ区 7BBMD

Ⅱ区 7BBMD

Ⅱ区 7BBMD

Ⅱ区 7BBMD

Ⅱ区 7BBMD

Ⅱ区 7BBMD

Ⅱ区 7BBMD

Ⅱ区 7BBMD

Ⅱ区 7BBMD

Ⅱ区 7BBMD

Ⅱ区 8BMD

Ⅱ区 8BMD

Ⅱ区 8BMD

Ⅱ区 8BMD

Ⅱ区 8BMD

Ⅱ区 8BMD

Ⅱ区 8BMD

Ⅱ区 8BMD

Ⅱ区 8BMD

Ⅱ区 8BMD 幕末明治

Ⅱ区 8BMD

326 28 陶器 蓋 土瓶蓋 [6.4] (2.2) (22)

(6.0) (51) ロクロ 内外面鉄釉　濃茶色
外面：
内面：
見込：

松岡
1803～
1869

松岡日棚か 10

327 29 陶器 土瓶 糸目土瓶

ロクロ 鵜の糞釉 青白色
外面：
内面：
見込：

黒色砂粒多量、砂質、褐
色粘土、淡褐色

大きめの被せ部を沈潜を入れ接合して
いる。

七面
1834～
1874

町田の磁土に
小砂の半磁土

5

329 31 磁器 湯飲茶碗 筒丸 6.7

ロクロ 内外面鉄釉　濃茶色
外面：
内面：
見込：

黒色砂粒微量多量、白色
土鍋の体部から口辺部の1部で蓋受け部
がやや斜めで、口縁帯が内径してい
る。

3

328 30 陶器 土鍋 [16.0] 6.7 (33)

黒色砂粒多量、砂質、褐
色粘土、赤褐色

土瓶の鉄砲口で内面に三孔 小砂
嘉永4年～
明治10年

代

町田か
1840～
1869

20
ロクロ

削り高台
染付　透明釉

乳白色

外面：矢羽根文
内面：呉須圏線
見込：来の略字か

外底面と高台脇、
内底面に呉須圏
線、畳付無釉、砂
底

黒色微砂粒微量・濁白
色、テカリ無

高台径が小さく低く底部から体部は厚
目、高台の削り込みは浅い

90

330 32 磁器 碗 丸碗 [8.0] 5.7 3.1 (72)

畳付無釉、高台内
面透明釉

白色、テカリ有り
高台の削り込みが外底面より深い、扇
に輪郭線に中に福寿とある。

瀬戸
19世紀
前半

3.8 5.7 (102)
ロクロ

削り高台
染付 透明釉

白色

外面：草文福寿文字
内面：
見込：

瀬戸
19世紀
後半

503.6 (61)
ロクロ

削り高台
染付　透明釉

乳白色

外面：楼閣山水文
内面：太い呉須圏線
見込：草文

口縁部内外面と高
台脇に太い呉須
線、内底面外周に
細い呉須線

331 33 磁器 端反碗 9.2 5.2

10

333 35 磁器
大型端反

碗
大形 [12.0] [4.6] 6.8 (108)

白色に褐色粒・黒色微砂
粒テカリ無し

ペン書きで外面に芭蕉文、裏面口縁に
雷文が描かれている。

肥前
19世紀
前半

[4.3] (25) ロクロ
染付　透明釉

白色

外面：芭蕉文
内面：雷文
見込：

332 34 磁器 丸碗 [10.0]

6.3 1.8 (297)
外面：
内面：
見込：

瀬戸
19世紀
後半

40

334 36 石製品 硯 長方形 15.1

ロクロ削
り高台

染付　透明釉
外面：菊花文
内面：連続弧文
見込：□□文

畳付無釉
白色に褐色粒中量、黒色
微砂粒微量、テカリ有り

高台の削り込みが深く高い、外面口
縁、体部下端、高台脇の呉須圏線、内
面の蓮弧文は薄いが菊花文の呉須は濃
く盛り上げている。

在地 江戸中期 2

336 38 瓦質 瓦 丸瓦 (32)

外面：
内面：
見込：

長石粒微量、黒色砂粒多
量、淡灰褐色

左軒桟瓦の丸瓦当部で右三巴文で外周
に8個の珠文を配す。

80

335 37 瓦質 瓦 軒桟瓦 (8.9) (19.2) (2.9) (212)

粘板岩で横・底面とも良く研磨されて
いる、使用面は海・陸とも使用により
窪み、墨痕が付着している。

江戸

70

337 39 瓦質 瓦 平瓦 30.2 (12.9) 6.3 (1000)

丸瓦と有段部一体
の摸骨で側端ヘラ
削りに合せてヘラ
削りしている。

長石粒多量、石英粒微
量、褐色粒多量、淡褐色

2次火熱を受けている外面は摩滅してい
るが縦ナデ、内面には簀子状の圧痕が
ある。

在地 江戸中期(14.3) 6.8 (1400)
外面：
内面：
見込：

13.5 7.1 (1305)
外面：
内面：
見込：

在地 江戸中期 37と胎土同じ 40

338 40 瓦質 瓦 丸瓦 29.9

外面：
内面：
見込：

長石粒微量、黒色砂粒多
量、淡灰褐色

2次火熱を受けている外面は摩滅してい
るが縦ナデ、内面はヨコナデ

在地 江戸後期 41と胎土同じ 60

340 42 金属製品 五徳 丸形 (2.9)

外面：
内面：
見込：

長石粒多量、砂質 内外面とも縦ナデ

60

339 41 瓦質 瓦 平瓦 (26.6) (12.0) 5.1 (887)

径がやや小さく、
有段部短い、広端
部内面から斜め削
り

長石粒多量、砂質
外面は縦ナデ、内面には簀子状の圧痕
がある、側端は二面切で内側に合わせ
て有段部も削っている。

在地 江戸後期 42と胎土同じ

20

341 1 土師質 カワラケ 皿形 4.9 3.7 0.9 (10)

円形の台座に三脚の一脚で三角形の受
部がある。

幕末明治(3.1) 1.2 (108)
外面：
内面：
見込：

807.2 (576)
粘土紐
ロクロ

黒色
外面：
内面：
見込：

在地 50

342 2 瓦質 壷 無頸壷 10.8 12.6

ロクロ
糸切

指ナデ

外面：
内面：
見込：

長石粒・黒色微砂粒微
量、粘土質、淡褐色

浅い皿形で底部糸切後指ナデ、内底面
が窪む。

― (10.7) (1186)
粘土紐
ロクロ

黒色
外面：
内面：
見込：

343 3 瓦質 火鉢 錣状 17.4

長石・石英粒微量、砂
質、茶褐色

底部二重、体部三段の紐作り成形しロ
クロ仕上げ、体部下端は手持ちヘラ削
り、外面体部中位は錣状にしている。

在地 幕末明治

七面
1834～
1874

小砂陶土 60

345 5 陶器 灯明皿 上皿 [10.7]

ロクロ
鉄釉（錆釉）

赤茶色

外面：
内面：
見込：

鉄釉は内面と外面
口唇部で体部まで
釉垂れ

長石粒微量、砂質
内面と外面口辺部はヨコナデ、下端ヘ
ラ削り、底部外面はヘラ削り、内面に
は重ね焼きの台の痕がある。

60

344 4 陶器 灯明皿 下皿 9.6 4.6 2.0 (62)

体部中位のは松
ぼっくり状の把手
が対で貼り付けて
いる。

石英粒微量、長石粒多
量、絹雲母微量、黒褐色

底部が欠損、体部内面はヘラナデ、口
唇部から内面はナデ内面は沈潜、体部
外面は叩きによって錣を表現してい
る。

在地 幕末明治

10

346 6 陶器 鉢 百合口鉢 18.7 7.2 10.0 (609)

油受部の立上りは
口縁より高く外反
している。

長石粒微量、砂質
内面はロクロ目外面はヘラナデが密に
されている、鉄釉内面のみ

七面
1834～
1874

小砂陶土[5.0] 1.9 (30) ロクロ
鉄釉（飴釉）

黒飴色

外面：
内面：
見込：

― (7.3) (64) ロクロ 鉄釉　褐色
外面：
内面：
見込：

七面
1834～
1874

小砂の胎土 90

347 7 陶器 土瓶 糸目土瓶 [7.4]

ロクロ
削り高台

鵜の糞釉
淡青灰色

外面：
内面：
見込：

ロクロ成型後口辺
部4カ所を内側に指
で押圧し百合口に
している。

長石粒微量、黒色砂粒微
量、砂質土、淡褐色

底部は直立し、内湾してから外反す
る、鵜の糞釉を施釉し鉄釉を手前を外
面に奥を内面に流し掛け、内外面に灰
被りが目立つ。

松岡
1803～
1869

日棚窯か 10

349 9 陶器 行平 把手 [10.7]

ロクロ 鵜の糞釉　青白色
外面：
内面：
見込：

短めの鉄砲口
黒色微砂粒中量、粘土
質、淡褐色

体部が円く、簾は三孔、釉薬がやや厚
目、内面は無施釉であるが灰振りがあ
る。

10

348 8 陶器 土瓶
糠白釉土

瓶
[7.0] ― (10.4) (75)

体部糸目
黒色微砂粒少量、粘土
質、淡褐色

肩部が針張り、下端は無紋で窄まる算
盤玉状、内面も施釉しているが無釉の
部分がある。

七面
1834～
1874

松岡日棚の胎
土

1

350 10 陶器 行平 蓋 [13.6]
ツマミ
1.7

3.2

上面の文様面と下
面の無文を型抜き
し接合し行平に張
付けている。

黒色微砂粒少量、粘土
質、淡褐色土

行平部に対して把手の角度が鋭角であ
る、蓋受け部は無釉、把手は柳文

七面
1834～
1874

松岡日棚の胎
土

[5.0] 1.9 (30) 型作り 鉄釉　　茶色
外面：
内面：
見込：

― (7.1) (63) ロクロ 焼き締め、赤褐色

甲部は飛鉋を施さない中央と周縁に鉄
釉（錆釉）を施釉、内面は被せ部を除
いて鉄釉を施釉、ツマミはボタン状

七面
1834～
1874

松岡日棚の胎
土

30

351 11
陶器

（炻器）
擂鉢 餌擂鉢

(68) ロクロ ロクロ
外面：
内面：
見込：

甲部中位に飛鉋
黒色砂粒微量多量、粘土
質、淡褐色

在地 江戸中期 10

353 13
木製品ブ

ナ属
椀 漆器椀

(731) 型作り 灰色
外面：
内面：
見込：

長石粒微量、黒色砂粒少
量、粘土質、灰色

2

352 12 瓦質 瓦 棟込瓦 [24.6] 13.1 (3.7)

外面：
内面：
見込：

10本の櫛目を施
し、口辺内面をヨ
コナデし櫛目の擦
りけし

長石粒多く、大きいもの
が目立つ。

縁帯が三段で薄手である。 瀬戸
19世紀
前半

[24.6]

40

354 1 土師質 焜炉 四角 20.2 22 21.5

外面：割木瓜文
内面：
見込：

高台と口辺部を欠く、厚目の底部から
開く、黒漆に赤漆で家紋を描く。

在地 江戸― ― (3.5) (67) ロクロ 黒色

― (5.4) (1754)
紐作り
ロクロ

褐色

掛口は内傾し受の突起が付いている。 在地 幕末明治 金雲母 40

355 2 土師器 大甕

(3600)
板作り
接合

淡黒褐色
外面：
内面：
見込：

二重構造で風口が
横引き扉になって
いる。

金雲母・褐色粒を多量に
含む

在地 幕末明治 15

357 4 瓦質 焜炉 円筒

(1545)
粘土紐
ロクロ

黒色
外面：
内面：
見込：

円筒形に「逆U」字
型の火口がある。

長石中量、砂質、褐色

金雲母 1

356 3 瓦質 竃 円筒 [32.0] ― (13.2)

外面：
内面：
見込：

縁帯が大きい。
長石粒多量、金雲母多
量、砂質、赤褐色

縁帯は粘土を折り返している。 在地 幕末明治[60.0]

10

358 5 瓦質 竃 円筒 [26.6] ― (14.3)

外面：
内面：
見込：

二重構造の受部付
近である。

石英粒微量、長石粒多
量、褐色粒微量、淡褐色

口辺と底部を欠く、円形の受部で下部
が灰溜りで火口の一部がある。

在地 幕末明治― [14.0] (14.3) (1197)
粘土紐
ロクロ
手び練

黒色

[25.0] (9.2) (659)
粘土紐
ロクロ
手び練

黒色

（U）字状の切込の脚が付き燃焼部の底
面から雲状の切込を入れている、口縁
には三角形の鍋受けを付けている。

在地 幕末明治 10

359 6 瓦質 焜炉 円筒

(545)
粘土紐
ロクロ
手び練

黒色
外面：
内面：
見込：

風呂状の竃で口縁
から（U）字状の切
込みがある。

長石粒多量、褐色粒微
量、やや砂質

小砂
嘉永4年～
明治20年

代
100

361 8 陶器 灯明具 高灯

63
ロクロ
糸切

鉄釉　　底部無施釉
茶色

外面：
内面：
見込：

舌状の芯立てがあ
る。

長石釉微量、黒色砂粒多
量、淡茶褐色

10

360 7 陶器 灯明具 高灯 5.2 3.8 4.9

外面：
内面：
見込：

舌状の火口があ
る。

長石粒多量、褐色粒微
量、やや砂質

上方を欠き、円筒の底部片に三足の足
が付く。

在地 幕末明治―

小砂磁土 100

362 9 陶器 鉢 水鉢 ― [13.0] (5.4)

外面：
内面：
見込：

舌状の芯立てで使
用痕が明瞭

長石粒微量、黒色砂粒微
量、淡灰白色

坏部は内湾し、台部は坏部より大きく
反り上がっている、飴釉は坏部から脚
部の中位まであで、灰被りがある。

七面
1834～
1874

5.3 4.6 5.5 76
ロクロ
糸切

飴釉　　褐色

[38.6] [18.8] 16.4 (1273)
ロクロ

削り高台
外面・内面口辺鉄
釉、櫛目部は錆釉

内面は化粧土を塗り呉須で亀他の絵を
描いている、底面外周には角の焼台痕
がある。

益子
嘉永4年～
明治20年

代
5

363 10 陶器 摺鉢

(134)
ロクロ

底部ヘラ
削り

外面透明釉
外面：
内面：
見込：亀文

浅い削り出し高台
で、高台内は透明
釉、畳付無釉

長石微砂粒少量、黒灰色

七面
1834～
1874

松岡日棚の胎
土

60
ロクロ削
り出し高

台

外面・内面口縁鉄
釉、赤褐色、櫛目部
は錆釉

外面：
内面：
見込：

浅い削り出し高台
で外面は二段削
り、内面外周に重
ね焼痕あり

長石粒微量、やや粘土
質、淡褐色

口縁は粘土紐を折り返し三段、内面の
櫛目な24本で底面には体部から連続し
て施文している、墨書「下市□□」

20

364 11 陶器 擂鉢 36 16 14.8 (1919)

外面：
内面：
見込：

浅い削り出し高台
で外面は外形削
り、内定面外周に
重ね焼痕あり

長石粒少量、やや砂質、
赤褐色

口縁は粘土を折替えし三段、内面の櫛
目は31本で底面は弧状に施文してい
る、底部にはアルミナを塗っている。

笠間か

高灯で底部糸切で中央に灯明台に連結
する孔が穿孔されている。

口縁には外側に縁帯が付き受はなく、
直接鍋を掛けたものである。

型に入れて板状にして、五本の櫛目を
井桁状に入れ、半円形の粘土を型抜き
し輪違に張付けている。

白色に褐色粒中量、黒色
微砂粒微量、テカリ有り

高台がやや高く、地が青味がかり、呉
須の色も濃い。

－177－



口径・
長さ

底径・
幅・径

器高・
高さ・

厚
絵付/釉薬/色調 文様・モチーフ・仕上げ 装飾・技法特徴

推定時期 備考
残
存
率

形状
特徴
通称

法量(㎝） 装飾

胎土色・夾雑物 印・銘　墨書　技法・形態
推定

製作地
成形
調整

重量№ 工区 遺構名
出土
位置

材質 器種

Ⅱ区 8BMD

Ⅱ区 8BMD

Ⅱ区 8BMD

Ⅱ区 8BMD

Ⅱ区 8BMD

Ⅱ区 8BMD

Ⅱ区 8BMD

Ⅱ区 8BMD

Ⅱ区 8BMD

Ⅱ区 8BMD 江戸

Ⅱ区 8BMD

Ⅱ区 8BMD

Ⅱ区 8BMD

Ⅱ区 8BMD

Ⅱ区 8BMD

Ⅱ区 8BMD

Ⅱ区 8BMD

Ⅱ区 8BMD

Ⅱ区 8BMD

Ⅱ区 8BMD

Ⅱ区 8BMD

Ⅱ区 8BMD

Ⅱ区 9BMD

Ⅱ区 9BMD

Ⅱ区 9BMD

Ⅱ区 9BMD

Ⅱ区 9BMD

Ⅱ区 9BMD

Ⅱ区 9BMD

Ⅱ区 9BMD

Ⅱ区 9BMD

Ⅱ区 9BMD

Ⅱ区 9BMD

Ⅱ区 9BMD

Ⅱ区 9BMD

Ⅱ区 9BMD

Ⅱ区 9BMD

Ⅱ区 9BMD

Ⅱ区 10BMD

Ⅱ区 1BMMS

Ⅲ区 1BMD

Ⅲ区 1BMD

365 12 陶器 水鉢 16 30

366 13 陶器 植木鉢 [12.4] (5.5) (79)

削り出し高台で畳
付は無釉で丸味を
帯びる、内定面に
は鉄釉

長石粒中量、褐色粒微
量、やや砂質、乳白色

外面は鉄釉を施し砂粒の泥土を貼付し
ている、内面には黄瀬戸釉をを掛け、
銅緑釉の釉垂れがある、7個焼台痕

瀬戸
19世紀
後半

[13.0] (2000)
ロクロ

削り高台
外面鉄釉　錣状

外面：
内面：
見込：

26.0 15.5 (3000)
板作り
接合

黄褐色釉
外面：
内面：
見込：

小砂
嘉永4年～
明治20年

代
小砂陶土 20

367 14 陶器 便器 女用 31.0

ロクロ
外面と内面口辺飴釉

明褐色

外面：
内面：
見込：

長石粒微量、砂質
口辺が厚く外反し、体部に二重の沈潜
があり下半が窄まる。

瀬戸 50
明治後半

369 16 磁器 猪口 丸形 7.6

ロクロ
削り高台

銅版転写　透明釉
外面：多種花文
内面：
見込：

体部下端二重、高
台脇・底部外周に
呉須圏線

黒色微砂粒多量、テカリ
有

厚めの底部から開き外反する。

20

368 15 磁器 猪口 端反り [6.5] 3.0 4.5 (49)

長石釉少量、やや粘土
質、淡褐色

金隠しの部分で落しの部分は無施釉 瀬戸 明治

90
外面飛鉋、畳付内
面無釉

白色、テカリ有 厚目の底部から内湾し、底部は凹状 瀬戸 明治後半2.9 4.0 (83)
ロクロ

削り上底
高台

銅緑釉
外面：
内面：
見込：

― (1.3) (18) ロクロ
染付　透明釉
器面乳白色

外面：海藻文
内面：
見込：

灰色
急須の落し蓋でツマミが欠、空気穴一
孔、内面に「分八製」の呉須書あり

会津本郷
明治20年

代
370 17 磁器 急須 蓋 5.0

在地 江戸後期 20

372 19 瓦質 瓦 雁振り瓦 26.5

型作り 燻焼　濃灰色
外面：ナデ、テカリ有
内面：ヨコナデ
見込：

黒色砂粒少量、粘土質、
灰色

90

371 18 瓦質 瓦 桟瓦 (15) (15.8) 3.8 570

70

373 20 土製品 土管
土管口

径
13.2

(11.2) (378)

粘土質、灰色
丸瓦部に有段部を接合しヘラ調整して
いる、内面には棒状の型圧痕がある。

在地 江戸中期14.8 5.6 (1019)
型作り
接合

燻焼濃灰色
外面：ナデ
内面：薦痕
見込：

在地 3015.2 9.5 4.1
外面：
内面：
見込：

在地 明治後半 2

374 21 石製品 井戸枠 円形 54.0

粘土紐輪
積型作り

マンガン釉
外面：
内面：
見込：

長石粒。砂粒多量、砂
質、褐色

粘土紐輪積痕が明瞭に残る、小型で器
壁が薄い、有段部内面に重ね焼痕があ
る、マンガン釉が前面に施釉

1

376 23
木製品ト
チノキ

漆器碗 (3.2) (42)

泥岩 在地 江戸(18.6) 5.7 (1610)
外面：
内面：
見込：

375 22 石製品 敷石 平板 (30.2)

(0.7) (0.4) (1)
外面：
内面：
見込：

幕末明治 80

377 24
竹製品タ
ケ亜科

箸 (13.1)

外面：
内面：
見込：

幕末明治 80

379 26
木製品ケ

ヤキ
日傘 頭軸 8.4

外面：
内面：
見込：

50

378 25
木製品キ

リ
下駄 22.0 10.1 4.7 (423)

幕末明治

5

380 27
木製品ア
ワブキ属

注口 樽 10.3 4.6 111

幕末明治(13.5) 7.3 (1323)
外面：
内面：
見込：

4.4 4.5 222
外面：
内面：
見込：

幕末明治 1

381 28 木製品 柄 48.0

外面：
内面：
見込：

幕末明治 80

383 30 木製品 部材 八角盤 19.7

外面：
内面：
見込：

80

382 29 木製品 部材 六角盤 (21.7) (10.5) (4.0) (355)

幕末明治

80

384 31 木製品 部材 円形盤 (22.8) (13.5) 1.4 (152)

幕末明治19.3 1.3 185
外面：
内面：
見込：

5.9 3.5 133
外面：
内面：
見込：

幕末明治

385 32 木製品 部材 10.1

外面：
内面：
見込：

幕末明治

387 1 土師質 カワラケ 皿形 4.9

外面：
内面：
見込：

386 33 木製品 部材 25.8 3.2 2.2 59

幕末明治

90

388 2 土師質 小鉢 [13.2] (3.6) (28)

長石微砂粒多量、黒色砂
粒微量、やや砂質、褐色

薄い皿で内定面が窪む。 在地 幕末明治4.0 0.7 (14)
ロクロ
糸切

褐色
外面：
内面：
見込：

1.1 1.1 (6)
ロクロ
糸切

黒色
外面：
内面：
見込：

在地 幕末明治 白雲母 20

389 3 瓦質 カワラケ 皿形 [7.0]

ロクロ
ヘラ削り

黒褐色
外面：
内面：
見込：

長石微砂粒多量、黒色砂
粒微量、金雲母少量、や
や砂質、褐色

体部は内湾し口縁は外反、底部は丸底
でヘラ削り

在地 幕末明治 瓦屋か 10

391 5 瓦質 竃 把手付 [34.0]

ロクロ 黒色
外面：
内面：
見込：

長石粒多量、石英粒微
量、黒色砂粒微量、灰白
色

内面と体部外面はヨコナデヘラ削り

10

390 4 瓦質 小鉢 [13.0] [10.0] (2.8) (27)

黒色砂粒微量・やや粘土
質で褐色

口縁に油煙がある。 在地 幕末明治

10

392 6 磁器 碗 端反り [9.2] [3.4] 4.9 (33)

長石粒少量、石英粒微
量、砂質、灰色

縁帯が外方にあり円筒形、体部に弧状
の把手が付く、内面に煤が溶着してい
る。

在地 幕末明治(11.5) (499)
粘土紐
ロクロ
手び練

黒色
外面：
内面：
見込：

4.9 7.7 (130)
ロクロ

削り高台
鉄釉鵜の糞釉流し

外面：
内面：
見込：

瀬戸
18世紀
後半

10

393 7 陶器 鉢 端反り [15.0]

ロクロ
削り高台

染付　透明釉
外面：菊花文
内面：草文
見込：草文

畳付無釉、高台内
面透明釉

黒色微砂粒多量、白色
高台がやや高く、外反して開く、器壁
が薄い、透明釉に失透性がない。

七面
1834～
1874

小砂の磁土 2

395 9 陶器 土瓶蓋 被せ蓋 6.0

鉄釉　濃茶色
外面：
内面：
見込：

簾穴三孔
長石粒微量、黒色砂粒少
量、粘土質、灰色

鉄砲口で僅かに茶溜りがある。

20

394 8 陶器 土瓶 鉄砲口 5.6 35

高台は外面に稜が
あり、内側は内湾
してから平坦にな
る。

黒色微砂粒多量、白色
高台は低く上底状、厚い底部から外反
して開き器壁が薄くなる、口唇は内傾
する。

大堀相馬
18世紀
後半

90

396 10 陶器 徳利 ペコカン 3.4 (14.7) (227)

長石粒微量、黒色砂粒少
量、粘土質、灰色

傘方で受部が長い、ツマミ円頭複弁八
葉が型抜きで表現されていいる。

七面
1834～
1874

小砂の磁土
ツマミ

径
1.3

4.2 99 ロクロ 鉄釉　濃茶色
外面：
内面：
見込：

4.2 4.5 78
ロクロ

削り高台
灰釉　淡青白色

外面：
内面：
見込：

瀬戸
18世紀
後半

20

397 11 陶器 水滴 6.6

ロクロ 鉄釉　褐色
外面：
内面：
見込：

長石粒微量、黒色砂粒少
量、粘土質、淡灰褐色

内面のロクロ目は細かく、外面はヘラ
削りしている、肩部と頸部の境には細
い凸線がある、体部を押圧し窪む。

瀬戸 18世紀 90

399 13 磁器 碗 端反り 9.1

ロクロ
削り高台

染付　透明釉
淡青白色

外面：
内面：花文
見込：花文

外面無文、畳付無
釉、高台内透明釉

黒色微砂粒多量、テカリ
有

小さい底部から丸味を帯びて開き外反
する。

100

398 12 磁器 猪口 端反り 6.2 2.4 3.1 (35)

開口蓋部上面に
「梅花文」に型押
しがある、畳付・
高台内無施釉

黒色微砂粒多量、灰褐色
小杯に3分の1の天井と注口を接合し
た、接合部には一孔がある。

美濃
18世紀
後半

90

400 14 磁器 碗 筒丸形 7.0 (5.3) (69)

畳付無釉、高台内
面透明釉

黒色微砂粒多量、テカリ
有

直立の高台、外面口縁と高台脇、内定
面外周に圏線

瀬戸 18世紀3.7 4.5 98
ロクロ

削り高台
染付　透明釉

淡青白色

外面：唐草文
内面：口辺圏線
見込：草文

4.4 5.8 (155)
ロクロ

削り高台
染付　透明釉

淡青白色

外面：花篭目文
内面：帯状圏線
見込：4重井桁文

肥前
1820～
1860

40

401 15 磁器 碗 端反り 10.6

ロクロ
削り高台

染付　透明釉
白色

外面：二重篭目文
内面：
見込：

黒色微砂粒微量、テカリ
無

外面口辺に帯状の圏線、下に二重篭目
文

瀬戸
18世紀
後半

80

403 1 瓦質 鍋 [18.6]

ロクロ
削り底

瑠璃釉蝋抜
外面：蝋抜梅文
内面：
見込：

底部は上底削り
白色で黒色微砂粒微量、
テカリ無

小型壷で薄手で瑠璃釉に白抜きで蕾・
正射・横向きの梅を描いている。

90

402 16 磁器 壺 小壷 [1.8] 4.4 7.5 (89)

体部下端一重、高
台脇二重、内定面
外周一重圏線

白色、テカリ無
大振りで高台がやや高く、厚めの底部
から外反する。

肥前
1820～
1860

1

404 1
木製品ス

ギ
礎版 円形 40 41.6 3 2300

石英粒微量、長石粒多
量、白色針状鉱物微量、
砂質、淡褐色

在地 幕末明治(3.7) (23)
紐作り
ロクロ

黒色
外面：
内面：
見込：

(10.6) 124 ロクロ 白色
外面：
内面：
見込：

幕末明治

405 1 素焼 涼炉

外面：
内面：
見込：

肥前
19世紀
前半

30ロクロ　削り高台
外面：楼閣山水文
内面：帯状圏線
見込：壽か

畳付無釉、高台内
面透明釉

白色、テカリ有り
高台細身でやや高く高台脇より深い、
外面口縁部帯状、体部下端、高台脇二
重の圏線

1

406 2 磁器 碗 端反り [9.4] 3.3 4.5 (58)

石英粒微量、長石粒多
量、砂質

七面か
1834～
1874

泥岩

－178－



口径・
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底径・
幅・径

器高・
高さ・

厚
絵付/釉薬/色調 文様・モチーフ・仕上げ 装飾・技法特徴

推定時期 備考
残
存
率

形状
特徴
通称

法量(㎝） 装飾

胎土色・夾雑物 印・銘　墨書　技法・形態
推定

製作地
成形
調整

重量№ 工区 遺構名
出土
位置

材質 器種

Ⅲ区 1BMST

Ⅱ区 1EHR

Ⅱ区 2EHR

Ⅱ区 2EHR

Ⅱ区 3EHR

Ⅱ区 1ED

Ⅱ区 1ED

Ⅲ区 1EMS

Ⅲ区 1EMS

Ⅲ区 1EMS

Ⅳ区 1EID

Ⅳ区 1EID

Ⅳ区 1E2KS

Ⅳ区 1E2KS

Ⅳ区 1E2KS

Ⅳ区 1E2KS

Ⅳ区 1E2KS

Ⅳ区 1E2KS

Ⅳ区 1E2KS

Ⅳ区 1E2KS

Ⅳ区 1E2KS

Ⅳ区 1E2KS

Ⅳ区 1E2KS

Ⅳ区 1E2KS

Ⅳ区 1E2KS

Ⅳ区 1E2KS

Ⅳ区 1E2KS

Ⅳ区 1E2KS

Ⅲ区 1E4Z

Ⅲ区 1E4Z

Ⅲ区 1E4Z

Ⅲ区 1E4Z

Ⅲ区 1E4Z

Ⅲ区 1E4Z

Ⅲ区 1E4Z

Ⅲ区 1E4Z

Ⅲ区 1E4Z

Ⅲ区 1E4Z

Ⅲ区 1E4Z

Ⅲ区 1E4Z

Ⅲ区 1E4Z

Ⅲ区 1E4Z

407 1 土師質 カワラケ

在地 江戸中期 30
ロクロ
糸切

黒色
外面：
内面：
見込：

長石粒微量、灰色
糸切痕が底部の内側にある、内面と口
縁外面に油煙が溶着

5

408 1 瓦質 カワラケ [7.0] [4.8] 1.3 (14)

褐色粒多量、淡褐色 底部板状圧痕 在地 江戸前期[5.3] (1.7) (17)
ロクロ
糸切

淡褐色
外面：
内面：
見込：

1(4.8) (48)
紐作り
ロクロ

黒色
外面：
内面：
見込：

409 1 瓦質 鍋 [33.6]

1.6 38 ロクロ 鉄釉　鵜の糞釉流し
外面：
内面：
見込：

410 2 陶器 壺蓋 落し蓋 6.6

長石粒少量、褐色粒微
量、やや砂質、淡褐色

在地 幕末明治

瀬戸
1650～

1670年代
1

412 1 土師質 カワラケ [7.2]

ロクロ 鉄釉
外面：
内面：
見込：

長石粒多量、黒色微砂粒
微量、淡灰白色

鉄釉天目茶碗で口辺の小片で形態は瀬
戸大窯Ⅱ期の形態

95

411 1 陶器 天目茶碗 [12.0] (4.6) (15)

耳は平たい粘土を
橋上に貼付けてい
る。

黒色微砂粒微量、粘土
質、淡褐色

二耳壷の落し蓋 瀬戸
1834～
1874

414 1
木製品ヒ

ノキ
樽 円形 40.0

ロクロ 染付透明釉
外面：網目梅文
内面：
見込：

網目区画に梅を描
く。

褐色粒多量、白色 外面口縁二重、下端一重の圏線

20

413 2 磁器 碗 [10.2] (5.0) (40)

長石粒微量、淡褐色 在地 江戸中期[5.2] 1.2 (6.0)
ロクロ
糸切

1
木製品ス

ギ
板

底板41.6 3.2 1600
外面：
内面：
見込：

肥前
1650～

1670年代
20

52.1 (23.0)
ロクロ

削り高台
鉄絵　透明釉

外面：
内面：菖蒲文
見込：

418 1 陶器 皿 鉄絵皿 [11.9] [7.4]

外面：
内面：
見込：

円形 21.6 21.7 1.5 332417 Ⅲ区 2EMS

2.77 0.13 (7.0)
外面：
内面：
見込：

419 2 銅製品 銭貨 一銭 2.77

長石粒多量、黒色微砂粒
微量、淡灰白色

高台は外面を大きく削り、内面の削り
は浅く三角の突起になっている、瀬戸
大窯Ⅱ期

瀬戸
1650～

1670年代

在地 江戸中期 100

421 2 土師質 カワラケ 皿形 6.0

ロクロ
糸切

淡褐色
外面：
内面：
見込：

長石微砂粒微量、黒色微
砂粒微量、砂質、淡褐色

内底面が凸で指ナデ痕

100

420 1 土師質 カワラケ 皿形 6.2 5.0 1.4 32

表「一銭　以百枚換一円」
裏「明治十八年・NEN１・大日本・」

日本 明治18年

100

422 3 土師質 カワラケ 皿形 6.4 4.8 1.3 44

長石微砂粒微量、黒色微
砂粒微量、砂質、淡褐色

内底面が凸で指ナデ痕 在地 江戸中期4.8 1.5 40
ロクロ
糸切

淡褐色
外面：
内面：
見込：

4.8 1.5 36
ロクロ
糸切

淡褐色
外面：
内面：
見込：

在地 江戸中期 100

423 4 土師質 カワラケ 皿形 6.3

ロクロ
糸切

淡褐色
外面：
内面：
見込：

長石微砂粒微量、黒色微
砂粒微量、砂質、淡褐色

内底面が凸で指ナデ痕

在地 江戸中期 80

425 6 土師質 カワラケ 皿形 6.6

ロクロ
糸切

淡褐色
外面：
内面：
見込：

長石微砂粒微量、黒色微
砂粒微量、砂質、淡褐色

内底面が凸で指ナデ痕

100

424 5 土師質 カワラケ 皿形 6.5 4.9 1.4 44

長石微砂粒微量、黒色微
砂粒微量、砂質、淡褐色

内底面が凸で指ナデ痕 在地 江戸中期

100

426 7 土師質 カワラケ 坏形 11.5 5.6 3.3 (90)

長石微砂粒微量、黒色微
砂粒微量、砂質、淡褐色

内底面が凸で指ナデ痕 在地 江戸中期5.0 1.3 39
ロクロ
糸切

淡褐色
外面：
内面：
見込：

6.0 3.3 (145)
ロクロ
糸切

淡褐色
外面：
内面：
見込：

在地 江戸中期 60

427 8 土師質 カワラケ 坏形 11.2

ロクロ
糸切

淡褐色
外面：
内面：
見込：

長石微砂粒微量、黒色微
砂粒微量、砂質、淡褐色

底部から内湾して開き口縁部が細くな
る。

在地 江戸中期 60

429 10 土師質 カワラケ 坏形 11.4

ロクロ
糸切

淡褐色
外面：
内面：
見込：

長石微砂粒微量、黒色微
砂粒微量、砂質、淡褐色

厚目の底部から外傾する。

90

428 9 土師質 カワラケ 坏形 10.7 5.0 3.4 (100)

長石微砂粒微量、黒色微
砂粒微量、砂質、淡褐色

厚目の底部から外傾する。 在地 江戸中期

90

430 11 土師質 カワラケ 坏形 11.3 5.7 3.2 (125)

長石微砂粒微量、黒色微
砂粒微量、砂質、淡褐色

厚目の底部から外傾する。 在地 江戸中期6.2 3.2 (154)
ロクロ
糸切

淡褐色
外面：
内面：
見込：

5.5 3.5 (122)
ロクロ
糸切

淡褐色
外面：
内面：
見込：

在地 江戸中期 80

431 12 土師質 カワラケ 坏形 11.5

ロクロ
糸切

淡褐色
外面：
内面：
見込：

長石微砂粒微量、黒色微
砂粒微量、砂質、淡褐色

厚目の底部から外傾する。

在地 江戸中期 70

433 14 土師質 カワラケ 坏形 11.6

ロクロ
糸切

淡褐色
外面：
内面：
見込：

長石微砂粒微量、黒色微
砂粒微量、砂質、淡褐色

厚目の底部から外傾する。

90

432 13 土師質 カワラケ 坏形 11.4 5.8 3.1 (110)

長石微砂粒微量、黒色微
砂粒微量、砂質、淡褐色

厚目の底部から外傾する。 在地 江戸中期

90

434 15 土師質 カワラケ 坏形 [11.6] 6.0 3.5 (105)

長石微砂粒微量、黒色微
砂粒微量、砂質、淡褐色

厚目の底部から外傾する。 在地 江戸中期5.8 3.3 147
ロクロ
糸切

淡褐色
外面：
内面：
見込：

5.5 3.0 (78)
ロクロ
糸切

褐色
外面：
内面：
見込：

在地 江戸中期 60

435 16 土師質
砂質

カワラケ
坏形 [11.4]

ロクロ
糸切

淡褐色
外面：
内面：
見込：

長石微砂粒微量、黒色微
砂粒微量、砂質、淡褐色

厚目の底部から外傾する。

在地 江戸前期 30

437 2 土師質 カワラケ 皿形 [6.6]

ロクロ
糸切

灰褐色
外面：
内面：
見込：

長石微砂粒中量、褐色粒
微量、灰褐色

底部から外反して開く。

40

436 1 土師質 カワラケ 皿形 [5.3] 3.4 1.6 (13)

長石微砂粒微量、金雲母
微量、白色針状物質中
量、褐色

底部から内湾して開き、内定面が凸、
底部簀子状圧痕

在地 江戸中期

30

438 3 土師質 カワラケ 皿形 6.0 4.2 1.9 44

長石粒微量、褐色粒子を
多量、砂質、褐色

底部が厚く外傾する。 在地 江戸前期[5.0] 1.7 (11)
ロクロ
糸切

褐色
外面：
内面：
見込：

[6.0] (1.7) (21)
ロクロ
糸切

淡褐色
外面：
内面：
見込：

在地 江戸前期 100

439 4 土師質 カワラケ 坏形

ロクロ
糸切

淡茶褐色
外面：
内面：
見込：

長石粒中量、褐色粒微
量、淡茶褐色

底部・体部とも厚く外傾する、内定面
指ナデ、底部突き出し

在地 江戸前期 5

441 6 土師質 カワラケ 坏形 11.8

ロクロ
糸切

茶褐色
外面：
内面：
見込：

長石微砂粒少量、褐色 底部が厚く、突き出し、外傾する。

10

440 5 土師質 カワラケ 坏形 [5.2] (2.1) (2.4)

長石微砂粒多量、黒褐色
粒少量、金雲母微量、黒
褐色

口辺を欠く、底部突き出し 在地 江戸前期

40

442 7 瓦質 カワラケ 坏形 [11.4] 4.8 3.0 (79)

長石微砂粒少量、褐色粒
微量、砂質、淡褐色

底部突き出しの底部から外反室開く、
油煙があり灯明皿として使用

在地 江戸前期5.5 3.1 (123)
ロクロ
糸切

淡褐色
外面：
内面：
見込：

(2.8) (40) ロクロ 黒褐色
外面：
内面：
見込：

在地 江戸前期 20

443 8 瓦質 カワラケ 坏形 [12.0]

ロクロ
糸切

淡褐色
外面：
内面：
見込：

石英粒多量、長石粒微
量、白色針状物質微量、
砂質、淡褐色、

突き出しの底部から外反して開く。

在地 江戸前期 1

445 10 陶器 皿 襞皿 [9.0]

ロクロ 淡褐色
外面：
内面：
見込：

黒色砂粒少量、砂質、淡
灰色

口辺部片

5

444 9 土師質 カワラケ 坏形 [10.6] (1.7) (6)

長石微砂粒中量、金雲母
少量、白色針状物質微量

底部を欠く、器高が厚く外反する。 在地 江戸前期

1

446 11 陶器 皿 丸皿 10.3 6.1 2.6 (83)

長石釉少量、やや粘土
質、灰白色

鉄釉襞皿でロクロ成形後外面から棒状
のもので押圧している、大窯Ⅲ期

美濃
1560～
1590

(1.7) (8) ロクロ 鉄釉　茶色
外面：
内面：
見込：

(2.1) (7) ロクロ 灰釉　鉄絵
外面：
内面：
見込：

瀬戸
1560～
1590

60

447 12 陶器 皿 端反り [14.0]

ロクロ
削り高台

灰釉　淡緑色
外面：
内面：
見込：

長石粒多量、黒色微砂粒
微量、淡灰白色

削り出し高台で、底部に輪トチンの痕
あり、緑釉小皿で大窯Ⅲ期

景徳鎮 江戸前期 1

449 14
瓦質

丸瓦 [29.3]

ロクロ 染付　透明釉
外面：草文
内面：
見込：

白色、黒色微砂粒微量 中皿の小片である。

1

448 13 磁器 皿 中皿 [11.6] (2.2) (3)

長石粒中量、黒色砂粒微
量、褐色土

口辺部の小片、鉄釉絵 唐津
1594年～
1610年代

40布目が細かい。 長石砂粒多量、砂質
有段部と一体作り、段は短く両側端を
削り台形にしている、広端部は内側か
ら斜めにヘラ削りしている。

在地 江戸前期(11.3) (4.0) (274) 型作り 黒灰色
外面：タテナデ
内面：布目
見込：

淡褐色
外面：
内面：
見込：

415 2
木製品ヒ

ノキ
樽 長方形 （12.3） 10.8 1.8 51

外面：
内面：
見込：

側板

416 3
木製品ヒ

ノキ
樽 長方形 （20.4） 5.8 1.5 51

外面：
内面：
見込：

側板
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口径・
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器高・
高さ・
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胎土色・夾雑物 印・銘　墨書　技法・形態
推定

製作地
成形
調整

重量№ 工区 遺構名
出土
位置

材質 器種

Ⅲ区 1E4Z

Ⅲ区 1E4Z

Ⅰ区 一括

Ⅱ区 Ⅱ層

Ⅱ区 Ⅲ層

Ⅱ区 Ⅲ層

Ⅱ区 Ⅲ層

Ⅱ区 Ⅲ層

Ⅱ区 Ⅲ層

Ⅱ区 Ⅲ層

Ⅱ区 Ⅲ層

Ⅱ区 Ⅲ層

Ⅲ区 Ⅱ層

Ⅲ区 Ⅱ層

Ⅲ区 Ⅱ層

Ⅲ区 Ⅲ層

Ⅲ区 Ⅲ層

Ⅲ区 Ⅲ層

Ⅳ区 Ⅳ層

一括

一括

一括 江戸

21.3

分析
外面：
内面：
見込：

外面：
内面：
見込：

450 15 桃の種

30[8.8] (4.0)
外面：
内面：
見込：

452 1
木製品ブ

ナ属
漆器椀

分析 702.8 (2.7) (146) (7.7451 16
木製品ト
ネリコ属

下駄

60

454 1 瓦質 角火鉢 (20.7) ― ― (331)

碁笥底で無施釉
白色　黒色微砂粒微量・
テカリ有

ロクロ成形後体部下半を花弁状に八面
取りしている、緑釉は淡緑色である。

瀬戸 明治大正3 3.8 (41)
ロクロ

削り高台
緑釉

外面：面取り
内面：
見込：

453 1 磁器 青磁猪口 面取り [7.4]

― (5.1) (14) 型作り 淡褐色
外面：
内面：
見込：

在地 明治 1

455 2 陶器 鉄釉鉢 万古 ―

型作り 黒色
外面：
内面：
見込：

長石粒多量、黒色微砂粒
微量、淡灰褐色

角型火鉢で大きさは不明

瀬戸 近代 赤津 2

457 4 磁器 碗 関東 [9.6]

ロクロ 鉄釉・土灰釉
外面：
内面：
見込：

型抜き獣面把手貼
付け

白色　黒色微砂粒微量
口辺は内折し体部は円筒、帯状、線
状、帯状に圏線を引き、獣面を添付
し、波状文を欠き落とし藁灰釉施釉

1

456 3 陶器 火鉢 獣面把手 [20.0] ― (10.9) (177)

上下二段の外型で
松葉文が表出して
いる。

長石釉多量、黒色砂粒少
量、淡褐色

万古風の型作りで無施釉で松葉文を表
出し、化粧土を扇型に塗呉須で松葉を
描いている。

小砂
嘉永4年～

1869

5

458 5 磁器 碗 丸椀 10.7 3.8 5.4 163

高台が高く、畳付
無釉で高台内は透
明釉

白色　黒色微砂粒微量、
テカリ無

体部下端一重、口縁内面二重、内定面
外周一重圏線、内定面が弧状

肥前
1780～

1810年代
[5.0] 4.6 (22)

ロクロ
削り高台

染付　透明　釉
外面：草文
内面：
見込：草文

4.9 (2.9) (48)
ロクロ

削り高台
墨絵　透明釉

外面：
内面：
見込：

町田か
1841～
1869

50

459 6 磁器 碗 丸碗 ―

ロクロ
削り高台

染付　透明　釉
外面：梅文
内面：
見込：

畳付無釉で砂目溶
着、内定面蛇の目
釉剥ぎ砂目

白色磁土、黒色砂粒微量
高台砂目、内定面蛇の目釉剥ぎ、高台
が厚く内湾して開く。

在地 江戸中期 5

461 8 瓦質 瓦 螻羽瓦 (16.4)

型作り 灰色
外面：
内面：
見込：

黒色砂粒微量少量、金雲
母少量、灰色

珠文縁巴文軒丸瓦で瓦当部を接合し指
ナデ、外面は接合部横ナデ、内面は薦
状圧痕に盛骨の棒状圧痕

3

460 7 瓦質 瓦 軒丸瓦 (12.2) (9.3) (8.3) (393)

白色、テカリ無
体部墨絵、体部下端一重、高台脇二
重、底部内面外周一重墨圏線、ゴム印
「陶峰園」

美濃 戦中

30

462 1 陶器 擂鉢 [30.7] ― [10.7] (292)

平瓦に脇部を板作
りして接合

黒色砂粒微量少量、金雲
母多量、灰色

在地 江戸中期(11.6 (7.5) (529) 型作り 灰色
外面：
内面：
見込：

[7.4] 6.1 (77) ロクロ 鉄釉
外面：
内面：
見込：

丹波
19世紀
前半

町田の磁土 10

463 2 陶器 餌擂鉢 [16.0]

ロクロ 焼き締め
外面：
内面：
見込：

長石釉多量、砂質、外面
赤褐色、内面淡褐色

縁帯はやや小さい三段、櫛目は８本で
やや疎

肥前 明治 80

465 1 磁器 紅猪口 丸形 [5.0]

ロクロ
削り高台

型紙摺絵　透明釉
外面：花文
内面：
見込：

畳付無釉 白色、褐色粒微量

10

464 3 磁器 紅猪口 平形 7.1 2.1 2.2 30

長石粒微量、黒色砂粒微
量、淡褐色

櫛目が12本で施文が一様でない、縁帯
がなく鉢状

瀬戸
19世紀
前半

20

466 2 磁器 紅猪口 端反り 4.1 1.9 1.8 (13)

畳付無釉、高台内
面透明釉

白色、褐色粒微量
外面口縁、体部下端、高台脇に一重圏
線、内面3分の1が無施釉

肥前
1820～

1860年代
[3.0] 2.5 (6)

ロクロ
削り高台

染付透明釉
外面：垣根文
内面：
見込：

[3.5] (4.3) (39)
ロクロ

削り高台
染付　透明釉

青白色

外面：氷裂文・亀文
内面：
見込：亀文

肥前 明治 80

467 3 磁器 碗 端反り ―

ロクロ
削り高台

銅版擂餌　透明釉
外面：菊花唐草
内面：
見込：

畳付無釉 白色、テカリ有 内定面に「京都紅清」の商標

肥前
1700～

1730年代
60

469
調査
区

1 陶器 灰釉小皿

ロクロ
削り高台

灰白色
外面：
内面：
見込：

灰白色
ロクロ成形後内面型押し菊花文、口唇
部鉄釉（口錆）、焼次痕

20

468 1 磁器 紅皿 輪花 8.1 1.9 2.1 43

白色、褐色粒微量 口辺を欠く、腰が張り外反する。 肥前 江戸後期

20

470
調査
区

2 陶器 灰釉小皿 8 5

外面：
内面：
見込：

淡褐色 内定面に輪トチン痕 瀬戸
1560～
1590

― 5.9 (1.6) (31)
ロクロ

削り高台
灰釉 青緑色

調査
区

一括 3 磁器 小皿

黒色微砂粒微量、淡褐色 削り出し高台が低い。 瀬戸
1560～
1590

501.4 35
ロクロ

削り高台
灰釉 青緑色

外面：
内面：
見込：

不明 806 2 (181)
外面：
内面：
見込：

18世紀 40

472
調査
区

4 石製品 硯 (12・5)

型紙摺絵
外面：
内面：
見込：

白色　黒色微砂粒微量 口縁鉄釉 肥前八角 [7.2] 3.5 1.7 (16)
ロクロ
型打ち

471

裏面に「岡本」記銘
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遺構名
個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

一括
Ⅰ区
Ⅱ区
Ⅲ区
Ⅳ区
１GHD 2 100 1 52 1 64 1 55 1 10 1 1
２ＧＨＤ 1 11
３ＧＨＤ

Ⅱ区Ⅱ層 1 50 1 78 1 116
Ⅲ区Ⅱ層
Ⅳ区Ⅱ層
１区 ４ＫＳＴ

１ＫＳＴ
３KST
１ＫＳ
２ＫＳ
３ＫＳ
１ＫＤＨ
１ＫＲＭ
１ＫＨＤ
２ＫＨＤ
３ＫＨＤ
１ＫＭＮ
２ＫＭＮ
１ＫＨＳ
２ＫＳＴ
１ＫＳ
2KS
１ＫＨＤ
１ＫＫＡ
6KST
１ＫＳ
１ＫＩＤ 1 53 1 51 1 21 1 46 1 51
壁面
Ⅲ層

Ⅲ区Ⅲ層
1ABMD
１ＢBＭＤ

2BMD
3BMD
4ABMD
4BBMD
4CBMD
4DBMD
5BMD
6BMD
７ABMD

7BBMD
７ＣBMD

8BMD
9BMD
10ＢＭＤ

１ＢＭＭ
１ＢＭMS

3BMKA
１ＢＭＳＴ

1BMD
Ⅱ区Ⅳ層
Ⅳ区Ⅳ層

１ＥＨＲ
２ＥＨＲ
３ＥＨＲ
２ＥＭ
１ＥＤ
３ＥＨＴ
１ＥＭＳ
２EMS
1ED
２ＥＨＲ
１ＥＩＤ
Ⅳ層
１Ｅ２ＫＳ

江戸
四面 Ⅲ区１Ｅ４Ｚ

個数 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1
重量 50 100 53 51 21 78 116 46 51 52 64 55 21 1

計量

江
戸
一
面

Ⅱ区

Ⅲ区

Ⅳ区

江戸
二面 Ⅳ区

近
代
面

Ⅱ区

Ⅲ区

Ⅳ区

幕
末
明
治

Ⅱ区

Ⅱ区

Ⅲ区

遺構面

調
査
区

遺
構
外

現代
面

Ⅱ区

戦後 戦後戦後 戦後 戦後 戦後 戦後 戦後推定時期 戦後 戦後 戦後 戦後 戦後 戦後

器種

時代
種別 アルミ缶 スチール

カルピス
コカコー
ラ

フャンン
タグレー
プ

サッポロ
ビール

赤褐色
皿

白色蓋

産地

現　　　　　代　　　　～　　　　江　　　　　戸
プラスチック

フャンタ
グレー
プ

フャンタ
オレン
ジ

ヤクルト
ピーチ
ネクター

サンキス
トレモンド
ミルク

キリンレ
モン

SAPPO
RO

ミヨシ
マーガリ
ン

ミルク入
りコー
ヒー
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個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

1 16 1 15 1 32 1 13 1 224
1 3 1 47 1 202

1 64 1 141 1 15

1 11

1 25 1 51 13 87

1 6.1 1 93 2 3 6 428

1 76

1 25 11 58

1 287 1 287

4 148 1 5.9

1 18 1 14

1 1 1 2 1 2 3 4 1 2 2 4 1 1 26 7
16 15 32 16 47 351 630 148 5.9 242 29 67.1 51 93 148 504

明治 明治 明治 明治 大正昭和 大正昭和戦後 戦後 戦後 江戸 江戸 明治戦後 戦後 戦後 戦後

歯車文
字盤

テグス
糸巻き

グリコ
アーモ
ンド看
板

鼈甲風
櫛

「工」字
型レー
ル

バック
透明計
量数瓶

透明瓶 ガラス瓶
ガラス一
括

サンダル
（DREAMLIGH
TSOLE22.5）

濃青色
角瓶オ
ランダ

青色ガ
ラス玉

青色瓶
乳白色
瓶

白色ラ
ンプホ
ヤ

合成皮革プラスチック
現　　　　　代　　　　～　　　　江　　　　　戸

ガ　　　　　ラ　　　　　ス
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個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

1 130 1 105

5 6

12 3696 4 1318 7 1873 14 3631 2 84 1 240 3 974 1 34 1 353 1 509
1 6 1 53

2 595 1 299 1 166 1 211

5 13
6 88 1 88

1 64

4 90

4 461 1 237

1 18

1 24

2 27

2 1 13 4 13 14 2 1 7 1 18 5 1 1 2 1
30 64 3749 1318 1961 3631 84 240 1717 105 469 549 353 509 403 211

戦後 戦後 戦後 戦後戦後 戦後 戦後 戦後 戦後 戦後大正昭和 大正昭和 昭和 戦後 戦後 戦後

ＮＥＳＴ
ＬＥ瓶

ＳＵＮＴ
ＯＲＹ瓶
茶

青色瓶 黒色瓶
白色ガ
ラス瓶

ガラス瓶

蓋付透
明サン
ヨーピク
ルス

コカ・
コーラ
瓶

淡緑色
瓶

濃茶色
瓶

青透明
瓶

透明瓶
透明小
瓶

透明六
角瓶

ガラス管
透明楕
円瓶

ガ　　　　　ラ　　　　　ス
現　　　　　代　　　　～　　　　江　　　　　戸
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個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

3 29 1 3 1 2

1 145
1 18

1 5

1 2
1 3 2 17 9 10

21 108

1 6

3 25

1 9 2 12 1 4

1 16 1 49 1 149 3 28
14 78
1 29

8 44 1 108 1 14
1 24 1 12 1 16

1 21

1 293

1 11

1 4

9 1 2 1 1 1 1 3 53 1 1 1 10 1 1 1
77 3 7 24 16 49 149 42 477 11 293 108 14 6 4 14

大正戦前 大正戦前江戸後期 江戸後期 幕末明治 幕末明治 明治 明治大正戦後 江戸 江戸後期 江戸後期 江戸後期 江戸後期昭和 戦後

板ガラス ビー玉 おはじき 和バサミ 鏨 五徳 角釘
金製指
輪

鋲 鉢
髭剃り
用小刀

小型包
丁

鎌 平釘 角釘
筒形金
具

現　　　　　代　　　　～　　　　江　　　　　戸
ガ　　ラ　　ス 金　　　　　属　　　　　製　　　　　品
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個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

3 41
3 11 1 48 4 49
1 56

1 117 2 5 1 579 1 117

1 190

4 40 1 17
1 366

1 1
2 12 2 3

3 144
3 379 1 159

1 122

1 1

1 445 1 505 1 194 1 505 1 118 2 118 1 65 1 215 1 501 1 4900 3 156

1 250

3 22

3 22
1 55 1 7

6 90

1 139

2 6

1 1 1 1 4 4 2 15 2 1 30 1 1 2 1 3
55 445 505 194 1183 67 165 147 697 117 1199 65 215 660 4900 156

不明 大正以降 明治以降 明治以降 明治後半 戦前戦後戦後 昭和 昭和 昭和 戦後 戦後江戸後期 昭和 戦前戦後 戦前戦後

滑車 火受 錘
ストーブ
火床

クランク
型金具

丸釘 錠前
Ｓ字金
具

不明 鉄瓶注口コテ カンテラ 袋物
型枠波
トタン

鉄型枠
固定ボ
ルト

平金具

金　　　　　属　　　　　製　　　　　品
現　　　　　代　　　　～　　　　江　　　　　戸

金　　　　銅　　　　製　　　　品
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個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

1 12
2 309
1 49

3 12 2 209

1 58 1 42
13 573 2 15 1 7

1 1154 1 42 3 563 4 334 1 6 3 95 2 6
1 125

1 6

3 455
1 14

5 937
1 851 1 99

1 1

3 14.8
1 5 1 4

1 1 1 12 1 5.2

1 1

1 10

3 2 1 1 1 1 1 7 5 1 28 6 2 2 3 2
455 11 1 12 5.2 1154 42 51.8 17 58 3533 349 224 13 95 6

大正昭和 戦後 明治大正 明治大正戦後 江戸 幕末明治 戦後 大正昭和 明治大正戦前戦後 江戸後期 江戸 昭和

電気差込 碍子
白色施
釉タイ
ル

灰釉タ
イル

青磁釉
タイル

透明釉
タイル

不明 不明 常滑 美濃

青釉タ
イル

瀬戸

丁番
鋳物ア
ンカー

不明
KEBON
O

煙管
ストーブ
火口

座金 銅線止金具 飾金具

銅　　製　　品金　　　　銅　　　　製　　　　品
現　　　　　代　　　　～　　　　江　　　　　戸

工　　　　　業　　　　　製　　　　　品

－186－



個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

1 7.7

1 25

1 17 1 17 1 615

1 43 1 140 2 306
2 35 2 61

1 25

1 67

1 423 1 42 1 1 1 322 1 111 1 356 1 185 1 152 1 222
1 749

1 2300

2 1362
1 332

1 146

6 1 1 2 1 3 2 3 1 4 1 1 1 1 1 1
145 17 140 306 615 810 569 116.7 1 3994 322 111 356 185 152 222

幕末明治 幕末明治幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治戦後 大正昭和 大正昭和 大正昭和 幕末明治 幕末明治大正昭和 昭和

白色釉
タイル

黒色タ
イル

円形盤 柄

不明
タイル
下地

セメント
桟瓦

セメント 下駄 漆器碗

瀬　　　戸
工　　　　　業　　　　　製　　　　　品

現　　　　　代　　　　～　　　　江　　　　　戸
木　　　　製　　　　品

表札（石
川）

箸 樽礎板 日傘軸 樽注口 六角盤 八角盤
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個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

1 195

1 1094

2 14

1 27
1 3200

1 8.1

1 8.1 1 2 1 0.2

1 262
1 151

1 6 7 168 1 459

1 324 4 411 1 88
1 102 1 67

2 42 4 556

2 192 22 21578 5 4128

3 6

6 67 7 50

2 2 7 1 2 10 2 1 13 4 22 5 1 1 5 2
192 16.2 69 0.2 14 56 42 6 946 1147 21578 4128 3200 67 1505 239

幕末明治 幕末明治 幕末明治 明治大正 幕末明治 幕末明治戦後 江戸明治 江戸明治 幕末明治 江戸後期 幕末明治幕末明治 大正 江戸明治 大正

井戸枠 敷石 礎石
石製タ
イル

鉄平石 粘板岩リング 種子 炭化物 獣骨 硯 砥石部材 膳の脚 木片 算盤玉

生物
現　　　　　代　　　　～　　　　江　　　　　戸

石　　　　製　　　　品　　　　・　　　　素　　　　材木　　　　製　　　　品
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個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

13 25400 1 383
2 169 32 58770

1 12 8 20880
11 955 1 1

1 4

4 821
1 8 1 101

1 700
1 1450

1 532

13 6850
1 106 1 202 6 5160

2 283 1 362 1 4
1 4

2 3550

2 355 2 592 47 81670

1 373
2 150

1 2 1 52

1 2.1
1 225 1 2.2 2 1109 3 509

1 24
2 11 4 78 1 1000 1 1400

6 3900
4 114 1 790

1 205

3 2526

1 7

2 530

1 2 2 1 4 25 6 2 5 1 1 131 3 6 4 4
225 150 11 106 114 3016 452 592 16.3 7 1 209128 903 4110 2892 610

江戸前期 江戸中期 江戸中期 江戸中期明治大正 昭和 江戸 明治18年 戦後 明治幕末明治 江戸 江戸

銭　貨

石炭 コークス

銅 アルミ

煉瓦寛永通
宝

一銭銅
貨

丸瓦
珪化木 凝灰岩

瑪瑙（メ
ノウ）

温石 泥岩 不明素材
平瓦 丸瓦

石　　　　製　　　　品　　　　・　　　　素　　　　材
現　　　　　代　　　　～　　　　江　　　　　戸

土　　　　製　　　　品
瓦

１円
（H9)

鬼瓦
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個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

2 362
2 322 1 160

1 249 2 278 10 2233 2 362

1 176 7 1292
3 407 39 3329 5 358

14 157 7 1016

1 398 1 148 1 858 1 171 1 637
1 772 1 274

1 98

3 191

1 35 1 515
1 66 1 564

3 431

1 103 1 281

1 223

1 35 1 134 2 1194 11 4070 1 649
3 398

1 393 21 2149 3 916 2 374
19 2788 5 561 1 459

1 1800 1 117 7 732 1 109
4 849 21 5964

2 160 14 2244 27 4692
4 128 3 1030

1 212 9 1305 24 3732
4 776 1 731 13 1681 1 109

1 122 3 529
16 1951 1 153 3 692 2 1411
8 970

1 392
1 202

1 41

3 163

1 41

1 46

4 1 5 2 1 35 173 14 1 14 4 12 74 26 1 1
776 731 2030 791 212 4979 27856 1988 249 3981 1375 4436 7542 5915 160 649

昭和 昭和江戸後期 江戸後期 江戸後期 江戸後期 昭和 昭和江戸中期 江戸中期 江戸中期 江戸後期 江戸後期 江戸後期江戸中期 江戸中期

軒丸瓦桟瓦 軒桟瓦軒丸瓦 軒桟瓦 丸瓦 平瓦 軒桟瓦
万十軒
桟瓦

現　　　　　代　　　　～　　　　江　　　　　戸
土　　　　製　　　　品

瓦

棟飾瓦 棟込瓦 軒平瓦 桟瓦 螻羽瓦 雁振瓦 平瓦
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個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

7 144 1 209 2 74

1 537 1 537 1 314 1 615 1 61 1 45 1 154 1 61

1 213 1 44 1 64

1 330
1 129

9 45800

1 219
1 87

2 152

2 321 1 129

1 69 1 40

1 271
9 901
1 88
2 154 1 2.1 1 50

1 85

1 117

1 378

1 1 22 5 1 2 1 1 1 3 7 1 10 1 1 1
537 537 1710 1057 615 113 61 45 85 825 613 129 45954 2.1 50 61

昭和初期 戦中戦後 戦後 江戸 江戸 昭和戦後 戦後 戦後 戦後 幕末明治 明治昭和 戦前 昭和 戦後

セメント
桟瓦

スレート
瓦

アスベス
ト煙突

土管板
型作り

瓦質土
管

土管
無文軒
丸瓦

無文軒
平瓦

平瓦
焜炉火
受

セメント
瓦

黒釉土
管

土管 おはじき 人形 火受

現　　　　　代　　　　～　　　　江　　　　　戸
土　　　　製　　　　品

瓦

戦　後
陶　器
炻　器
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個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

11 264
1 59

1 34 1 77 10 151
1 20 1 19

1 23

1 20 2 15 1 5

1 4 1 4 1 43 1 8 5 74 1 18 1 14 1 83 1 7

1 2 2 1 1 1 6 1 2 1 1 1 1 1 21 1
20 24 15 4 43 8 79 19 52 77 14 59 83 7 415 23

肥　　前

戦後 戦後 戦中戦後 戦中戦後 戦後 戦後 戦後 戦後 昭和昭和 戦後 戦後 戦後 戦後 戦後

二重構
造湯呑

どんぶり
緑釉線
国民食
器丼

コバルト
丼蓋

陶胎コバ
ルト線筒
描湯呑

コバルト
縁筒形
湯呑

灰釉土
鍋

壷
上絵付
丼

小皿 飯碗
瑠璃釉
碗

浜千鳥
型変形
皿

クローム
釉急須

湯呑鉢

戦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後
陶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　器 磁　　器

瀬　　　　戸　　　　・　　　　美　　　　濃 大堀相馬
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個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

5 83 1 9 1 2

1 23 1 16 1 15 1 28 1 105 3 55 1 17 1 16 7 206
1 29 1 15

1 11 4 155

5 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 1 1 1 4 7
83 23 9 2 16 15 28 105 11 55 17 29 16 15 155 206

戦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後
磁　　　　　　　　　　　　　　器
肥　　　　　　　　　　前

戦後 戦後戦後 戦後 戦後 戦後 戦後 戦後戦中戦後 戦中戦後 戦後 戦後 戦後 戦後戦中戦後 戦後

鳳凰文
ラーメン
丼

プリント
飯碗

緑釉筒
描角湯
呑

プリント
赤彩湯
呑

コバルト
雨降文
湯呑

プリント
蓋付鉢

プリント
絵丼

盃 平酒盃
薄緑色化
粧土刷毛
徳利

蝋抜コ
バルト
徳利

重段徳
利

紅葉プ
リント飯
碗

鉢
化粧土
刷毛鉢

皿
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個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

1 41
2 114 6 122 10 465 2 73 3 48 1 11 1 30

1 16 1 60 2 17 1 50 3 16 1 42
1 30

4 62 1 56 1 16

1 42

1 10

3 1 1 3 1 3 6 11 4 2 4 1 1 1 1 1
155 16 60 27 50 16 122 507 62 73 78 42 56 11 16 30

戦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後
磁　　　　　　　　　　　　　　器
瀬　　　　　　　　　　戸

戦後 戦後 戦後 戦後 戦後 戦後戦後 戦後 戦後 戦後 戦後 戦後戦後 戦後 戦後 戦後

コバルト
線湯呑

菊文プ
リント鉢

蓋物鉢
コバルト
抜蓋

徳利
ナデシ
コプリン
ト飯碗

皿 丼 外縞丼 丼蓋
湯呑茶
碗

飯碗
型紙青
磁碗

緑釉鉄
刷毛飯
碗

コバルト
プリント
絵飯碗

蝋抜緑
釉黒竹
文飯碗
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個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

1 9 1 54

2 52 1 61 1 36 1 14 1 23
1 4 2 7 1 58

2 23 1 9 1 104 1 42 1 21 1 92

3 104

1 25 1 54 1 36

1 13 1 54 1 18 1 36

2 61 7 67 1 15 1 58
1 138

3 1 1 3 1 4 1 13 1 2 1 2 1 1 3 3
77 9 54 36 9 169 4 354 36 7 14 51 42 36 102 288

戦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後
磁　　　　　　　　　　　　　　器

瀬　　　　戸 美　　　　　　　　　　濃

戦後 戦後 戦後 昭和昭和 戦後 戦後 戦前 戦後 戦後戦後 戦後 戦後 戦中 戦中 戦中

プリント
洋皿

コバルト
線丼

型抜八
卦文丼

湯呑茶
碗

色絵梅
文湯呑

プリント
筒形湯
呑

金結漿
湯呑

板縁皿
型紙絵
付輪花
皿

コーヒー
カップ

火鉢
緑釉線
国民食
器碗

墨絵碗 碗
鉄釉飯
碗

コバルト
プリント
猪口
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個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

1 9
1 50 1 2

1 32

1 25 1 12

2 151 2 104 1 27 1 7 1 34 2 84

1 42 1 20 1 12 3 52

1 20
1 83 1 8

1 14

2 3 1 1 1 1 1 2 1 4 1 1 1 1 3 1
151 146 50 27 7 25 34 84 14 51 12 32 83 12 52 8

戦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後
磁　　　　　　　　　　　　　　器
美　　　　　　　　　　濃

大　正　・　戦　前
陶　　　　器
瀬　　　　戸

大正戦前 大正戦前戦後 戦後 戦後 戦後 明治戦前 大正戦前戦後 戦後 戦後 戦後 戦後 戦後昭和 昭和

染付碗酒杯
コーヒー
カップ

刷毛目
口紅灰
皿

甕 飯碗
湯呑茶
碗

コバルト
墨絵型
徳利

色絵釉
彩小鉢

蓋付赤
線文鉢

コバルト
絵徳利

寿司湯
呑

燗徳利
型紙摺
上色絵
丼

色絵鳳凰
文ラーメン

丼

色絵丼
蓋

土師質
在地
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個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

2 217 2 115

1 35

1 59 1 29
1 146 2 17 1 3

2 40
1 4

1 11 2 25

1 27
1 9

4 1084 1 46 2 3
1 119 1 1

1 103

1 1 8 1 1 2 1 1 1 2 1 2 1 1 2 3
119 9 1550 46 11 25 1 59 35 17 3 115 4 29 40 30

瀬　　　　戸
磁　　　　　　　　器
肥　　　　　　　　前

大正戦前 大正戦前 明治大正 大正戦前 大正戦前 大正大正戦前 大正戦前 明治大正 明治大正 大正戦前 大正戦前大正昭和 大正戦前 明治大正 大正戦前

染付皿
呉須濃
絵中皿

青磁釉
竹文中
皿

色絵上
絵付洋
皿

網目文
飯碗

鉢 瓶 大甕
型馬湯
呑

万古急
須

朱泥急
須

鉄釉刷
毛目梅
文筒形
湯呑

酒杯
緑釉男
便器

染付飯
碗

皿

炻器
大　　　　　正　　　　　・　　　　　戦　　　　　前

陶　　　　　　　　　　器
美　　　　濃 不明 相馬 常滑
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個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

1 41 1 43 1 30

1 23
1 4
1 18

1 23 1 10

1 19 4 8

1 3 1 9
1 34

1 4 1 6 1 3
2 64 2 8 1 21 2 7 1 2

2 2 1 1 1 1 2 1 2 2 3 1 1 4 2 1
44 64 23 43 30 10 8 21 7 22 32 6 23 8 36 3

大　　　　　正　　　　　・　　　　　戦　　　　　前
磁　　　　　　　　　　器

肥　　　　　　　　　　前 瀬　　　　　　　　　　戸

大正昭和 大正昭和 大正 明治大正明治大正 明治大正 明治大正 大正戦前 明治大正 大正昭和大正 大正戦前 明治大正 大正戦前 明治大正 明治大正

端反碗
青磁コ
バルト
染付湯

青磁白
盛端反
酒杯

コバルト
絵鉢

コバルト
丸段重

コバルト
扇文猪
口

プリント
絵猪口

青磁皿
長石釉
大皿

線描濃
絵飯碗

緑呉須
線中鉢

蓋
湯呑茶
碗

青磁劃
取酒杯

コバルト
絵中皿

染付飯
碗
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個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

1 50
4 29
4 47

1 8 1 10

1 15

1 49 3 43 4 24 1 798 1 12
1 86

1 4 1 6 1 10 2 48 1 12
1 7

2 1 1 1 1 8 3 4 1 1 1 2 1 1 1 1
53 7 50 6 8 76 43 24 10 86 10 48 12 798 12 15

大　　　　　正　　　　　・　　　　　戦　　　　　前
磁　　　　　　　　　　器

瀬　　　　　　　　　　戸
土師質土器

在地

明治

戦前戦後 明治大正戦前 大正戦前 明治大正 明治大正 大正昭和 大正大正 明治大正 大正戦前 大正戦前 大正 戦前明治大正 日清日ロ

鉢
松葉文
輪花皿

透明釉
筒形湯
呑

透明釉
大碗

透明釉
鉢

火鉢
コバルト
地湯呑
茶碗

徳利 蓋付壷
プリント
洋皿

染付碗 染付碗 縁錆小皿
青磁描
落酒杯

戦勝記
念盃

薄緑釉
色絵鉢

美　　　　　　　　　　濃 会津本郷
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個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

13 19 1 20 5 12 4 43
5 406 3 287 1 330

1 15

3 46 2 120
1 14

1 1310 3 36

2 158

1 84

1 7
1 136 6 145

1 3000

5 1 6 3 4 1 3 2 1 14 1 3 1 1 5 4
406 136 145 287 60 84 1468 120 330 26 3000 36 15 20 12 43

土師質土器
在　　　　　　　　　　地

明　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　治

美　　　　　　濃
陶　　　　　　　　　　器

明治 明治 明治 明治 明治大正 明治大正明治 明治 明治 明治 明治 明治明治 明治 明治 明治大正

銅版摺
絵鉢

鉢 染付碗
型紙飯
碗

銅板小
碗

火消壺 焜炉
角型火
鉢

管
灰釉丸
碗

便器竃 焜炉
焜炉火
受

五徳 鉢

瀬　　　　　　戸
瓦質土器
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個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

1 31 1 33 1 95 4 343

1 32 5 99 5 32

1 4 1 25
1 19

1 1
1 9

1 3 1 18
2 10 1 10

1 64 1 25

1 81 1 35 1 3
3 269

2 16

1 29

2 828

1 2 3 2 2 1 1 1 7 1 1 9 4 2 3 1
29 16 14 11 106 3 32 31 141 19 18 396 343 99 853 3

明治 明治 明治大正 明治明治大正 明治大正 明治大正 明治大正 明治 明治大正明治 明治大正 明治 明治 明治 明治大正

土鍋蓋 擂鉢
鉄釉急
須蓋

鉄釉蓋
付甕

鉄釉摺
鉢

藁倍釉
火入

植木鉢
鉄釉擂
鉢

紐作り
焼締大
甕

口錆型
皿

灰釉土
瓶

急須 猪口
行平把
手

鉢
灰釉型
紙擂絵
皿

笠　　　　　　　間 不　　　　明美　　　　　　濃 益　　　　子

明　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　治
陶　　　　　　　　　　　　　　器
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個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

1 36

1 5 2 90 1 74 2 108
1 25

4 20
1 11

2 635 1 7
1 5

1 50

1 11
2 25 1 1

1 6 1 20 1 14

1 3 1 3
2 21 2 4 1 114 1 163

2 7 1 4 1 1 2 2 2 1 2 2 2 1 2 1
53 44 25 21 114 5 90 237 108 36 635 25 25 1 25 7

明治 明治明治大正 明治 明治 明治 明治 明治明治大正 明治大正 明治 明治大正 明治大正 明治大正明治 明治

染付瓶湯飲 井戸枠 染付皿
染付小
碗

染付碗
染付小
鉢

山水土瓶
呉須絵
手水鉢

鉄釉糸
目土瓶

鉄釉鉢
鉄釉小
型甕

鉄釉擂
鉢

土瓶
呉須菊
絵土瓶

コバルト
絵土瓶
蓋

常滑小　　　　　　砂 相馬益　　　　　　　　子 肥　　　　　　　　前

明　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　治
陶　　　　　　　　　　　　　　器 磁　　　　　　　　器
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個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

3 270 1 16 1 62
2 24

2 10 5 24 1 5 1 4
1 19 4 16

1 67 1 320 1 320

2 68 4 39 2 27 1 8 1 16 1 11
1 6 1 7

1 18
1 2 1 3

1 4 1 39 3 8 5 30
1 14 1 91

2 42 1 6

2 39

2 3

1 81 3 62 1 9
10 43 3 99 4 69 2 6

1 3
1 121

1 7

2 33 2 19

1 2 1 1 1 26 1 28 4 1 2 1 1 1 12 7
14 68 4 67 81 285 3 1010 61 16 66 18 16 6 439 36

明治 明治 明治 明治 明治後半 明治明治 明治 明治 明治 明治 明治明治 明治 明治 明治

型紙擂
絵紅猪
口

型紙摺
絵丸段
重

型紙摺
絵蓋物

銅版摺
絵中皿

銅版擂
絵猪口

型紙擂
絵碗

型紙擂
絵筒形
湯呑

型紙擂
絵中皿

型紙摺
絵猪口

文字型
紙摺絵
猪口

型紙擂
絵端反
猪口

染付土
瓶

染付湯
呑

青磁湯
呑

染付御
神酒徳
利

縁呉須
端反猪
口

肥　　　　　　　　　　前

明　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　治
磁　　　　　　　　　　器
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個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

1 32

1 30 5 78 1 1

1 2 1 2
1 2 1 6

1 12
1 54

2 118 1 419 1 40

5 28

1 183 4 235

1 19 1 49
1 145

3 75 4 38

1 9
1 50

1 48

7 65

1 1 1 1 1 21 1 1 1 3 4 4 1 1 1 5
12 183 19 30 2 300 419 40 2 75 38 255 1 48 32 284

明治大正 明治 明治大正 明治大正明治 明治 明治 明治 明治大正 明治大正明治 明治 明治大正 明治戦前 明治 明治

緑釉湯
呑

端反湯
飲茶碗

端反小
杯

瑠璃釉
植木鉢

瑠璃釉
御神酒
徳利

銅版擂
絵燗徳
利

透明釉
鉢燗徳
利

染付丸
碗

瑠璃釉
金絵碗

丸小杯 丸小杯
雀文型紙
擂絵文面
取酒盃

平猪口
型紙擂
絵燗徳
利

染付青
磁植木
鉢

飛鉋青
磁酒坏

肥　　　　　　　　　　前 瀬　　　　　　　　戸

明　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　治
磁　　　　　　　　　　器
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個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

1 18
1 3

1 10 1 20

1 2 1 128 2 37

2 40 1 34 2 50

1 919

1 82 1 11 3 1110 1 14

1 129

1 25
1 32

1 90

1 85

1 49 1 83

1 1 1 3 1 1 1 1 1 1 4 3 1 2 2 3
82 10 32 51 25 49 83 34 919 2 1239 149 14 110 37 135

明治 明治大正明治大正 明治 明治 明治 明治 明治大正明治 明治 明治 明治 明治 明治明治大正 明治

紅輪花
皿

上絵付
碗

飯椀
型紙擂
絵丸碗

薄手酒
杯

型紙摺
絵中皿

線描濃
絵端反
猪口

酒杯 蕎麦猪口端反猪口 丸猪口 紅猪口 植木鉢丸小杯
型紙摺
絵燗徳
利

線描濃
花文端
反碗

瀬　　　　　　　　戸 美　　　　　　　　濃

明　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　治
磁　　　　　　　　　　器
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個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

1 9
1 29

1 25

1 14 2 28
1 19

1 66

1 21 1 23

1 186
1 93

1 2118
1 38

1 201

1 50 1 19
1 172 1 43 3 95

4 65
1 27

3 64
3 173 1 27 1 35 3 39

26 709

1 19 1 94 1 6 2 14 2 26

1 18 2 4141 2 66 5 2470
10 1097 4 41 1 6 1 53

1 1 2 1 1 3 6 8 1 16 6 32 3 11 4 1
21 66 38 2118 93 227 4515 375 94 3610 82 812 52 211 106 19

磁　　　　　　器
美　　　　　　濃

幕　　　　　　末　　　　　　明　　　　　　治
土　　　　　師　　　　　質
産　　　地　　　不　　　明

幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治明治 明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治明治 明治 明治 明治大正

カワラケ 鍋 鉢 火鉢 壷急須蓋 焜炉
焜炉火
受

角竃 丸竃 焙烙紅猪口
御神酒
徳利

型紙摺
絵燗徳
利

火鉢 蓋付鉢

会津本郷

明　　　　　　　　　　治
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個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

1 41 1 33

3 1383 1 161 1 76
1 64

1 53 8 278 2 353 1 53
1 184

1 896
1 84
1 139

1 866 1 218
1 798 1 279

1 118

1 138

1 38
22 881 1 331

1 122 3 138

1 29
1 160 7 188 1 15 1 58

1 225 1 215 1 1630
1 526

1 38 1 135 1 181 1 831 1 126
2 70 1 278 36 1178 3 314 4 181

8 174 1 60 3 107 2 34
1 27

3 145 7 77 1 40
7 290 6 394 1 25 1 576

4 716 2 1856 7 2422 7 609 7 97
4 128

2 71

2 45

4 1 1 16 1 5 9 5 60 46 3 27 14 3 1 4
716 160 38 493 60 2064 2741 492 3356 3774 314 2592 2514 1393 576 713

瀬戸
土師質

幕　　　　　　末　　　　　　明　　　　　　治

瀬　　　　　　　　　　戸
瓦　　　　　　　　　　　　　　質

幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治

壷蓋 無頸壺
火消壺
蓋

五徳 土鍋 内耳土鍋 深鍋 火鉢 壷皿 カワラケ 焙烙
焙烙把
手

焜炉 竃大甕
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個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

1 3

1 63
8 282

1 1 1 10

1 5

5 164

1 2

2 11
1 18 4 50 6 71 1 64 3 64

1 3
1 26 2 18

11 110

2 33 1 1

1 22 1 2000
1 6

16 1 1 1 14 1 1 1 4 1 6 1 5 1 1 2
542 26 22 1 139 2 3 10 50 2000 71 64 71 5 3 18

幕　　　　　　末　　　　　　明　　　　　　治
瓦　　　　　　質
産　地　不　明

陶　　　　　　　　　　　　　　器
瀬　　　　　　　　　　戸

幕末明治 幕末明治幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治幕末明治 幕末明治

鉄釉灯
明下皿

水鉢
灰釉片
口

捏鉢 灰釉徳利
灰釉火
入れ

灰釉鳥
の餌入
れ

鉄釉碗
灰釉丸
碗

染付丸
碗

陶胎染
付中皿

染付皿 擂鉢鉢 取鍋
瓦質土
器転用
鍋磨
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個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

4 8 1 4

1 10

3 4 1 2

4 878 1 3

1 56

1 29 1 1

1 70 1 17

4 17 1 4 1 5 6 69 6 8

3 7
1 46 1 1 5 21 2 4 1 13 1 10

1 4 1 15 1 2 2 1 6 12 2 1 1 1 1 1
46 878 56 65 1 11 7 5 69 33 4 13 70 2 10 17

幕　　　　　　末　　　　　　明　　　　　　治
陶　　　　　　　　　　　　　　器

瀬　　　　　　戸 信　楽美　　　　　　　　　　濃

幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治

灰釉大
徳利

小杯 型角瓶
鉄釉擂
鉢

小坏
鉄釉灯
明皿

灰釉灯
明下皿

灰釉灯
明上皿

灰釉水
注

灰釉徳
利

鉄釉徳
利

呉須釉
手焙り

火鉢 鉄釉甕
灰釉丸
碗

鉄釉丸
碗
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個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

2 7

1 110

1 256

2 8
2 23 1 99

1 1
4 5

1 85 2 9
5 17

5 22 1 9 1 6 1 99

3 38

1 3 1 36 1 1273 1 134 4 5 1 11

1 1 1 6 11 1 2 2 2 1 1 3 2 5 1 2
85 3 110 18 35 9 23 135 1279 256 134 38 9 104 11 7

幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治

土瓶 土鍋蓋
土灰釉
糠白流
碗

鉄釉大
甕

摺鉢
鉄釉植
木鉢

火鉢
山水土
瓶

鉄絵土
瓶

色絵灰
釉丸碗

灰釉土
瓶

山水土
瓶

灰釉色
絵土瓶

御須絵
土瓶蓋

糠白釉
鉢

灰釉丸
碗

幕　　　　　　末　　　　　　明　　　　　　治
陶　　　　　　　　　　　　　　器

信　　　　　　　　楽 松　岡笠　　　　　　間 益　　　　　　　　子
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個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

1 2 1 8
1 23

1 13

1 20

1 27

1 27

2 10 1 26 5 10 1 10
1 9 1 28 1 12

1 20 1 5 2 11 2 30 13 111
1 2

1 3 1 136 2 13 1 2

2 11 2 26 3 52 1 22
1 75

3 59 5 8

1 4 4 1 9 1 3 1 13 2 16 1 1 1 1 2
20 36 40 9 146 26 33 136 111 13 149 22 10 12 8 40

幕末明治 幕末明治幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治幕末明治 幕末明治

植木鉢
藁灰釉
土瓶

鵜の糞
釉土瓶

土瓶蓋
鮫肌土
瓶

鵜の糞
釉小型
甕

鉄釉小
甕

土灰釉
鉢

鉄釉土
鍋

鉄釉行
平鍋

土灰釉
土瓶

漆黒釉
土瓶

鉄釉糸
目土瓶

鉢 鉄釉鉢
鵜の糞
釉鉢

幕　　　　　　末　　　　　　明　　　　　　治
陶　　　　　　　　　　　　　器
松　　　　　　　　　　岡
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個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

1 1 2 67

1 6 1 23

1 28

1 1 1 43

1 54 1 110

5 181

1 12
1 5 2 9 2 6 1 25

4 221 1 5 1 3 1 10 1 4 1 95
3 11 1 15 3 24

1 2.6 1 90 1 2.6
1 11 1 106 1 106

2 26

1 3 2 9
1 40 2 8

6 1 1 7 1 1 6 4 3 1 6 2 1 1 8 3
235 5 1 299 5 40 21.6 101 112 10 179 108.6 25 12 88 121

幕末明治 明治大正 幕末明治 幕末明治 幕　　　　末　　　　明　　　　治

丸碗
外糸目
内灰釉
碗

劃落灰
釉筒形
碗

灰釉皿
灰釉輪
禿皿

染付蕎
麦猪口

灰釉丸
碗

染付碗
灰釉鉄
絵碗

内灰外
鉄碗

染付丸
碗

急須
赤絵菊
盛急須
蓋

朱泥急
須

擂鉢
灰釉小
坏

幕　　　　　　末　　　　　　明　　　　　　治
陶　　　　　　　　　　　　　　器

七　　　　　　　　　　面在地万古
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個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

1 5

1 12
1 35

1 2

1 65

1 767

1 8 1 4 2 4

1 10 1 18 1 61 1 120 2 23 1 46
1 18 1 6
1 108 1 168

1 108

1 56 1 107 3 61 1 107

1 7 5 102
3 97 1 107

1 76
2 10 1 42

1 8 1 60

1 1 2 2 8 2 5 4 1 1 1 2 1 1 11 1
56 10 10 126 246 118 1035 181 168 4 12 167 107 6 136 46

幕　　　　末　　　　明　　　　治

鵜の糞
釉菓子
鉢把手

青土瓶
青土瓶
蓋

鉄釉鉢
鉄釉灰
釉流鉢

糠白釉
鉢

呉須釉
貼付文
鉢

鵜の糞
釉捏鉢

捏鉢緑釉皿 鉄釉皿
鉄釉灯
明上皿

鉄釉灯
明下皿

鉄釉高
灯

灰釉鉢染付皿

幕　　　　　　末　　　　　　明　　　　　　治
陶　　　　　　　　　　　　　　器
七　　　　　　　　　　面
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個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

1 3
1 3 2 34

2 41

1 4

1 10

2 22 1 9 1 3 1 5

7 55 1 104 2 657 1 13 2 533 1 236

1 84
1 2 1 359

5 78
1 4 2 57 2 10 1 15 7 82

1 23 1 33
1 64 1 14 3 113

1 33

9 1 4 4 1 8 1 1 2 1 1 1 14 1 6 1
77 3 119 724 13 140 3 84 10 4 23 15 1074 14 390 10

幕　　　　末　　　　明　　　　治

灰釉瓶
素焼土
瓶

灰釉土
鍋

鉄釉飛
鉋土鍋

鉄釉土
鍋

糠白釉
土鍋

鉄釉飛
鉋行平

鉄釉土
瓶

灰・鉄釉
土瓶

鉄釉糸
目土瓶

糠白釉
土瓶

糠白釉
土瓶蓋

筒描絵
土瓶

灰釉土
瓶

土灰釉
土瓶

灰釉土
瓶蓋

幕　　　　　　末　　　　　　明　　　　　　治
陶　　　　　　　　　　　　　　器
七　　　　　　　　　　面
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個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

1 80 1 9

2 74 1 27 1 626 1 15

1 861 1 5

1 328

1 2 1 12
1 13

1 115 1 128
2 12 1 18 1 6

3 72 1 15

9 151 1 480 1 176
1 480 2 24
1 49 3 42

1 13 1 7 1 13
1 6 1 63

1 1919
1 72 1 6 6 28 1 4

12 1 2 6 1 6 2 1 16 1 2 2 1 1 1 1
231 2 25 1075 72 1311 13 9 262 4 2247 23 480 6 15 176

幕　　　　末　　　　明　　　　治

餌猪口 餌擂鉢
鉄釉植
木鉢

青磁釉
蓋物身

香炉
鉄釉擂
鉢

灰釉徳
利

糠白釉
徳利

鉄釉徳
利

万古徳
利

擂鉢
灰釉小
壷

鉄釉薬
味小壷

鉄釉小
型甕

甕
灰釉台
付甕

幕　　　　　　末　　　　　　明　　　　　　治
陶　　　　　　　　　　　　　　器
七　　　　　　　　　　面
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個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

1 158 1 20

1 10

1 17

1 12 1 99

1 67 3 22 1 7

1 6

3 47
4 92

1 896 2 28 1 19 1 22
2 2

1 4
1 2

2 58 3 38 2 9

1 51
2 22

1 76 1 34 1 79

2 230

3 1 3 1 1 1 6 1 2 1 10 4 1 5 2 1
247 896 216 10 76 4 100 19 22 12 264 91 79 75 9 7

幕末明治 幕末明治幕末明治 幕末明治 幕末明治 明治 幕末明治 明治幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治幕　　末　　明　　治

鉄釉土
瓶

鉄釉飛
鉋土瓶
蓋

蓋
土灰釉
土鍋

鉄釉飛
鉋行平

行平把
手

鉄釉小
甕

鉄釉鉢 植木鉢焼台 匣鉢
鉄釉灯
明下皿

燈明具
鉄釉灯
明上皿

鉄釉土
鍋

涼炉

幕　　　　　　末　　　　　　明　　　　　　治
陶　　　　　　　　　　　　　　器

七　　　　面 小　　　　　　　　　　砂
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個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

1 8 1 5 1 14

1 21
5 141

1 80

1 96

1 35
3 41

4 87

3 35
1 26 2 59

1 56 6 38 1 56 1 14

6 67 1 7 1 4 1 27 1 6

1 72
1 28

1 12 1 1 3 2 1 1 1 1 1 1 2 1 1 16
56 105 56 14 35 88 72 96 26 7 4 27 40 14 6 377

幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治

鉄釉擂鉢
鉄釉徳
利

鉄釉ペ
コカン徳
利

鉄釉壷 鉄釉甕
糠白鉄
釉甕

鉄釉小
擂鉢

猪口
鉄釉把
手付水
注

鉄釉植
木鉢

鉄釉擂
鉢

湯飲茶
碗

人形
灰釉徳
利

鉄釉飛
鉋徳利

徳利

幕　　　　　　末　　　　　　明　　　　　　治
陶　　　　　　　　　　　　　　器

小　　　　　　　　砂 相　馬 在　　　地　　　不　　　明
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個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

1 43
1 20 1 45 1 30 7 275 2 33

1 5
1 4 1 6

6 59
5 24

2 15
1 11

1 3
1 6

1 32
2 22 2 3 1 15 2 3

2 5 2 5 2 22

4 57
4 196 1 5

2 38
1 11

4 19

1 7

1 1

2 62

24 9 2 1 3 3 0 9 1 1 1 1 1 2 2 6
417 141 3 15 68 48 0 278 1 4 5 11 6 17 5 63

幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治

釘描濃
絵皿

染付急
須蓋

燗徳利
染付燗
徳利

染付猪
口

染付上
絵湯呑

染付筒
丸湯呑

染付小
皿

鉄絵小
皿

染付中
皿

上絵付
皿

染付丸
碗

染付端
反碗

口錆碗
釘描濃
絵丸碗

染付湯
呑茶碗

幕　　　　　　末　　　　　　明　　　　　　治
磁　　　　　　　　　　　　　　器
肥　　　　　　　　　　前
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個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

1 16
1 33 1 233

1 2 1 3 2 5
1 1

1 13

3 83

9 27 2 8

4 15 3 30

1 5

1 3 6 17 11 11
24 62 2 20

1 1
1 5

1 3 1 27 1 25

1 40

1 4

1 1 7 8 13 38 2 1 2 1 1 1 1 1 1 3
3 2 62 61 15 124 20 5 8 16 5 233 3 27 25 83

幕末明治 幕末明治幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治幕末明治 幕末明治

染付丸
碗

染付端
反碗

飯碗油壷
型作り
水滴

青磁香
炉

人形 植木鉢
染付小
碗

白磁端
反猪口

酒坏
染付酒
杯

白磁酒
杯

薄手酒
杯

染付平
猪口

染付蕎
麦猪口

幕　　　　　　末　　　　　　明　　　　　　治
磁　　　　　　　　　　　　　　器

肥　　　　　　　　　　前 瀬　　　　　　戸
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個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

1 3

1 4 1 8 1 129

6 12 1 11 3 3

3 103 2 29 5 154 1 16 1 28 7 70

1 6

1 10 1 6
1 25 1 7 1 12

1 4

1 9

1 83

1 6

1 30
1 11

1 17
1 14

1 2

5 1 3 5 1 1 11 9 1 2 1 1 1 1 4 1
196 6 59 154 16 4 80 83 11 33 6 9 7 4 15 129

幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治

型紙摺
絵丸碗

透明釉
丸碗

染付鉢 鉢 透明釉瓶灰釉小杯薄手酒杯湯呑 筒形湯呑
呉須文
字入酒
杯

薄手酒
杯

酒杯 染付小碗
染付中
皿

型作呉
須濃絵
小皿

徳利

幕　　　　　　末　　　　　　明　　　　　　治
磁　　　　　　　　　　　　　　器

瀬　　　　　　　　　　戸 美　　　　　　　　　　濃
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個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

1 184
2 20 1 185

1 8
1 3

2 11
2 20

1 9 1 150

1 91

1 23
1 3 2 49

2 5 2 5 1 4
1 3

1 147 1 141 2 13 3 14 1 98
19 90

1 180 4 70
1 7 8 155 7 86 4 73

1 56 2 6 1 132

1 22 1 72 16 62
2 14

1 9
2 7 1 4

3 5

1 14
2 10

5 15 1 33

52 1655

12 153 1 6 2 28 1 16

1 2 1 1 1 1 21 79 59 1 2 2 1 1 9 1
3 203 22 141 180 72 210 1900 373 98 28 49 132 150 589 16

江戸後期 江戸後期 江戸後期 江戸前期江戸前期 江戸中期 江戸後期 幕末明治 江戸前期 江戸後期幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治 幕末明治

鉢
角型火
鉢

甕 焼塩壷 粘土塊腰張碗
かわら
け

カワラケ カワラケ 灯明台
丸型火
鉢

型紙摺
絵平猪
口

皿 急須蓋 碗 丸碗

土　　　　　　師　　　　　　質
幕　　　　末　　　　明　　　　治

磁　　　　　　　　　　器
江　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸

在　　　　　　　　　　地七　　　面 町　　　田美　濃

－221－



個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

1 9

1 55
5 240 9 238 3 83

1 18 2 90

5 123

1 55

1 54

8 245

32 778 1 61 1 34

1 172 3 232 15 1229 83 3145 9 528 1 42 2 118 1 96 2 137
1 19 1 75

12 211 1 58

1 1186

1 58

1 26 2 65

1 159
1 73
1 9

2 45

5 219 2 48 1 22

5 1 1 2 4 1 16 58 113 10 1 2 1 3 2 1
219 19 75 48 336 22 1988 2335 3872 589 42 118 96 171 116 9

江戸後期 江戸前期江戸後期 江戸後期 江戸後期 江戸後期 江戸後期 江戸後期江戸後期 江戸前期 江戸前期 江戸中期 江戸後期 江戸後期江戸前期 幕末明治

壷 壷
刷毛目
丸碗

焙烙 鍋 壷 蓋 丸型焜炉 角型焜炉秉燭 香炉 鉢
内耳土
鍋

鍋 火鉢
かわら
け

瓦　　　　　　　　　　　　　　質
江　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸

在　　　　　　　　　　地 唐　津
陶　　　　器

壷　屋 薩　摩
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個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

1 227 1 14 1 19

1 22

1 14

1 2

1 40

1 122
2 39

1 4

2 30 1 6
3 2116

6 514 2 146
1 98 10 263 2 91

3 5

1 14
2 5

1 15

1 7 1 6

2 1 2 2 9 1 3 1 2 1 0 13 1 3 4 2
234 2 112 30 2630 22 161 14 5 40 0 428 14 5 112 10

江戸後期 江戸後期 江戸後期 江戸後期 江戸前期 江戸前期江戸後期 江戸後期 江戸後期 江戸後期 江戸後期 江戸中期江戸前期 江戸中期 江戸中期 江戸中期

志野丸
皿

軟陶器
香炉蓋

祥瑞小
杯

大徳利 壷 皿
鉄釉天
目茶碗

皿
三島手
大皿

刷毛目
大皿

土灰釉
大皿

刷毛目
中鉢

ピラ掛
湯呑茶
碗

大皿 灰釉丸碗刷毛目皿

江　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸
陶　　　　　　　　　　　　　　器

唐　　　　　　　　　　津 瀬　　戸萩 京　　焼 志　土　呂 今　戸

－223－



個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

1 35

1 3
1 4

5 44

1 82

1 7 1 4 3 21
1 6 1 113

6 182 4 99 3 30 5 404 1 94
1 23 1 21 1 14

1 10
1 12

2 44 2 28

1 6
1 23

1 83

1 1 2 2 6 6 7 1 2 1 4 1 4 1 7 1
7 6 58 44 157 182 207 4 16 6 113 21 35 10 432 94

江戸中期 江戸中期 江戸中期 江戸中期江戸中期 江戸中期 江戸中期 江戸前期 江戸中期 江戸中期江戸前期 江戸前期 江戸前期 江戸前期 江戸前期 江戸中期

銅緑釉
皿

笠原鉢
鉄釉香
炉

擂鉢 煎じ碗
灰釉丸
碗

鉄釉丸
碗

鉄釉灰
釉流丸
碗

灰釉鉄
釉掛分
茶碗

灰釉筒
丸碗

灰釉皿
鼠志野
皿

灰釉輪
花皿

灰釉丸
皿

染付中
鉢

鉄釉擂
鉢

江　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸
陶　　　　　　　　　　　　　　器
瀬　　　　　　　　　　戸
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個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

1 59

2 3 1 37 2 9
1 19 1 9

1 10
1 5

1 32

2 15

1 9

9 67

23 196 1 7
6 28 3 7

1 94 2 9 10 141 1 27
17 56 1 59

1 6 4 67 2 18 1 31 1 11

4 30 1 17
1 7 3 60

3 8 1 23
7 37 2 18

1 38 1 5

1 10

5 78 6 1 1 3 2 1 2 1 12 2 1 5 1 1
36 552 119 37 10 141 9 9 9 38 153 34 31 78 11 17

江戸後期 江戸後期江戸後期 江戸後期 江戸後期 江戸後期 江戸後期 江戸後期江戸後期 江戸後期 江戸後期 江戸後期 江戸後期 江戸後期江戸後期 江戸後期

灰釉片
口鉢

灰釉水
注把手

灰釉鳥
の餌入
れ

志野釉
丸碗

志野釉
端反碗

壺蓋
色絵灰
釉碗

鉄釉鉢
灰釉練
鉢

灰釉丸碗鉄釉丸碗
外鉄釉
内灰釉
丸碗

白刷毛
目碗

志野釉
天目茶
碗

志野鉄
釉流碗

灰釉小碗

江　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸
陶　　　　　　　　　　　　　　器
瀬　　　　　　　　　　戸
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個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

1 12

1 5

1 105

4 103

1 9

1 25
2 167

1 4 1 5

3 565 2 7 3 55 1 63
1 8 3 144 1 6 4 37 1 8

2 18

1 50 1 67
2 4 2 50

1 34
3 60

1 4 1 67

1 2 2 1 21 1 2 1 2 4 1 1 1 4 1 1
8 4 167 25 1112 34 15 4 7 37 8 4 5 122 67 63

江戸中期 江戸前期 江戸中期 江戸中期 江戸中期 江戸中期江戸後期 江戸後期 江戸前期 江戸前期 江戸中期 江戸中期江戸後期 江戸後期 江戸後期 江戸後期

鉄釉四
耳壷

灰釉端
反皿

灰釉輪
禿皿

鉄釉茶
入

鉄釉香
炉

鉄釉徳利
鉄釉糠
白流壷

鉄釉銭
甕

鉄釉摺
鉢

灰釉植
木鉢

鼠志野
皿

灰釉丸
碗

灰釉せ
んじ碗

鉄釉薬
味入蓋

灰釉小
壷

鉄釉甕

江　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸
陶　　　　　　　　　　　　　　器

瀬　　　　　　　　　　戸 美　　　　　　　　　　濃
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個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

1 25 1 8 3 12

1 4

1 12 1 7 1 5 1 33

2 3 1 8 1 9
1 4 1 2

6 19 1 3
1 38

1 2

5 11 1 8 2 10

1 29 1 4 2 21 1 10
3 23 1 9 11 84 6 79 1 34 6 135

1 2 1 3

1 4

1 19 1 2 1 1 2 3 1 3 3 16 8 1 6 1
29 74 4 7 8 7 10 52 4 46 20 131 89 34 135 10

江戸後期 江戸後期 江戸後期 江戸後期江戸後期 江戸中期 江戸後期 江戸後期 江戸後期 江戸後期江戸中期 江戸後期 江戸後期 江戸後期 江戸後期 江戸後期

鉄釉糸
目土瓶

鉄釉徳
利

鉄釉擂
鉢

鉄釉壷
鉄釉香
炉

陶胎染
付碗

志野端
反皿

灰釉皿
灰釉輪
禿皿

灰釉鉢
灰釉片
口鉢

鬢盥
灰釉丸
碗

志野釉
丸碗

灰釉上
絵付丸
碗

鉄釉丸
碗

江　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸
陶　　　　　　　　　　　　　　器
美　　　　　　　　　　濃
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個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

2 3

1 16 1 5 1 57 1 73
1 43

1 3

1 51

1 90
1 84 1 84 4 2700
1 16 2 3

1 27 1 17 1 85 1 8 1 3
1 30 1 42 2 178

1 41

1 12

3 98 1 43 1 23

1 1 3 1 1 2 1 1 1 1 1 4 3 4 9 1
30 27 98 43 23 100 84 12 17 43 85 22 8 197 3043 3

江戸後期 江戸後期江戸後期 江戸後期 江戸後期 江戸後期 江戸後期 江戸後期江戸後期 江戸前期 江戸中期 江戸後期 江戸後期 江戸後期江戸後期 江戸後期

擂鉢 擂鉢 餌擂鉢
灰釉小
坏

小坏
灰釉丸
碗

丸碗 色絵丸碗 土瓶
灰釉火
入れ

皿 壷 壷 灰釉皿 皿
灰釉香
炉

江　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸
陶　　　　　　　　　　　　　　器

美　　　　濃 常　滑信　　　　　　　　　　楽 明　石 堺
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個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

1 269 1 64

1 8

1 9

1 105
5 141

1 32
1 3

3 9

4 17 1 13 2 25
1 287 1 89

1 44

1 282 8 95 2 7 2 22 1 39 1 67
30 267 3 44

3 237
1 4 1 11

1 55 1 28

1 43

1 3

5 4 1 3 6 2 42 9 2 1 1 2 1 1 1 1
806 17 3 368 169 16 500 124 22 32 39 71 11 9 89 43

江戸前期 江戸前期 江戸前期 江戸前期 江戸前期 江戸前期江戸後期 江戸前期 江戸前期 江戸前期 江戸前期 江戸前期江戸 江戸 江戸後期 江戸後期

輪花紅
皿

青磁染
付皿

染付把
手付水
注

徳利
染付大
徳利

染付丸
段重

染付火
入れ

甕 擂鉢 皿
染付丸
碗

染付中
皿

染付大
皿

大甕 急須蓋 筒丸湯呑

舶載
常滑

江　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸
陶　　　　　　　　　　器 磁　　　　　　　　　　　　　　器

肥　　　　　　　　　　前万古 不明 景徳鎮
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個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

2 25
2 8 2 6 3 131 1 50
1 5

4 40 1 2 5 137
1 7 1 38 1 11

11 59 1 9
1 34

1 32

1 7

1 5 1 13
1 6

4 30 2 4

1 2 1 5

42 236 1 14 6 38 1 26
6 83 1 3 1 13

2 10 1 13 1 20
6 125 1 110

4 62 54 256 1 33
5 65 7 40 1 36 2 6 1 12

23 286 2 22 1 83 1 92 3 33
1 43 6 99 2 35 1 310 1 67 1 2
13 96 4 13 1 33 3 62 5 121

28 107 1 2 5 16
3 14 1 3

1 1
9 64 4 6

4 68

1 171 1 18 11 1 14 2 61 26 1 1 4 2 3 1
7 1422 2 268 97 33 190 88 412 749 12 50 66 45 102 2

江戸中期 江戸中期 江戸中期 江戸中期江戸中期 江戸中期 江戸中期 江戸中期 江戸中期 江戸中期江戸中期 江戸中期 江戸中期 江戸中期 江戸中期 江戸中期

染付中
皿蒟蒻
５弁

青磁染
付中皿

青磁皿 染付大皿
染付八
角小鉢

染付碗
蓋

染付筒
丸碗

蒟蒻印
版碗

染付小皿染付中皿
染付角
皿

染付小
碗

染付丸
碗

色絵丸
碗

青磁丸
碗

青磁染
付丸碗

江　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸
磁　　　　　　　　　　　　　　器
肥　　　　　　　　　　前
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個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

2 22
1 30

1 12

1 14 2 17

1 6
1 3

1 29 1 3 2 33
1 6

1 2 2 38 2 15
1 16

1 39 5 158 6 15 2 24
1 7 1 9 1 5 3 12 1 111

1 9

1 8 1 10
1 40 1 7 1 5

2 17

2 2 3 1 10 1 1 1 2 10 1 7 1 3 2 2
36 11 62 5 195 40 7 12 38 33 30 170 3 41 24 15

江戸中期 江戸中期江戸中期 江戸中期 江戸中期 江戸中期 江戸中期 江戸中期江戸中期 江戸中期 江戸中期 江戸中期 江戸中期 江戸中期江戸中期 江戸中期

瓶
青磁角
瓶

唐草文
油壷

染付大
徳利

御神酒
徳利

染付猪
口

染付花
生

青磁香
炉

火入れ
染付小
鉢蓋物
身

染付把
手付水
注

染付合
子蓋

染付徳利
唐草文
徳利

青磁徳
利

染付鉢

江　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸
磁　　　　　　　　　　　　　　器
肥　　　　　　　　　　前
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個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

15 170 2 44
5 16
2 26

1 1

5 7 16 72 1 4 1 1 2 50
1 1 4 70

1 3 53 228 2 9 1 13
1 19 1 44 2 20 1 9

10 29
6 19
1 2
1 17

4 11 1 14
1 64

6 27

1 31

2 18
6 27 17 172
23 117

1 9 1 29 34 280 1 10 1 12 3 15 5 42
1 4 1 8 32 117 6 24 2 10

2 52 68 253 6 45 1 1.9
1 31 6 29 1 7 1 10

60 139 1 65 1 24

12 90 1 3
6 24

4 26
32 131 1 3 1 3 127

1 4 1 2

1 1

2 8

1 4

4 1 17 4 401 7 3 2 21 1 13 2 1 143 1 1
47 1 69 91 1933 173 12 20 191 12 93 74 10 119 1.9 24

江戸後期 江戸後期 江戸後期 江戸後期 江戸後期 江戸後期江戸後期 江戸後期 江戸後期 江戸後期 江戸後期 江戸後期江戸中期 江戸中期 江戸後期 江戸後期

青磁染
付皿

瑠璃釉
丸碗

青磁丸
碗

染付広
東碗

鉄絵皿
染付中
皿

型紙擂
絵八角
皿

透明釉
丸碗

染付丸碗染付碗蓋
色絵染
付碗

染付筒
丸碗

染付端
反碗

紅皿・猪
口

白磁型
作水滴

染付小碗

江　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸
磁　　　　　　　　　　　　　　器
肥　　　　　　　　　　前

－232－



個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

1 24
1 11 14 23

1 5 2 2

1 43 3 3

2 26
1 3 1 15

1 49 6 13
1 4

1 27 1 9 1 28

1 4 1 29 3 10
1 6 2 82
4 12 1 28

1 30 8 19 1 6
1 10 2 5

1 1 1 29 3 7 1 4

1 2 1 3 1 3 1 2 14 6 8 5 1 20 1 1
3 31 1 69 43 48 4 26 100 37 19 12 6 136 28 4

江戸後期 江戸後期 江戸後期 江戸後期江戸後期 江戸後期 江戸後期 江戸後期 江戸後期 江戸後期江戸後期 江戸後期 江戸後期 江戸後期 江戸後期 江戸後期

薄手端
反酒杯

青磁蕎
麦猪口

染付蕎
麦猪口

染付広
東蕎麦
猪口

筒丸小
杯

染付段
重蓋

染付急
須

染付土
瓶

染付燗
徳利

染付小
坏

薄手酒
杯

色絵染
付皿

染付大
皿

白磁輪
花鉢

染付中
鉢

染付大
鉢

江　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸
磁　　　　　　　　　　　　　　器
肥　　　　　　　　　　前
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個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

1 6

1 14

1 3

1 17 1 3

1

1 8 1 7 2 6 1 10

3 4 1 4 1 11

1 3
1 26 1 19 1 84
1 7 1 14

1 102 2 169
1 11 1 18 1 3

1 74 2 53

1 2

1 1 1 3 3 1 3 4 5 1 1 1 1 1 1 4
8 7 14 23 35 11 28 42 10 3 4 11 84 102 74 222

江戸後期 江戸後期江戸後期 江戸後期 江戸後期 江戸後期 江戸前期 江戸後期江戸後期 江戸後期 江戸後期 江戸後期 江戸後期 江戸後期江戸後期 江戸後期

湯呑茶
碗

染付丸
碗

染付端
反碗

白磁香
炉

紅皿
ひょうた
ん型小
瓶

型物水
滴

染付植
木鉢

輪花鉢合子
透明釉
徳利

染付御
神酒徳
利

染付仏
飯具

染付小
壷

染付油
壷

染付レ
ンゲ

江　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸
磁　　　　　　　　　　　　　　器

肥　　　　　　　　　　前 瀬　　　　戸鍋島
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個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

1 89 1 14
1 16 1 14

1 153 1 2

1 869 1 15

1 43 1 58

1 4 1 57
1 163

1 16 1 92 1 39

3 39 2 37 1 13
2 71
1 7

4 20

4 1 3 2 2 1 1 1 1 1 1 2 1 1 5 2
20 16 39 255 37 13 39 43 58 16 153 958 2 4 107 71

１３世紀 １６C後半 16C後半江戸後期 江戸後期 江戸後期 江戸中期 江戸中期江戸後期 江戸後期 江戸後期 江戸後期

青磁皿
かわら
け

甕 甕
志野釉
丸皿

鼠志野
丸皿

青磁碗
染付丸
碗

染付中皿 染付瓶 小杯 丸椀
染付丸
団重

染付中皿染付小坏灰釉丸碗

瀬　戸 美　濃 龍　泉美　　　　　　濃 京　焼 七　　面 在　地
土師質

中　　　　　　　　　　　　世
陶　　　器 舶載磁器

江　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸
磁　　　　　　　　　　　　　　器

瀬　　戸

近　世
肥　前
青　磁渥　美 常　滑
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個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個
数
点

重
さ
ｇ

個数 重量（g）

28 26679.7
176 64280

1 4 42 21517
1 8 54 3042

20 601
155 21932
48 1403
8 1468

1 2 207 13874
1 10 83 2617

4 773
1 55

1 7 246 8814
48 5122
3 259
34 1819
15 3970
13 45971
5 46
63 9399.1
66 7026
95 5757.1
2 1084
2 1077
2 384
51 2556
4 19
1 223

2 15 71 2509.3
5 450
3 3577
1 20
152 103667
16 816

1 53 274 10065
182 8149
3 318
24 1277
28 1024
299 13298.1

1 15 207 13121
6 916
379 13774

3 125 327 16603.2
1 30 274 5383.1

2 51
211 10769
114 7040
5 727
160 58595
272 5258
3 463
2 203
1 2300
1 293
4 210
8 382
5 2547
3 8
1 14
12 156
1 15
1 159
17 370
2 13
2 1362
1 332
4 90
1 6
3 76
4 49
52 1655

53 1625

1 1 3 1 3 1 2 1 4672
15 30 125 53 19 10 15 2 541503.6

前期

高台付
盤

蓋 甕
青磁八
掛瓶

青磁香炉 青磁鉢 染付皿 坏

平　安 平　安 前　期染付 平　安
土師器

平　　　　安 古　墳

総計

土師器 須恵器
近　　　　　　世
肥　　　前

青　　　　磁
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